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読者の皆様へ 
 
 この『薔薇の封印』の大半は、１９９９年冬から２０００年にかけて執筆されました。 
その後、２年ほどのあいだは、時折少々の加筆訂正を施す程度で現在にまで至っています。す

べて私のオリジナルとして書き上げたつもりでしたが、振り返ってみると§９の冒頭から（９

－８）を得るまでの箇所の解読については、確か１０年以上前にＮＨＫ教育テレビでの番組で、

外国の研究者が述べていた内容に重なるように思います。当時の私はこの問題には無関心であ

りましたし、その時の私はテレビをつけ放した状態で熱心には観てはいなかったので、§９の

内容とその番組とがどの程度重なっているのかについては定かではないのですが、『セディー

ユ』、『ａｌｌ ｉｄｅｍ』等の言葉が語られていたように思います。§９の内容以外について

は、すべてこの自分の論文が初出だと思っておりますが、もしも以前に公にされた書物等に同

様の暗号解読を発見された方は、是非とも原田までご連絡くださいませ。 
＊ ＊ 

                  ＊ 
 冒頭にも記しましたとおり Shakespeare の作品が本当は誰によって書かれたのか、という問

題（Shakespeare の Authorship 問題と呼ばれます）については、１８世紀末ころから激しい論

争がなされ続け、数々の見解が発表されてはいるのですが、いまだ決定打が出てはいないとい

うのが本当のところです。この問題については、ジョン･ミシェル著 高橋健次訳 の『シェイ

クスピアはどこにいる』（文芸春秋社刊）という大変すぐれた、かつ面白い書物があります。こ

の『薔薇の封印』を読む前に、できればこの本（ただし本文に限ります。残念ながら訳者あと

がきはあまりお勧めできません。）をご一読されることをお勧めします。残念なことに日本国内

では、このような研究をなされる方は皆無に等しく、また一方で１４０ページにもなる内容全

てを英訳するだけの力量と時間は私には望めないという現実があり、日頃お世話になっている

『数学のいずみ』に、今回掲載していただくこととなった次第です。この『薔薇の封印』に述

べられた１６Ｃ末から１７Ｃ初頭になされた Francis Bacon による暗号は、暗号の歴史を考え

る資料としても大変重要なものとなることでしょう。 
 ＊ ＊ 

                  ＊ 
この『薔薇の封印』を読む方に、是非とも実行して頂きたいことが二つあります。一つは、

暗号解読の箇所については、ただ読み流すだけではなく、実際に紙とペンとを用意してご自分

で追体験してほしい、ということです。そうすることで『薔薇の封印』は数倍楽しめるものと

なると思います。二つ目は、ご自分で追体験すると同時に、絶えず私の記述を疑ってほしい、

ということです。できるならば実際に資料等を用意されて吟味されるのがよいと思います。資

料等を用意されたい方は、私がそうしたのと同様、インターネットの Ｎａｃｓｉｓ ｗｅｂ 

ｃａｔ を通して、後述の道内の大学から書籍を借りるのがよいでしょう。読み終えた後、お

気づきの疑問点・矛盾点等がございましたら、ご遠慮なく原田までお問い合わせください。執

筆者の側からだけでは気付き難いことも少なからずあると思われますし、何よりも今後のさら

なる研究にとって有難いアドバイスになりますので、宜しくお願いいたします。 
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＊ ＊ 
                  ＊ 
この『薔薇の封印』の執筆に際しては、札幌大学図書館、小樽商科大学図書館、室蘭工業大

学図書館、北海道教育大学図書館、立教大学図書館、国立民族博物館資料室から貴重な資料の

貸し出し、もしくは資料の一部分のコピーを頂くという幸運に恵まれました。また、倶知安町

文化福祉センターの職員の方々には、各大学等からの書籍の貸し出しと返却に際して、大変な

お骨折りを頂きました。これらのご好意が無かったら、この論文は生まれなかったことは間違

いない事実です。ここに深く感謝の意を表す次第です。 
改定２版では§９の後半に、重要な増補改定を施しました。この改定により、改定１版より

も一層手堅い解読の確証が得られています。 
改定３版では多くの誤字訂正と補正・修正を施しました。 

 
 
 
 
 

２００３年 ３月  
雄大な羊蹄山の麓にて 
原  田  牧  夫 
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    For ciphers, they are commonly in letters, or alphabets, but may be in words. The  
       kinds of ciphers ( besides the simple ciphers, with changes, and intermixtures of 

nulls and non-significants ) are many, according to the nature or rule of the infolding,  
       wheel-ciphers, key-ciphers, doubles, &c. But the virtues of them, whereby they are to 

be preferred, are three; that they be not laborious to write and read; that they be 
impossible to decipher; and, in some cases, that they be without suspicion. The 
highest degree whereof is to write omnia per omnia ; which is undoubtedly possible, 
…… 

                             Francis Bacon  Advancement of Learning ([63] p.63) より  
 
      暗号については、それらはふつうは文字であったり、アルファベットであったりする 

が、単語になっていることもあるかもしれない。暗号の種類には〔単純な暗号に変化を 
もたせたり、意味のない文字や無意味なものを入れたりするもののほかに〕、多くのも 
のがある。意味を隠そうとする性質や規則によって、車輪暗号、鍵暗号、二重暗号その 
他がある。しかし、それらの長所として、好ましいと考えられることになる点は三つあ 
る。書いたり読んだりするのに骨が折れないということである。解読できないというこ 
ともある。そして、ある場合には疑いをもたれないということである。その最高の場合 
には、「すべてのものによってすべてのものになる」ような書き方をするのである。そ 
れはたしかに可能である。 

                    Francis Bacon  『学問の発達』（[17] p.406）より 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



   makio harada    - ４ -    薔薇の封印『数学のいずみ』版 改定第３版    
最終印刷日時：3/31/2003 10:41 PM 

ＣＯＮＴＥＮＴＳ 

 

§０   Ｆｒａｎｃｉｓ Ｂａｃｏｎ の発展型暗号 ――――――――――――――― 5  

 

第１章 

§１  Ｗｉｌｌｉａｍ Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅ と Ｆｒａｎｃｉｓ Ｂａｃｏｎ  

―――――― 9 

§２  ｆｏｌｉｏ と ｑｕａｒｔｏ ―――――――――――――――――――――15 

§３  作品の執筆、上演、出版、および当時の出版事情 ―――――――――――――15 

§４  Ｒｏｍｅｏ ａｎｄ Ｊｕｌｉｅｔ について ――――――――――――――16 

 

第２章 

§５  解読 Ｖｅｒｏｎａ，Ｍｏｕｎｔａｇｕｅ，Ｉｕｌｉｅｔ，Ｃａｐｕｌｅｔ――26 

§６  §５における不完全２点とその克服 ―――――――――――――――――――32 

§７  解読 Ｒｏｍｅｏ ａｎｄ Ｉｕｌｉｅｔ ――――――――――――――――33 

§８  解読 Ｗｉｌｌｉａｍ Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅ 

と Ｆｒａｎｃｉｓ Ｂａｃｏｎ―――――――――――――――――――――43 

§９  §８の解読への補足 ――――――――――――――――――――――――――53 

§１０ （７－12）の解読（１）―――――――――――――――――――――――――59 

§１１ ｓｈａｋｅの操作と栄光の墓 ――――――――――――――――――――――67 

§１２ Ａｒｔｈｕｒ Ｂｒｏｏｋｅ ――――――――――――――――――――――76 

§１３ （７－12）の解読（２）［文字の変遷について］ ――――――――――――――85 

§１４ Ｎｏｖｕｍ Ｏｒｇａｎｕｍ ――――――――――――――――――――――89 

§１５ Ｍａｔｔｅｏ Ｂａｎｄｅｌｌｏ と Ｌｕｉｇｉ Ｄａ Ｐｏｒｔｏ  ――102 

 

第３章 

§１６ 第２章の解読のまとめ  ――――――――――――――――――――――――129 

§１７ 解読 Ｍｏｎｔａｇｕｅ と Ｃａｐｕｌｅｔ  ―――――――――――――133 

§１８ 補足  ――――――――――――――――――――――――――――――――135 

 

ｒｅｆｅｒｅｎｃｅｓ  ――――――――――――――――――――――――――――150 

 

 

 

 

 
 
 



   makio harada    - ５ -    薔薇の封印『数学のいずみ』版 改定第３版    
最終印刷日時：3/31/2003 10:41 PM 

§０ Ｆｒａｎｃｉｓ Ｂａｃｏｎ の発展型暗号  
 シェークスピア（William Shakespeare 1564-1616）の綴りを知らない人でも、『ロミオとジ

ュリエット』の作者であり劇作家であったということを知らない人はいないでしょう。 
 ところで彼の戯曲では、しばしば台詞がフランス語やラテン語などのイタリック体で記され

ます。これをシェークスピアの残した暗号だ、とする説があるそうです。そのような説の中の

代表的なものの一つとして、彼が哲学者フランシス・ベーコン（ Francis Bacon 1561-1626）
と同一人物である、というものがあります。[17]p.31-32 から引用して紹介します。 
 
（０－１） 

 いわゆるベーコン＝シェイクスピア説というのは、ふたりが、ほぼ同時代の、最もすぐれ

たイギリス人であるという事実から出発している。同時代人であるが、一方におけるシェイ

クスピアの生涯が、あまりにも不明であるということがある。また、ベーコンについては、

その一生が比較的よくわかっているが、立身出世がおそく、また、エリザベス女王の恩顧が、

ベーコンの生まれと才能に比較して冷淡にすぎるようなところがあり、この点についての疑

問によるところがあるのである。 
 それによれば、ベーコンは処女王として通っていたエリザベス女王と寵臣である貴族の誰

かとの間にできた私生児である。ベーコンは、そのため母であるエリザベス女王にいくども

願って地位の与えられることを望んだが、エリザベス女王は、世間の思わくを考えて冷淡で

あったというのである。また、ある人によればシェイクスピアの作品の当時印刷されたもの

を分析すれば、そのことが明らかになるといっている。当時の印刷は、まだ印刷の歴史が浅

く活字も綴りも不揃いである。また、大文字、小文字が一つの文章の中に入り乱れている。

そういう大文字などをたどっていくと、べーコンの女王との関係を告白しているというので

ある。ベーコン自身が暗号や、その解読に非常に興味をもっていることも事実であり、この

問題についての書きものもある。そのような暗号による自己告白が、シェイクスピアの作品

の中に、ばらまかれていると想像するのである。この説は、今こそあまり表面に出ないが、

ひところは、かなり流布したことがあり、この問題を扱った著書も二、三にとどまらない。

また前述した、現在も活動しているベーコン協会も発足の初めには、ベーコンとシェイクス

ピアが同一人物であることの証明のためというようなことがあった。 
 
 ところがシェークスピアとフランシス・ベーコンの文章の綴り方を統計学的に比較すると二

人が別人であることがわかるのだ、と主張する方もいらっしゃいます。一体どちらが正しいの

でしょう。１６～１７世紀の同時代に生きた二人（？）だけにしか事の真相は判らないのでし

ょうか。 
 もしもあなたが自分の文章の中に（スーパーコンピューターなど使わずに）、暗号を潜ませた

いと思ったら、どうすればよいか考えてみて下さい。たとえば仲の良い友人にあなた自身がそ

の文書を手渡すのであれば、その友人は、いつもとは違うあなたの振る舞いや、もしくは、思

わせぶりなあなたの眼差しに、「何かあるな」と感じ取ってくれるでしょう。そういう場合であ

れば、あなたの伝えたい内容だけを暗号にすれば事足ります。 
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 ではあなたの暗号文を何百年か後のあなたの子孫が初めて正しく解読し、その解読が本当に

正しいと確信できるようにするにはどうしたら良いでしょう。第一に、あなたはその暗号文書

を、家宝として代々受け継ぐようにさせなければなりません。つまりそれがあなたの子孫たち

にとって、家宝にするにふさわしい大変価値のある文書でなくてはなりません。第二に、簡単

に解読されるようなものであってはいけません。簡単であれば、何百年もの封印になるどころ

か、あなたの家族が解いてしまうでしょう。第三に、何百年か後にあなたの暗号を解いた子孫

が、あなたの文書に確かに暗号が潜んでおり、そして自分のその暗号にたいする解釈が本当に

正しい、と確信できるようにしなければなりません。つまりあなたのその聡明な子孫が、自分

で答合わせができなければならないのです。 
 そんな暗号文書など誰が作れるものか！と思うかもしれません。確かにそれは大変な作業で

あり、そうそう誰にでも出来る事ではないでしょう。ですがそのような暗号を組み立てる原理

は、たいして複雑なものではありません。暗号を複数組み込めば良いだけなのです。そしてそ

れぞれの暗号の解読結果には、あなたが残したいメッセージのほかに、解読結果どうしが互い

に密接な関連を成している事項、つまり符合する事項も組み入れておけばよいのです。たとえ

ば三つの暗号ＡＢＣを組み込む場合、それらの内容は次のようにするのが良いでしょう。 
 
Ａ：メッセージ１＋ａ 
Ｂ：メッセージ２＋ｂ 
Ｃ：メッセージ３＋ｃ 
ただし、ａ，ｂ，ｃの三つは、互いに符合する情報 
 
 ａ，ｂ，ｃの内容については、あなたが伝えたいメッセージの内容とは無縁な、かつ単純な

ものがよいでしょう。ついに三つとも解いたあなたの子孫は、暗号解読の結果として得られた

情報のなかに３つの解読に共通する事項ａ，ｂ，ｃを見いだして、大喜びするに違いありませ

ん。なぜなら、三つの符合などというものはそうそう得られないものであり、解読者は、それ

らの符合にとても強烈な人為的かつ理性的な形跡を確認することができるからです。それによ

って、暗号が確かにそこに組まれていること、そして、自分の解釈がその正解と一致している

ことを確信するのです。また、たとえ組み込む暗号がＡとＢの二つだけであっても、ａとｂの

符合ないしは関連の度合いがとても高い場合は、同様な結果が得られるはずです。 
 フランシス・ベーコンの時代の暗号家がスーパーコンピューターなど使えるわけがありませ

ん。近代暗号学の創始者といわれる彼が、本当にシェークスピアの作品の中に暗号を潜まてい

るのなら、その方法は、現代人の目から見れば、素朴であり、かつ実に聡明な方法であるはず

です。まずそのような方法としてどのようなものが考え得るのか。この問題から始めなければ

ならないのです。実は上記とほぼ同じ原理で、そして無論のことずっと見事に、フランシス・

ベーコンは実行していたのです。解読は一つ一つ慎重に符合を探し当てながら進んで行きます。

この暗号の符合のさせ方は大変大胆かつ緻密なもので、針の穴ほどの欠点も見当たりません。

解読途中に現れる欠点と思われる箇所は、必ず次の解読段階への重要な導入となっているので

す。つまり暗号自体が先へ先へと発展してゆく形態を成しています。いわば『発展型暗号 
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(progressive cryptography) 』（ただしこの語が既に別の語義を有するならこの名は避けるべ

きでしょう）なのです。暗号のあまりの見事さに、得られる結果の重大さを忘れてしまうのは、

私だけではないはずです。実際に解読が始まる第２章に入ると、これではまるで数学ではない

か！と呆れる方もいるかもしれません。ですが、推理の素材・解釈などの中に現れる、フラン

シス・ベーコンが仕組んだ溢れるほどのユーモアはあなたを爆笑させることでしょう。 
 登場する数々の暗号には、たいそう風格のあるもの、子供から大人まで笑えるジョーク、傲

慢なもの等々、いろいろなものがありますが、くれぐれも、暗号の色々な『品格』を真に受け

て、腹を立てたりなさらないようお願いします。 
 一方には数学にもたとえられそうなほど厳密な誘導と符合、そして他方には奇想天外なユー

モアや洒落等。確かにこれらは相矛盾するもののように思えるかもしれません。しかし、限ら

れた文字の中から最大限の可能性を引き出して大規模な暗号を展開するためには、一つの事項

もしくは単語といったものを多面的に、かつ柔軟に扱うことがどうしても必要とされます。そ

して柔軟だからといって、多義性につきもののいい加減さがあってはならないわけであり、そ

の難点をしっかりと支えるのが厳密な誘導と符合であり、優れた暗号家フランシス・ベーコン

はこれら両面を見事に統一し実現しています。 
 この論文は３つの章で構成されています。第１章で述べられる諸事項は、シェークスピアと

フランシス・ベーコンに関する予備知識であり、これらは社会常識として『承認されている』

事項といって良いものです。第２章はもっぱら暗号の発見と、その解読に充てられています。

ここに展開される暗号は、ユーモアと符合に満ちています。第３章は、第２章についてのまと

めと補足です。そこで述べられる第２章の解読の主要な結果は、§１６に掲げられた次の３つ

です 
 
（Ａ）William Shakespeare＝Francis Bacon 

（Ｂ）Francis Bacon が Elizabeth Tudor の（自称）子息である 

（Ｃ）Francis Bacon は Rosicrucian である 

 
第２章では、解読が進むに連れて、この３つの事項に対する確信が増大していきます。そうい

った意味では、第２章の解読は、意図的に行われているわけであり、客観性が危ぶまれること

になりそうですが、実際の第２章の終了時点においては、それまでに展開される暗号の精巧さ

によって、そのような不安は払拭されていることでしょう。そして第３章の終了時点において

は、その確信は絶大なものとなっていることでしょう。つまり第２章と第３章に展開されてい

る暗号は、フランシス・ベーコン言うところの「すべてのものによって、すべてのものにな

る」ように設定された暗号なのです。 
 この論文の副題は『等式 William Shakespeare＝Francis Bacon の完全な証明』です。証明と

いっても数学のそれとはずいぶんと異なったものです。この論文の暗号解読は『強烈な人為的

かつ理性的な形跡を確認』し、『それによって、暗号が確かにそこに組まれていること、そして、

自分の解釈がその正解と一致していることを確信』するためのものです。これには、数学の

個々の命題の証明のスタイルのような水が高地から低地へと流れ行くような論理スタイルは不
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向きです。演繹的というよりは帰納的なアプローチが要求されるわけです。簡単にいってしま

えばこの本の証明のスタイル（つまり第２章と第３章の解読のスタイル）は、整合性を持って

繋がる解釈の輪を帰納法によって導き出す、というものです。帰納法と言えば、フランシス・

ベーコンの帰納法の提唱はあまりに有名です。この論文の暗号解読では、符合によって得られ

た結果がさらなる解読に使われていきます。そしてベーコンの帰納法もまた、実験データと理

論との符合に基づく、言うなれば、自然現象の『解読』であったわけです。たとえ個々の暗号

が下らないものであっても、我々は我慢しなければなりません。このことは、イドラ(偏見)にと

らわれてはいけない、という彼からの警告でもあるはずです。ベーコンはこの論文に示された

一連の暗号によって、あまりに特殊だった自分の立場の真相を後世に伝えたかったのでしょう。

肝心の暗号が解読されなければそうした努力も無駄になってしまうわけですが、後述の（10－
15）の our tie, your time, rose, slur, T I am. という文からは、ベーコン自身、この暗号が１０

０年以内に解読されるはずだと信じていたことがうかがえます。 
暗号設定の動機としてもう一つ忘れてはならないのは、自分の暗号を解読させることで、真

実に到達するための手法としての『帰納法』の絶大なる威力を、後世の人々に再認識させたい、

という啓蒙的姿勢です。ベーコンの精神の後継者として因習に捉われずに真理を追究していっ

たロイヤルアカデミーの姿勢と同様の科学的な精神を、より広範な人々の間にも定着させたい

という強い信念が、一見すると単なるパロディーの羅列とも言えそうなこれらの暗号の流れの

なかに、確実に存在することを見逃してはなりません。この意味で、この論文はフランシス・

ベーコンを考える上でも大変重要なものとなるでしょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



   makio harada    - ９ -    薔薇の封印『数学のいずみ』版 改定第３版    
最終印刷日時：3/31/2003 10:41 PM 

第１章 
 
§１ William Shakespeare と Francis Bacon 
 まず Shakespeare と Francis Bacon の年表を重ねて眺めてみましょう。次に掲げる年表では

Francis Bacon の履歴は明朝体で、Shakespeare の履歴とそれに関連する事項はゴシック体で

記してあります。Shakespeare については、斜体字以外の箇所は[16]から、Francis Bacon につ

いては[17]から引用したものです。また、斜体字の箇所については、《 》内に記してあるもの

は、[8]の『シェークスピア』の項に掲載されている第１表（E.K.チェンバーズの著作に基づ

く）に拠っています。さらに［ ］は、[35][36][37][38]に拠っており、その戯曲がその年に出

版されたことを表しています。 
 

１５６１年 

１月２２日、フランシス・べーコンは、国璽尚書サー・ニコラス・ベーコンと二番目の夫人

アン・クックとの間の二番目の子どもとして、ロンドン市の大通りストランド街からややテ

ムズ川沿いにはいったヨーク・ハウス（国璽尚書の公邸）で生まれた。アン・クックはエド

ワード六世の教師をしたサー・アントニー・クックの二女で、サー・ウィリアム・セシル

（後のバーレー卿）夫人の妹。新教の信仰に厚く、数カ国語に通じた当時の才女であり、ベ

ーコンはその影響を強く受けたといわれる。なお、ニコラス・べーコンと最初の夫人との間

には三人の男子があり、アン夫人との間にはベーコンより二歳上の兄のアントニーがあった。 

１５６４年 

４月２６日、ジョンとメアリーの３番目の子供として、ストラットフォードの聖トリニティ

教会で洗礼を受ける。 

洗礼記録から推定される誕生日は４月２３日。 

１５６８年 

ジョン・シェイクスピア、ストラットフォードの判事になる。エリサベス女王一座がストラ

ットフォードで芝居を上演。 

１５７３年  

四月五日、兄アントニー・ベーコンとともに、十二歳三カ月でケンブリッジ大掌のトリニテ

ィー・カレッジに入学。指導教師は後のカンタべリー大主教ホイットギフトであった。１０

月１０日、正式に入学を許可された。 

１５７５年  

３月、アントニーとともに学位を取ることなく大学を去る。 

１５７６年  

６月２７日、グレイズ・イン法学院にはいる。グレイズ・インはイギリスの中世以来の四法

学院の一つで、イギリスで弁護士や裁判官になるには、必ずここの会員にならなければなら

なかった。以後生涯、この法学院と関係があり、その付設の庭園はべーコンの設計したもの

である。１１月２７日、同学院の「グランド・カンパニー」の一員となる。九月、駐仏大使

サー・エイミアス・ボーレットの随員としてフランスに渡る。 
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シェイクスピア家の家運衰退。 

１５７９年  

２月２０日、父ニコラス・ベーコン急死。イギリスへ帰り、グレイズ・イン法学院に籍をお

く。父ニコラス・ベーコンの遣言状にはフランシスについてなんら配慮がされていなかった。 

１５８０年  

伯父バーレー卿に就職を依頼したが効はなかった。 

１５８２年  

六月、グレイズ・イン法学院で下級弁護士の資格を得る。 
１１月２８日、アン・ハサウェイと結婚。 

１５８３年 

２月２日、長女スザンナ洗礼。 
１５８４年  

１月２３日、メルカム・リージス選出の代議士となる。以後１６１８年に貴族院議員となる

まで多くの選挙区から代議士として立つ。伯父バーレー卿の後援によるものといわれる。 

１５８５年  

『時間の最大の誕生』（エリザベス女王への進言書）を執筆。 

５月２６日、双子の兄妹、ハムネットとジュディス洗礼。 

１５８６年  

グレイズ・イン法学院幹部となる。１０月２９日、トーントン選出の代議士となる。 

１５８７年  

２月８日、スコットランド女王メアリ、ロンドン塔で処刑される。 

１５８８年  

グレイズ・イン法学院講師、リヴァプール選出の代議士となる。８月、イギリス軍、スペイ

ン無敵艦隊を撃滅。 

１５８９年  

２月２日、リヴァプール選出の代議士となる。１０月２９日、星法院書記官継承権を得る

（２０年後に実現した）。『英国教会論争論』（１６４０年出版）を執筆。このころ清教徒によ

るイギリス国教会攻撃のいわゆるマーティン－マープリリート論争が激しかった。 

１５９０年  

イギリス国教会擁護の女王の処置への賛成の書簡を匿名（サー・フランシス・ウォルシンガ

ム）で書く。 

１５９１年  

このころ、女王の寵臣エセックス伯との交渉始まる。 

１５９２年  

『快楽の会議』A Conference of Pleasure（１６７０年出版）をエセックス伯の仮面劇ある

いは狂言のために執筆。 

３月３日、フィリップ・ヘンズロウが『ヘンリー６世』の上演記録を『日記』につける。 

ロバート・グリーン死去。死後、へンリー・チェトルによって、シェイクスピアを誹謗した
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グリーンの『百万の悔悟を以て贖われたグリーンの一文の知恵』が出版される（その後、チ

ェトルはシェイクスピアに謝罪している。）ロンドンでペストが流行。その間、わずがな期間

を除いて、劇場が閉鎖。ペストは１５９４年５月まで猛威をふるい、犠牲者は２万人にも及

んだ。 

１５９０－０２年 

この間に『ヘンリー６世』３部作が初演された。 

１５９３年  

２月１９日、ミドルセックス選出の代議士となる。議会における演説で女王への献金間題に

ついて貴族院と意見の合わぬことが明らかになり、女王の不興を招く。 

１５９４年  

１月２５日、弁護士として法廷に立つ。エセックス伯により法務長官、法務次官に推された

が、実現をみなかった。７月２７日、ケンブリッジ大学からマスター・オヴ・アーツの称号

を受ける。『医師ロウペズ反逆の真相』（１６５７年出版〉執筆。 

１５９５年  

１１月、法務次官にサージャント・フレミングが任命される。 

エセックス伯はべーコンを慰めるため、トウィックナム・パークの土地を与えた。女王へ献

ずるエセックス伯の仮面劇を執筆。 

《Romeo and Juliet 上演 1594-95 頃》 

１５９６年  

おそらくこの年、特命王室状師となる。 

８月１１日、長男ハムネットの埋葬。享年１１歳。《Midsummer Night’s Dream 上演 1595-96

頃》 

１５９７年  

１月３０日付で『随筆集』Essayes、『宗教瞑想』Meditatione sacrae、『善悪の色』Of the 

Colours of Good and Evill 出版。『法律の格言』Maxims of the Law（１６０２年刊）執筆。

金持ちのハットン未亡人との結婚をはかったが成らず。１０月２４日、サウサンプトン選出

の代議士となる。 

ストラットフォードのニュー・プレイスの屋敷を６０ポンドで購入。 

［Romeo and JulietＱ１］ 

１５９８年  

『人間の生活について』執筆。９月３日、債務のため逮描さる。 

シェイクスピアの名を記した最初の戯曲『恋の骨折り損』、４折版で出版。 
９月、シェイクスピア、俳優として、ベン・ジョンソンの『十人十色』に出演。 

１５９９年  

３月２７日、エセックス伯アイルランドへ出征。その軍隊の大部分を失い、９月２８日突然

帰国して女王の不興をかった。ベーコンはこの問題についてたびたび伯に忠告の手紙を書い

た。［Romeo and JulietＱ２］ 
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１５９８－９９年 

バーベッジ兄弟、ショアディッチの劇場座を解体して、その資材を運び、テムズ川南岸のサ

ザックに地球座を建設。 

１６００年  

グレイズ・イン法学院のダブル・リーダーとなる。６月５日、ヨーク・ハウスにおけるエセ

ックス伯仮審間に列す。このとき、ベーコンは女王への自分の立場も考えて、やや厳しい態

度をとったといわれる。しかし、エセックス伯は六遇間後釈放された。《Julius Caesar 上演 

1599-1600 頃》［A Midsummer Night’s DreamＱ１］ 

１６０１年  

２月７日、エセックス伯反乱の前夜、地球座で『リチャード２世』上演。 

２月８日、エセックス伯は武力で宮廷支配を試みたが失敗し、捕らえられた。１９日、エセ

ックス伯・サウサンブトン伯の喚問に出席。２５日、エセックス伯処刑さる。「エセックス伯

ロバートの反乱の計画および遂行の報告」を起草。５月、兄アントニー他界。１０月２７日、

エリザベス女王朝最後の議会にイプスウィッチ、セント・オールバンズ選出の代議士として

出席する。《Hamlet 上演 1600-01 頃》 

１６０３年  

３月２４日、エリザベス女王崩御。７月、スコットランド王ジェイムズ六世がイギリス国王

ジェイムズ一世として即位。７月２３日、ベーコンは三百人の人とともにナイト（爵）に叙

せられる。『学問の発達』執筆を開始。『イングランドとスコットランド両王国の幸福な結

婚』出版。『自然の解釈 序』を執筆の模様。 

国王ジェイムズ１世の特許状により、宮内大臣一座、国王一座になる。 

この年３月から翌年の４月にかけて、ロンドンでペスト流行。３万人の死者を出す。そのた

めジェイムズ１世の戴冠が遅れる。［HamletＱ１］ 

１６０４年  

３月、ジェイムズ一世第一回議会にイプスウィッチおよびセント・オールバンズ選出の代議

士として出席する。イングランドとスコットランドの合併間題で活躍。『イングランドとスコ

ットランド両王国合併に関する論考あるいは考察』、『故エセックス伯に関する非難について

のサー・フランシス・ベーコンの弁解』、『イギリス国教会のいっそうの融和と教化に関する

考察』（１６４０年出版）執筆。８月１８日、国王状師に任命され、年６０ポンドの報酬を受

ける。 

１６０５年  

１０月、『学問の発達』Of the Proficience and Advancement of Learning 出版。１１月４日、

火薬陰謀事件発覚。ロンドンで、またペスト流行。１６０９年まで続く。［HamletＱ２］ 

１６０６年  

５月１０日、アリス・バーナムと結婚。 

１６０７年  

６月２５日、法務次官となる。年千ポンドの収入。この年、 

『反省と思索』（１６５３年出版）を執筆したと想像される。 
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６月５日、長女スザンナ、ストラットフォードの医師ジョン・ホールと結婚。 

１６０８年  

７月１６日、星法院書記官になる。『イギリスの真の偉大さについて』を国王に献ずる。 

シェイクスピア、黒僧座に出資。株主のひとりとなる。９月９日、母メアリーの埋葬。 

１６０９年  

１月１日、『アイルランド植民論』（１６５７年出版）を国王に献ずる。『古人の英知につい

て』De sapientia veturum 出版。［Romeo and JulietＱ３］ 

１６１０年  

８月、母アン・ベーコン夫人死去。 

シェイクスピア，ストラットフォードに隠退，二ュープレイスに住む。 

１６１１年  

『欽定英訳聖書』出版される。［HamletＱ３］ 

１６１２年  

『随筆集』The Essaies 第二版出版。５月、ベーコンの従弟ソールズベリ伯が他界し、競争者

がなくなって、ベーコンの政界における活躍が始まる。禁域裁判所の設立に関係し、その判

事となる。財政委員会が組織され、その一員となる。また王女エリザベスの結婚に際し、そ

の奉賛募金の委員となる。 

２月３日、弟ギルバートの葬儀。ベロット＝マウントジョイ訴訟事件の裁判に証人として出

廷。 

１６１３年  

１０月２０日、法務長官となる。フランシス・ボーモントのインナー・テンプルとグレイ

ズ・イン法学院の仮面劇を手伝う。地球座、火事で焼失。 
１６１４年  

イプスウィッチ、セント・オールバンズ、ケンブリッジ大学選出の代議士となる。このころ、

法務次官、法務長官などの地位をベーコンと争ったエドワード・コークとの関係が悪化する。 

１６１６年  

６月９日、枢密院顧問官となる。『イギリス法律の編纂改善に関する国王陛下への進言』を執

筆。 

２月１０日、次女ジュディス、トマス・クイニーと結婚。 

３月２５日、遺書を作成。 

４月２３日、死去。遺体は２日後の４月２５日に埋葬された。 

１６１７年  

３月７日、国璽尚書に任ぜられる。 

１６１８年  

１月７日、大法官となる。７月９日、ウェルラム男爵となる。１０月２９日、サー・ウォル

ター・ローレー処刑さる。 

１６１９年 

［A Midsummer Night’s DreamＱ２］ 
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１６２０年  

１０月１２日、『ノウム・オルガヌム（新機関）』Novum Organum 出版。 

１６２１年  

１月２２日、ヨーク・ハウスで盛大な誕生祝を催した。２７日、セント・オールバンズ子爵

となる。３０日、ジェイムズ王朝第三回議会において、網紀粛正問題（取賄の疑い）で起訴

される。３月１７日、貴族院で調査され、５月１日、国璽をとりあげられる。同３日、貴族

院から汚職の判決を下される。６月、ロンドン塔に幽閉、２日後に釈赦される。１０月、ゴ

ランベリに隠退。 

１６２２年  

『ヘンリー七世治世史』The History of the Reign of King Henry Ⅶ、『自然および実験

史』Historia Naturalis et Experimentalis（『風の歴史』Historia Ventorum を含む）を出

版。『生と死の歴史』Historia Vitae et Mortis、『聖戦に関する論』（１６２９年出版）を執

筆。［Romeo and JulietＱ４］［HamletＱ４？］ 

１６２３年  

『生と死の歴史』、ラテン語版『学問の発達』De Augmentis Scientiarum、『ヘンリー八世治

世史』The History of the Reign of King HenryⅧ（１６２９年出版）を執筆。『森の森』

Sylva Sylvarum（１６２７年出版）をこの年執筆か。 

『シェイクスピア全集』（第一・２折本『ペリクリーズ』と『二人の親戚の貴族』をのぞく）

出版。 

１６２４年  

『スペインとの戦争考察』（１６２９年出版）、『詩篇英訳』、『新旧格言集』、『ニュー・アトラ

ンティス』New Atlantis（１６２７年出版）を執筆したと想像される。 

１６２５年  

３月、ジェイムズ一世崩御。チャールズ一世即位。『随筆集』The Essayes or Counsels、

Civill and Morall 第三版出版。 

１６２６年  

３月末、雪の日ロンドン北郊ハイゲートで風邪をひき、４月９日没。母の葬られているセン

ト・オールバンズの聖マイケル教会に埋葬された。 

 

 

 以上で確認できるように、Shakespeare と Francis Bacon の生きた時間は重なっており、

Shakespeare の生涯の時間は Francis Bacon のそれに完全に含まれてしまいます。 
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§２ ｆｏｌｉｏ と ｑｕａｒｔｏ 
 
 ここで、上記の年表の［ ］内のＱ１やＱ２といったものが何を表すのかを説明しておきまし

ょう。Shakespeare の芝居の台本つまり戯曲が、ほぼ全集の体を成して出版されるのは、上記

の年表にもあるように、１６２３年の first folio が最初であるとされます。folio（二つ折本）

というのは当時の製本の一形態の呼び名で、現在のＡ４版くらいのサイズです。Shakespeare
の全集はこの形で何度か出版され、その最初の版という意味で後になって first という語が付さ

れるようになったわけです。しかし戯曲のうちの大半は、この first folio 以前にも個別に出版さ

れており、それは folio の半分のサイズ、つまり今のＡ５版くらいのサイズの本であり、これも

当時の製本の代表的な形態で quarto（四つ折本）と呼ばれます。戯曲のうちの大半だ、という

のは、たとえば Julius Caesar のように、quarto は一切発見されず、first folio が初出であると

見なされているものもあるということです。反対に、たとえば Romeo and Juliet では、quarto
が少なくとも５回は出版されていることが知られています。これらは順を追って first quarto、
second quarto、などと呼ばれ、それらを略記した記号がＱ１、Ｑ２などというものです。各

quarto には作品としての質の点で相違があり、質の悪い quarto は一般に bad quarto と呼ばれ、

おそらくは役者あるいは舞台監督が記憶に頼って作り上げた剽窃版であろう、とされています。

こういった bad quarto とは反対に、信頼できる quarto は good quarto と呼ばれています。 
 
§３ 作品の執筆、上演、出版、および当時の出版事情 
 
 上記の年表では、劇が上演された時期から何年か後になってやっとＱ１が出現していることが

わかります。このあたりの事情について、そしてさらに当時の出版事情も含めて［１６］には

次のような納得のいく解説がなされています。 
 
（３－１） 

 シェイクスピアは，戯曲が出版されることに執着しなかった。これは驚くべきことであ

る。というのも，シェイクスピアが，自分の作品は出版に値しないと考えていたとは信じ

られないからである。実際，シェイクスピアの戯曲は同時代の人からも高く評価されてい

た。（略）シェイクスピアはどうして戯曲の出版に熱心ではなかったのか？同じ「文字で書

かれた作品」でも，戯曲と詩はちがう。戯曲はその性格からして，絶えず手直しが入る。

再演の時にあらたに台詞をつけ加えたり，検閲にひっかかる恐れがある場合は削除するこ

ともある。また，芝居の途中で道化役者がアドリブを入れることもある（略）。それ以外に

も，上演して期待どおりの効果が表われなかった台詞を書きなおすこともあった。そうい

ったわけで，シェイクスピアは，決定稿を出版社に渡せなかったのだろう。また，出版社

との関係も大きく影響していたにちがいない。当時，ロンドンには出版組合があって，出

版に関する権利を独占していた。その結果，すべての著作物は，出版される前に，カンタ

ベリー大主教とロンドン主教の検閲を受けたうえで，組合の出版名簿に登録されていなけ

ればならなかった。いわば版権のようなものであるが，これによって保護されるのは，著
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者ではなく出版社だった。著者の権利はあってなきも同然だったのである。戯曲が出版さ

れにくい理由としては，それ以外にも劇団側の事情があげられる。劇団は，自分たちが所

有している戯曲（芝居の台本）が世のなかに出まわることを望まなかった。戯曲が出版さ

れれば．誰でもその芝居を上演して利益を得ることができる。したがって，製造方法を秘

密にして自分たちの利益を守ったギルドのように，台本を公開したがらなかったのである。

それは観客を失わないための最上の方法でもあった。台本は，衣裳や大道具や小道具のよ

うに劇団の財産だった。何度も上演して「減価償却」がすむ前に台本を出版社に売りわた

したとしたら，やり方がまずいと非難を浴びたことだろう。だが，それでもシェイクスピ

アの生存中にいくつかの戯曲が出版されている。４折本で出版されたこの戯曲は，誰かが

儲けをたくらんで，劇団の同意を得ずに出版したものだろう，たいていは質が悪かった。

しかし４折本のなかにも，『リチャード２世』，『恋の骨折り損』，『夏の夜の夢』，『ヘンリー

４世』第１部など，「良本」と言われるものが存在する。こちらのほうは，シェィクスピア

の原稿からおこして印刷されたものらしい。おそらく劇団の経営が苦しくなった時か，何

度も上演して元をとったと判断した時に出版社に売ったものだろう。 
 
 こういう次第であったとして、それでは上演された数々の劇の台本はいつごろ作成されたの

でしょうか。［８］の『シェークスピア』の項によれば、戯曲の執筆順序決定は１７７８年以来、

「シェークスピア研究の主な課題の一つになってきた」ということです。そしてさらに同項で

は、「シェークスピアが座付作者であったことからみて、執筆は上演の数ヶ月前と考えられる」

としています。 
 
§４ Ｒｏｍｅｏ ａｎｄ Ｊｕｌｉｅｔ について 
 
 私の暗号解読は、“Romeo and Juliet”、“Julius Caesar”、“Midsummer Night’s Dream”、

“Hamlet”といった４つの戯曲と関係があり、中でも特に“Romeo and Juliet”が重要な位置

を占めることになるので、ここで、この作品について少々詳しく述べておくことにします。ま

ずこの戯曲の源泉について紹介しましょう。Shakespear の戯曲はたいていの場合（いや、全て

と言った方が正しいかも知れません）、それ以前の他人の作品等に何らかの原型が確認できます。

つまり全くのオリジナルではないわけです。“Romeo and Juliet”も例外ではありません。

[35]p.32-37 を、拙訳にて引用します。 

 

（４－１） 

   Romeo and Juliet の物語は民間伝承から起こり、15 および 16 世紀の中編小説の一連の

ヨーロッパの作家により発展させられ、1562 年の Arthur Brooke による最初の英訳の後、

イングランドにかなり広まりました。1562 年から 1583 年までのイングランドの作家によ

って Romeo は 12 回言及されています。当時のイングランドにおけるイタリア中編小説の

流行は、Gosson が「ロンドンの劇場への供給用に漁られたネタ話の集成に過ぎない」と 
Painter の Palace of Pleasure を酷評した記録が証明しています。 1567 年に出版された
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Painter のその本の第２巻に、Romeo and Juliet に該当する話が含まれているのです。

Brooke は 1562 年の翻訳の序文において、「私はこれと同じ題材が、最近上演され、私が受

けうるよりも多い賞賛を得たことを知っている。」と記しています。ですが実際に以前の

Romeo and Juliet の劇があったとしても、その痕跡は残存せず、Brooke もその劇が英語だ

ったのか、それともフランス語、またはラテン語だったのかという指摘を全然与えてはい

ないのです。彼の詩は好評を博し続けました。1582 に Tottell が増刷の認可を得、1587 年

に Robert Robinson が「真の貞節の希なる例、老修道士の如才ない勧告と策略、その不運

な結末」という表題を付けて再発行しました｡Gascoigne が自作 masque にこの物語を用い

たことの背景には、そういった流行があったのてす。この物語は 1580 年代にしっかり確立

されたのです。Shakespeare は、この物語を劇化しようと決める以前、1591 年よりももっ

と何年も前から、その物語を一つには限らないパターンで、知っていた可能性があるので

す。 
   この物語は有名な恋愛悲話『Pyramus と Thisbe』にもたとえられますが、Shakespeare

は大胆不敵にもキャリアの浅い次期からそういった有名な話を題材に選んでおり、そのこ

とは、それより少し前の作品 The Comedy of Errors の下敷きとして 16 世紀当時最も有名

だった古典劇 Menaechmi を用いていることからもうかがえます。 
   別の面から見ると、Shakespeare のロミオ物語への興味は、Romeo and Juliet,、The 

Merchant of Venice、Much Ado about it、All's Well that ends well、Measure for 
Measure といった５つの作品で扱われている、ある共通の題材についての彼の根深いこだ

わりと関係があるように思えます。それら５つの作品はどれも「結婚の破綻と、その社会

的理性的和解」に関する中編小説に基づいているのです。おそらく Shakespeare はどんな

戯曲を著すよりも前から、この種の中編小説を皆知っていたのでしょう。確かにその題材

は、劇作家としての全活動を通して彼を魅惑し続けました。Shakespeare の戯曲の題材は

当時のイングランドに広まっていた多くの中編小説の中からの選択であり、その点が彼の

特徴でもあります。彼こそが、民間伝承に深く根ざした話に詳細な設定と性格描写によっ

てモダンなフィーリングを与えた Boccaccio とその後継者たちの姿勢を受け継ぐことの価値

を理解した最初の劇作家だ、というわけではありませんが。 
   J. J. Munro は Romeo and Juliet に似た、それ以前の物語について考察しています。数

ある別離もしくは服薬を題材とした romance のなかで、Ephesus の Xenophon（紀元３世

紀）による物語 Ephesiaca の題材は別離と服薬のどちらも兼ね備えているというのです。

Anthia という女性が夫と離ればなれになってしまい、Perilaus の近くで強盗に助けられま

す。彼女はその男との結婚から逃れるために医師から水薬を手に入れますが、致命的な毒

薬であると彼女が信じたその薬は、実はただの眠り薬なのです。彼女は墓場で目覚めます

が、今度は墓泥棒に運び出され、さらなる冒険が展開されるという話です。 
   15 世紀に、物語は Masuccio Salernitano の Cinquante Novelle（ナポリにて 1476 年に

出版）の第 33 話に、より詳細なかたちで再出現します。Siena で、Mariotto は買収された

修道士の助けによって Giannozza とひそかに結婚します。ある口論のうちに Mariotto は身

分の高い市民を殺してしまい、追放されます。彼の兄弟に、Siena の出来事について情報を
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逐一知らせるように頼んだ後で、彼は Alexandria に追放されるのです。一方 Giannozza
は怒っている父親から、父自身が申し分ないと思う求婚者と結婚するよう圧力をかけられ

ます。彼女は修道士を買収して眠り薬をつくらせ、夫に伝令を送った後でそれを飲みます。

彼女は葬られた後、墓から修道士により救出されて Alexandria に出航します。しかし彼女

の伝令が略奪者に捕らえられてしまい、Maiotto は、真実と思われている彼女の死亡の件を

耳にすると、すぐに巡礼に変装して Siena に戻ります。彼は彼女の墓を開けようとします

が、捕らえられて打ち首にされます。Giannozza は Siena に戻り、女子修道院で悲嘆のう

ちに死ぬのです。 
   Masuccio は物語の事件が彼自身の生きた時代に起こったものであることを強調していま

す。『1530 年の伝説』のバージョンを出版した Luigi da Porto は、場面を Verona に設定し、

主人公の恋人たちが Bartolommeo della Scala の時代に生きていたと言います。Da Porto
はこの伝説が史実であるという確信の起源であるようです。それは 1594 年に『Verona の

歴史』を出版した Corte によって繰り返されます。確かに 13 世紀に政治的な派閥に属して

いた Montecchi と Capelletti という名の二つの現実のファミリーがあったのてすが、

Verona にあったのは Montecchi 家だけであり Capelletti 家は Cremona にありました。こ

の二家の間の唯一の関連は、市民の紛争の例としてそれら二家に言及する Dante の神曲煉

獄篇 VI 第 106 行にあったのです。こうしてこの伝説が、史実とみなされることがなくな

って久しいのですが、その想像的な魅力は現代の Verona への訪問者を、なおも Giulietta
のものと思われている墓とバルコニーに惹き付けているのです。 

   da Porto においては、恋人たちの名は Romeo と Giulietta であり、二家 Montecchi と
Capelletti が敵対します。修道士 Lorenzo を登場させる他にも da Porto は、Marcuccio、
Thebaldo、および Conte di Lodrone（Shqkespeare 戯曲中の Paris に該当）を案出してい

ます。 
Romeo は彼の恋心を拒否する女性に会うために、ニンフに変装して敵の家で催される 

カーニバル舞踏会に行きます。Giulietta は彼に一目惚れし、ダンスのパートナー替えが契

機で彼女の隣に彼がやって来ます。彼女の反対隣は Marcuccio で、とても冷たい手をして

いることになっています。Giulietta は Romeo の手を取り、たとえ Marcuccio が一方の手

を凍らせても、彼がもう一方の手を暖めると言います。事は順調に運び、恋人達は

Giulietta の部屋のバルコニーでしばしば会うようになりますが、雪が降っているある夜、

Romeo は彼女に部屋に入れるように頼みます。Giulietta は慎み深く笑ってそれを断り、自

分と結婚するなら彼女自身は彼のものであり、どこにでもついて行くと宣言します。

Romeo の友人である修道士 Lorenzo は２人を結婚させ、反目しているファミリーに平和を

もたらすことを望みます。その後とある口論の際、Capelletti のいかなる人間も傷つけない

つもりでいた Romeo が、彼自身の側が危険にさらされ、Thebaldo を殺害してしまいます。

彼は修道士に Giulietta の家の出来事を連絡し続けるようにとのメッセージを残して

Mantua に逃げます。彼女が 18 歳であることから彼女の両親は、彼女の悲嘆を結婚を望む

徴候と解釈し、Lodrone との結婚を取り決めます。Giulietta はそれを断り父を怒らせてし

まいます。彼女は修道士に毒を要求しますが代わりに彼は、48 時間の間持続することにな
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っている睡眠薬を渡します。彼女は表向きは父に従順を誓うのですが、その薬を飲みます。

そして翌朝死んだように見える状態で発見され、一家の地下室に埋蔵されます。修道士

Lorenzo からのメッセージは Romeo には伝わらず、Giulietta が死んでいると信じる使用人

が、彼に致命的なニュースを伝えます。Romeo は農民の扮装で毒を持って戻ってきて、墓

に行き、横たわる Giulietta の姿を嘆き、服毒し、彼女を抱擁します。彼が死ぬ前に、彼女

は目覚め、話しかけます。修道士は到着し、彼女を説得して女子修道院に入れようとしま

す。彼女は息を殺していたかとおもうと、ついに大きい叫び声とともに、Romeo の体の上

に崩れ落ち、命を絶ちます。二家は和解し、恋人たちは盛大な式典で葬られます。 
   作品中 Da Porto が案出した細部や付帯条件は物語を一層興味をそそるものにしています。

Masuccio のそれと異なる彼の物語の終焉は、Ovidius の Metamorphoses IV の Pyramus
と Thisbe の物語の影響かもしれません。Shakespeare の戯曲の基礎は da Porto の物語に

はっきりと現れているのです。；この物語の伝搬ラインは da Porto から Bandello、そして

Brooke へと繋がります、ただし da Porto の物語の改作が Adrian Sevin によってフランス

語で Halquadrich と Burglipha （1542 年）として、また、イタリア語では Clizia により

1553 年に出版されてもいるのです。Luigi Groto は、da Porto に基づく Hadriana という

戯曲を 1578 年に著しています。そこには恋人たちの離別の時に夜鶯がさえずるという箇所

が見受けられますが、Shakespeare がその作品を知っていたというのは、まず考えられな

いことです。 
   Bandello のバージョンは、彼の Novelle の中の一話として出版されました。Novelle 第

二巻の出版は 1554 年です。Bandello にあっては、Romeo の初恋の憂うつが強調され、二

家の間の確執はより活発になっています。Romeo は、ニンフの扮装ではなく仮面を付けた

姿で何人かの若い紳士と舞踏会に臨みます。彼は仮面をはずし、正体を知られてしまいま

すが、とても若くハンサムなので侮辱する者は誰もいません。Mercutio は、「ご婦人方の中

にあっては子羊の中の獅子の如く大胆だ」という設定です。ただ氷の様な手をしていると

いう点は、da Porto の話と変わっていません。Bandello では、Shakespeare 作品の Nurse
と Benvolio に該当する人物が導入され、Conte Lodrone も Paris という名に変わります。

Romeo は舞踏会場を去るときに友人から Julietta の素性を知らされるだけで、Julietta は、

彼が誰なのかを Nurse から知らされます。Julietta の部屋の窓の下で彼が待っていると、

彼女は自分たちの置かれている立場がいかに危険かを語り、結局二人は最初の夜の密会で

結婚しようと決心します。Nurse は二人を手助けするよう説得され、Romeo の使用人

Pietro が彼女に、結婚前に Romeo が Julietta を訪問するための縄梯子を渡します。これは

Capulet 邸の庭で行われます。Romeo は Tibald と口論し、和解しようとしますが、結局彼

を殺害してしまい、修道士の個室に避難します。彼は、小姓に変装して一緒に Mantua 行
くという Julietta の要求を断ります。かくして彼女は、服薬の策を提案することになる修

道士に懇願します。薬を飲むに及んで Julietta を恐怖が襲います。修道士 Lorenzo の伝令

の修道士 Anselmo は疫病隔離により、Romeo の許へ行くことができません。Romeo は

Pietro から致命的なニュースを聞くと剣で自殺しようとします。彼はドイツ人に変装して

Verona に戻ります。墓で Julietta が目覚めた時彼女は最初 Romeo の変装した姿に警戒し、
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修道士が彼女を裏切ったと思い恐れますが、その変装の主が Romeo だと気づき、恋人たち

は不幸を互いに嘆き悲しみます。Romeo は、Tibaldo を殺したことを悔やみ、自分が死ん

だ後も生き長らえるよう Julietta に懇願します。物語の残りの部分は da Porto と同じです。 
   Bandello の簡素な物語は 1559 年に Boaistuau によりフランス語に翻訳されました。こ

のバージョンでは説教と感傷的記述が数多く追加され、文体は修辞に満ちています。薬剤

師への訪問が述べられ、墓では Juliet が目覚める前に Romeo が死にます。Pietro と修道士

はそこに到着はしますが、物音を耳にすると急いでそこを立ち去ってしまい、とたんに

Juliet は Romeo の短剣で自害します。二人の男は警備員に逮捕され、恋人たちの遺体は

Prince が詰問するとき、公の壇上に引き出されます。修道士と Pietro は許され、Nurse 
は追放され、薬剤師は絞首刑にされ、二家は和解し、恋人たちは厳かに葬られます。 
 Brooke の作品は 3020 行にわたるもので、Boaistuau の作品の忠実な翻訳となっていま

す。Brooke も自分なりに物語に付け加えをしていますが、そこには彼の母国語で著された

最も偉大な romance 作品である Chaucer の Troilus and Criseyde の影響が見受けられま

す。Brooke の主たる貢献は物語を通してなされている『目隠しをされた運命の女神』『強

烈な運の力』の強調であり、そこには明らかに Chaucer を思い起こさせる洞察が存在しま

す。これが無かったら言葉の借用ないし模倣はたいした意義を持たないものになっていた

ことでしょう。Brooke の序文は、貞節を欠く欲望、承認と親からのアドバイスの無視、秘

密の婚約の恥辱、信心深い読者ならばそこから感じ取るであろうモラル、について語って

います。しかし、彼の詩自体には若さに対する幾分暖かな理解が見受けられ、作品の多く

の部分で Chaucer の精神を半ば意識させるようになっています。普通に考えれば、Troilus 
and Criseyde が悲劇的恋愛のパターンとして Romeo and Juliet に繋がるものであることに

疑いの余地はありません。そして Romeo and Juliet を書こうとする Shakespeare に、

Chaucer の詩を思い出すように直接の刺激を与えることのできた人物は Brooke 以外には考

えられないのです。 
 
 Arthur Brooke について、さらに詳しく紹介しましょう。（４－１）に登場する彼の最初の英

訳というのは、”Tragicall historye of Romeus and Iuliet”です。1582 年に増刷の許可を得た

Richard Tottell (1530-1594?) （Tottel とも綴られます）は同書初版本 (1562 年版) の出版業者

でもあります (Richard Tottell の生没年については、[61] Tottel , Richard の項  に拠っていま

す)。[44] p.284 に拠れば 1562 年版の表題は、THE TRAGICALL HISTORYE OF / ROMEUS 
AND JULIET / written in Italian by Bandello, and nowe in / Englishe by Ar. Br. です。著者

名が省略形で Ar. Br. とされていること、そして Boaistuau の名が見られず、一見すると

Brooke が Bandello の作品を直接英訳したようにとれることは、後の議論において重要な意味を

持っています。ところで [62]Ch.ⅩⅧ, §5 に拠れば、この Richard Tottel は当時の法律関係

の出版の独占権を有していたそうです。また [60] AppendixⅢ によれば、Brooke はこの出版の

翌年、1563 年３月 19 日に死亡しています。ルアーブル行きの海外派兵の Greyhound という名

の船に乗り込み、Rye(英国の地名)の付近で海難事故に遭ったそうです。[60]xxii－xxv に拠れ

ば、1570 年に出版された George Turverville の “Epitaphs,Epigrams,Songs,and Sonnets,etc.” 
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の中には、Romeus の翻訳を讃えつつ彼の死を悼む、という内容の詩が収められており、その詩

から Brooke がたいへん若くして亡くなったことがわかるといいます。また、[44] p.274 では、

Brooke が亡くなった年 (つまり Romeus 初版の翌年です) に出版された Bernard Garter の 
“Two English Lovers” という作品が Brooke の Romeus の模倣であるとしています。以上から

Arthur Brooke という人物が実在したこと、及び Romeus が Brooke によって著され、何らかの形

で世に出たことは、まず間違いなさそうです。 

 次に Shakespeare の Romeo and Juliet と Ovidius の『Pyramus と Thisbe』の概要を紹介し

ます。 
 
（４－２） 

①Shakespeare の Romeo and Juliet ストーリー概要 
   イタリアの Verona に以前から敵対し、過去に三度の騒動を引き起こしている二つの名家

があった。その一方の Montague 家の息子 Romeo が、他方の Capulet 家の宴会に、かねて

からつれなくされている女性に会おうと出向 
き、目当ての女性ではなく、そこの一人娘 Juliet と相思相愛になり、知り合いの修道士

Laurence の仲立ちで秘密裏に結婚する。その後 Romeo は友人 Benvolio と Juliet の従兄弟

Tybalt との喧嘩を仲裁しようとする。Romeo にとって Tybolt はもはや身内。出来る限り

平和に解決しようとするが、仲裁の隙をついた Tybalt に Benvolio を刺し殺されたことで、

Romeo は復讐。彼は Tybalt を殺してしまい、Verona を追放され Mantua に行く。落ち込

む Juliet に Paris 伯爵との結婚話が出される。Juliet は修道士 Laurence の提案に従い４２

時間仮死状態になる薬を飲み、Romeo との駆け落ちを目論むが、伝令の行き違いから、

Romeo に本当に死んでしまったと勘違いされる。Romeo は彼女の亡骸のもとで自殺しよう

と、毒薬を持って Verona に戻るが、墓地で Juliet の亡骸を訪ねてきた Paris 伯爵と出会い、

相手が誰かも解らないまま剣の争いの挙げ句に殺してしまう。そして彼は Juliet の後追い

のつもりの服毒自殺をする。Romeo が死んでから目覚めた Juliet も絶望して彼の短剣でそ

の後を追う。この事件が契機となり名家同士が反省し和解が成立する。 
 

②Ovidius の『Pyramus と Thisbe』ストーリー概要 
   バビロンの都に以前から敵対している隣り合う二つの家があった。一方の家の息子

Pyramus と他方の家の娘 Thisbe が恋に落ちるが、家の境の壁の裂け目から会話する自由

しか与えられない。２人は秘密のデートをすることになり、夜に町外れの王墓で落ち合う

こととなる。Thisbe が先に到着するが、獲物の血にまみれた獅子が現れたため、身を隠す。

あとからやって来た Pyramus は、Thisbe が獅子に食い殺されたと勘違いし、短剣で後追

いのつもりの自殺をしてしまう。その後、戻ってきた Thisbe も Pyramus の死に絶望して

彼の短剣でその後を追う。その後二つの家は和解したという。 
 
 （４－４）は［60］［45］［46］［44］［47］［35］［31］を参考にして、『Romeo 物語』の由来

の主な部分を私が図式化たものです。代々のカップル名等も記してあります。ただし、（４－
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４）で注意しておかなければならないことが三つほどあります。一つ目は Clizia の著作につい

てです。これは 1553 年に Venezia で出版された彼女の詩集 ottava rima に掲載されているので

すが、この作品について［31］からの引用で紹介します。 

 

（４－３） 

 ダ・ポルトウにつづくロウミオウに関するイタリアの物語は、一五五三年ヴェニスでジ

ョリートウ（Giolito）によって出版され、アルデオ（Ardeo）あてにクリティア（Clitia or 
Clizia）が書いた詩、『ふたりの誠実この上ない恋人、ジューリアとロウミオウの不幸な恋

愛』（L’Infelice Amore dei due Fedelissimi Amanti Giulia e Romeo）である。女性詩人と

その相手のアルデオの詳細は不明だが、推測ではこの詩がボルデリ（Gherardo Bolderi）
の手で書かれたものとされている。クリティアは冒頭で、古くから争っていたキャプレッ

トとモンタギュー両家の者が敵意を多少とも忘れ、ロウミオウの物語がはじまってから百

五十年の歳月が経過した、と述ぺている。ダ・ポルトウとバンデロウがこの悲劇物語の時

代としている年代（一三○一～四年）を受け入れるとしたら、クリティアの執筆の時期は

一四五三年ごろになり、そうなるとクリティアがロウミオウ物語を書いた最初の人物にな

るわけだが、文体を考えると、そうした早い時期を与えるわけにはいかず、テキストの状

態から見ても、ダ・ポルトウより後のものと思われるし、出版前にこの作品が原稿の状態

で百年ものあいだ眠っていたことも考えられないので、出版の直前にクリティアが執筆し

たものと思われる。クリティアの話はダ・ポルトウの話にしたがいながらも、いくつかの

点で相違を示している。･･･… 

 

 これはつまり Clizia の作品が、自分こそが元祖だと言い張ってはいるものの、ほとんど嘘が

ばれてしまっているのだ、というようなことではないでしょうか。 
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（４－４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①著者名 Masuccio Salernitano 

出版年 1476 年 

 恋人達  名前   家名 
   男 Mariotto Mignanelli 
   女 Giannozza Saracini 

両家の所在地 Siena 追放先 Alexandria 

②著者名 Luigi da Porto 

出版年 1530 年 

 恋人達  名前   家名 
   男 Romeo Montecchi 
   女 Giulietta Cappelletti 

両家の所在地 Verona 追放先 Mantua 
③著者名 Matteo Bandello 

出版年 1554 年 

 恋人達  名前   家名 
   男 Romeo Montecchi 
   女 Giulietta Cappelletti 

両家の所在地 Verona 追放先 Mantua 

④著者名 Pierre Boaistuau 

出版年 1559 年 

 恋人達  名前   家名 
   男 Rhomeo Montesches 
   女 Juliette Capellets 

両家の所在地 Veronne 追放先 Mantoue 

⑥著者名 William Painter 

出版年 1567 年 

 恋人達  名前   家名 
   男 Rhomeo Montesches 
   女 Julietta Capellets 

両家の所在地 Verona 追放先 Mantua 

⑤著者名 Arthur Brooke 

出版年 1562 年 

 恋人達  名前   家名 
   男 Romeus Montagewes? 
   女 Juliet Capelets 

両家の所在地 Verona 追放先 Mantua 

⑦著者名 William Shakespeare 

出版年 1594 年頃 

 恋人達  名前   家名 
   男 Romeo Mountagues 
   女 Juliet Capulets 

両家の所在地 Verona 追放先 Mantua 

Ovidius (B.C.43－A.D.18) 
の著作 Metamorphoses の中の 
Pyramus と Thisbe の物語 

Clizia による詩 
1553 年 Venezia で出版 

Luigi Groto の戯曲 
1578 年 Venezia で出版 

Adrian Sevin による仏語での改作 
1542 年 Venezia で出版 

※[34]によれば、1562－1583 年の間だ 
けでも、イングランドの作家たちによ

り、Romeo について少なくとも 12 回の

言及がある。 
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（※［35］において Bandello のヒロインが Julietta とされている（(４－１)参照）のは、(４－

４)⑥に拠ったものと思われます。） 

 

 注意の二つ目は、Arthur Brooke の Romeus の家名です。この作品には、Romeus の家名も

しくは苗字が全部で１３回登場するのですが、その綴りは全部で７通りもあるのです。従って、

特定することが困難であり、一応、最も頻度の大きいものを『？』印付きで挙げておきました。 

 三つ目はアルファベットの使用についてです。first folio ([39])の Romeo and Juliet の冒頭の

タイトルは THE TRAGEDIE OF/ROMEO and IVLIET です。ジュリエットは Ivliet であり、

ジュリエットという名からはほど遠い感じです。じつはこのことはアルファベットの歴史と深

い関係があるのです。［４］のｊの項に拠れば、 

 

 「･･････中世の写本でｉを際立たせるため，または隣接するｉ，ｕ，ｍ，ｎ などの縦

線（minim）と混同されないように用いられた．古くは母音／ｉ／にも子音／ｊ／／ｄ

／にも用いられたが，英語では１７Ｃ初ごろｊが子音字，ｉが母音字という区別が一般化

した．」 

 

とされます。また同書のｖの項に拠れば、 

 

   「･･････ＭＥで Ancrene Riwle などのフランス語の影響の強い作品に見られ初め，また

南部地方ではｆで始まる語は有声音化を示してｖ－になるが，Ｕ，ｕと同一文字として用

いられた．近代初期の印刷本では，語頭ではｖ－（ｖｐ＝ｕｐ），語中では－ｕ－（ｅｕｅ

ｒ＝ｅｖｅｒ）と区別されている。Ｕ，ｕが母音字，Ｖ，ｖが子音字という区別がほぼ確

立するのは１７Ｃである。しかし辞書によっては１９Ｃに至るまでｕ－，ｖ－は同一文字

の見出し語として扱われている。･･････」 

 

となっています（ここでいうＭＥとは、1100－1500 年頃の中世英語のことです）。つまり Ivliet
＝Juliet なのです。機能の区別が明確化しない一方で、ｉとｊがそれぞれ異なる文字であること

は、かなり早い時期から承認されていたらしく、たとえば[４]のＰ，Ｒの項に拠れば、ＯＥ

（old English 700－1100 頃）の時代から、Ｐは英語のアルファベットの第１６字であり、Ｒは

英語のアルファベットの第１８字である、と見なされていたようです。 
 Romeo and Juliet の４つの quart（[40][41][42][43]）と first folio ([39])では、本文中

のジュリエットは僅かな例外を除き、Ｉｕｌｉｅｔ と綴られています。first folio が初版と

される戯曲ジュリアスシーザーにおいても、[39]の本文中のタイトルロールの綴りは Ｉｕｌ

ｉｕｓ です。 

 Romeo の苗字については、（４－４）の Shakespeare の版の綴りを奇妙に思う人がいるかも

しれません。現代の我々にとって、Montague としてお馴染みの綴りが、何と Mountague とな

っているではありませんか。実は first folio においても、そしてそれまでの４つの quarto Ｑ１

～Ｑ４においても、Mountague なのです。一体いつ頃からｕが抜けて Montague となったのか
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については、私の収集可能な資料が限られていたため、よくわかりませんでした。ですのでこ

の二人の綴りの差異については次の事項を述べるのみで我慢しなければなりません。[53]と

[54]についてです。[53]は 1753 年出版と記された書物で、Shakespeare 劇の俳優として有名な

David Garrick が Shakespeare の Romeo and Juliet に変更と付加を施したとされる台本です。

[54]は 1814 年出版と記された書物で、J.P.Kemple が[53]を改訂したものであり、Kemple の当

時の王立劇場の台本である旨が記されています。この二つの書物における二人の恋人達の綴り

は、[53]では、Mountague と Juliet であり、[54]では、Montague と Juliet なのです。つまり

少なくともこの改訂において、Mountague のｕは消滅しているのです。この改訂については後の

§１７において考察することになります。 
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第２章 
 
 これ以降  
(英)＝英語 (仏)＝フランス語 (伊)＝イタリア語 (羅)＝ラテン語 (古英)＝古英語  
(古仏)＝古フランス語 (独)＝ドイツ語， 等とします。 
 また、たとえば、mountain(英)山 という記述は、「mountain という語が英語で山という意

味をもつ」ということを表すこととします。 
 
§５ 解読 Ｖｅｒｏｎａ，Ｍｏｕｎｔａｇｕｅ，Ｉｕｌｉｅｔ，Ｃａｐｕｌｅｔ 
 
 イタリア語の辞書で Mountague の語を引こうとすると、よく似た綴り montagna(伊)山 に

出会います。この２語の綴りの比較が語尾 ｎａ への関心を生じさせ、 
 
（５－１） 
  Ｖｅｒｏｎａ(伊)ヴェロナ ＝ ｖｅｒｏ(伊)･真実･事実 ＋ ｎａ 
 
に気付かせます。さらに 
 
（５－２） 
  Ｍｏｕｎｔａｇｕｅ → ｍｏｕｎｔ(英)山 ＋ ａｇｕｅ(英)マラリア熱 
 
という分解を誘発します。 
 
これらを、Romeo の苗字 Mountague の語の背後に何か隠れていることの示唆と解し、Iuliet の
苗字 Capulet に着目します。いま次のような変形を試みます。 
 
（５－３）  

Ｉｕｌｉｅｔ  → Ｉ ｕ ｌｉｅ ｔ → （Ｉｔ内の）ｌｉｅ ｕ  
(英)（Ｉｔ内の）虚偽のｕ 

Ｃａｐｕｌｅｔ → Ｃａｐ ｕ ｌｅｔ → ｌｅｔ ｕ ｃａｐ 
(英)ｕに帽子をかぶせさせよ 

 
これを ｍｏｕｎｔ ａｇｕｅ への指示と解して、次のような操作を試みましょう。 
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（５－４）              Ｍｏｕｎｔａｇｕｅ 
                ┌──────┴─────┐ 
             ｍｏｕｎｔ         ａｇｕｅ 

（Ｉｔ内の）ｌｉｅ ｕ───┤             ├───ｌｅｔ ｕ ｃａｐ 
                 ↓             ↓ 
               ｍｏｎｔ         ａｇｎｅ 
                └──────┬─────┘ 
                                              ↓ 
                                       ｍｏｎｔａｇｎｅ 
 
 実は、montagne(仏)山 です。もう一方の Capulet についても同じくフランス語で意味を捜

すと、 
 
（５－５） 

capulet(仏)ピレネー地方の婦人用頭巾 
 
です。この capulet(仏) の意味に含まれる３つの要素すべてについて 
 
（５－６）  

「ピレネー」は montagne(仏)山，  「婦人」は Iuliet，  「頭巾」は cap 
 
という対応が得られます。この整合性は、ここまでの我々の解釈が作者の意図通りであること、

すなわち、これが暗号であり、かつここまでの暗号解読が正しいこと、を示しています。 
 ｕ→ｎ という１８０度の回転による変形で、正しい解読に至ったことに注目しましょう。

ｎ が正解であったことは 
 
（５－１） 

Ｖｅｒｏｎａ(伊)ヴェロナ ＝ ｖｅｒｏ(伊)･真実･事実 ＋ ｎａ 
 
に符合しています。従って他にも、『何かに１８０度の回転を施して ａ  を得る』という変

形で解読される箇所があるはずです。 今までの解読における使用言語の推移に注目しましょう 
 
（５－７） 

Ｍｏｕｎｔａｇｕｅ      Ｉｕｌｉｅｔ  Ｃａｐｕｌｅｔ 
ｍｏｕｎｔ ａｇｕｅ(英)     Ｉ ｕ ｌｉｅ ｔ，ｌｅｔ ｕ ｃａｐ(英) 
ｍｏｎｔａｇｎｅ(仏)       ｃａｐｕｌｅｔ(仏) 

 
 (英)から(仏)への移行をさらに進めて、(仏)から(羅)への移行を試みます。この使用言語の推移
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は唐突ですが、後の§７において符合が得られます。 
 montagne(仏)山  と capulet(仏) ピレネー地方の婦人用頭巾  の共通要素であるピレネーに

ついては、Pyrene(羅)ピレネー山脈 です。montagne(仏)山 は montana(羅)山 に換え、

capulet(仏)ピレネー地方の婦人用頭巾 については Pyrene(羅)ピレネー山脈 に換えると 
 
（５－８） 

ｍｏｎｔａｇｎｅ(仏)山   ｃａｐｕｌｅｔ(仏)ピレネー地方の婦人用頭巾 
      ↓                ↓ 

ｍｏｎｔａｎａ(羅)山     Ｐｙｒｅｎｅ(羅)ピレネー山脈 
 
ｐｙｒ－は、ｐｙｒｏ－の異形であり、ｐｙｒ－(羅)･火･熱･火成の です。つまり、 
ｍｏｎｔａｎａ(羅)山 Ｐｙｒｅｎｅ(羅)ピレネー山脈 は、（５－２）と符合し、正しい推理が

なされていることが確認できます。さらに、Ｐｙｒｅｎｅ→Ｐｙｒ＋ｅｎｅ という捉え方を

すべきことも、この符合によって浮上してきます。 
montana と Pyrene の語尾の類似に注目しましょう。２つの単語を上下に並べて記してみる

のです。ただし ｍ の下に Ｐ が、ａｎａ の下に ｅｎｅ が並ぶようにします。 
 
（５－９） 

ｍｏｎｔａｎａ 
Ｐｙｒ ｅｎｅ 

 
 さらに montana の語尾 ｎａ に注目します。Verona の ｎａ に一致しています。

Verona の符合を確認して以来、今までの解読に関わった綴りの範囲では、この montana にお

いてはじめて ｎａ が現れたのでした。 
 montana の語尾の ｎａ を強調させるために分離します。ただし、その下の ｎｅ も上下

の位置関係を保ちながら同時に移動しましょう。 
 
（５－10） 

ｍｏｎｔａ ｎａ 
Ｐｙｒ ｅ ｎｅ 

 
この移動により Pyrene は３つの部分に分割されました。いま、ｎａ の真下の ｎｅ につい

て意味を探ると、ne＝(羅)･本当に･実際に であり、vero に該当することがわかります。つま

り 
 
（５－11） 

(Ⅰ)  ｍｏｎｔａ ｎａ    (Ⅱ) ｍｏｎｔａ ｎａ 
Ｐｙｒ ｅ ｎｅ →       Ｐｙｒ ｅ vero 
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 （５－11）(Ⅱ) の右端の列において、Verona の綴りを得るためには、下の行から上の行へと 
辿って  vero→ｎａ  とします。この列の左隣の列についても同じ順序で眺めると、ｅ→ａ を

得ます。このことから ｕ→ｎ 以外の回転が ｅ→ａ であると推理されます。つまり

Verona の綴りを得る方向が、vero による変換である１８０度回転が施される方向であると推理

するのです。しかし、この推理には難点があります。ｅ は１８０度回転しても  となり、

ａ にはならないのです。つまり  と ａ とが同一の文字として承認されねばならない

という事態に直面するのです。実は  は単独ではアルファベットとして承認されないので

すが、ラテン語や Shakespeare の時代の英語における合字  の左半分としてならば文字 

ａ としての市民権を得るのです。Ｐｙｒ ｅ ｎｅ すなわち Ｐｙｒ ｅ vero は、 
ｅ→ａ により Ｐｙｒａ となるのですが、さらにそれが  Ｐｙｒ  をもたらすのです。

つまり次の通り 
 
（５－12） 

Ｐｙｒ ｅ ｎｅ → Ｐｙｒ ｅ vero → Ｐｙｒ ａ → Ｐｙｒ   
                     （Ｐｙｒ ） 

 
Ｐｙｒ ａ に変わった時点で一応は ｅ→ａ という操作は終了するのですから、pyra 自体

の意味を押さえておく必要があるでしょう。［７］によれば、pyra(羅)･(火葬用の)薪の堆積･墓石 

です。この pyra がもたらす ｐｙｒ についてはどうか。［３］によれば、英単語において

も ｐｙｒ－ で始まる場合、ｐｙｒ－(英)･火･熱･火成の という意味があり、さらにまた、

古英語の  には ash という呼び名があります。 
 
（５－13） 

ｐｙｒａ            →   ｐｙｒ              
(羅)･(火葬用の)薪の堆積･墓石       (英)･火･熱･火成の   (英)ash 

  
 今、＝ash＝(英)灰 と捉え、これらの意味を比較すると、あることに気付きます。pyra 
＝(羅)･(火葬用の)薪の堆積 が燃焼前、つまり変化前の状態を意味するのにたいし、ｐｙｒ 
＝･火･熱･火成の＋灰 が燃焼および燃焼後、つまり変化と変化後を意味しているのです。 
 
（５－14） 

ｐｙｒａ            →   ｐｙｒ             
(羅)･(火葬用の)薪の堆積       (英)･火･熱･火成の   (英)ａｓｈ＝灰 

       燃焼前            燃焼              燃焼後 
            変化前                        変化              変化後 
 
このことは、pyra という語が、何らかの自然な変化によって、ｐｙｒ すなわち ｐｙｒａｅ 
をもたらすということを示唆しています。 
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（５－15） 
ｐｙｒａ は何らかの自然な変化によって ｐｙｒａｅ になった 

 
のです。その変化とは、ラテン語の名詞の格変化です。pyrae は pyra の属格にあたります。結

局次のような変換が行われたことになります。 
 
（５－16） 

ｍｏｎｔａｎａ Ｐｙｒｅｎｅ → ｍｏｎｔａｎａ ｐｙｒａｅ  
  
 montana pyrae は pyra の山。つまり、(火葬用の)薪の堆積の山 もしくは 墓石の山 です。

薪の堆積という解釈は、pyra の格変化にたいする見事な説明になっていました。今度は、pyra
＝墓石 として考えてみましょう。 
 
（５－17） 

ｍｏｎｔａｎａ ｐｙｒａｅ＝(羅)墓石の山 
 
これは一体何か？ この時点で、ｐｙｒ から pyrae に到達するまでに得てきた色々な解釈

を総括してみましょう。pyrae は、その原型の pyra によって、①(火葬用の)薪の堆積 ②墓石 

という意味を含み、また pyrae の前身である ｐｙｒ については、その一部分 ｐｙｒ 

と  とが、③･火･熱･火成の ④灰 という解釈をもたらしました。これら４つ「(火葬用

の)薪の堆積 火 灰 墓石」は、紛れもなく火葬を意味しています。だがこの火葬には肝心な

ものが欠けています。遺体です。遺体はどこにあるのか。再び montana pyrae を考えましょ

う。pyrae という属格である以上、もう pyrae と montana は一体のものとして捉えるべきです。

montana pyrae を一体のものと捉えると、pyrae に欠けている遺体は montana に含まれている、

ということになります。 
 結局 montana pyrae は、墓石の山であり、遺体を含む山であるわけです。そのような山はピ

ラミッドに違いありません。つまり 
 
（５－18） 

ｍｏｎｔａｎａ ｐｙｒａｅ → ｐｙｒａｍｉｓ(羅)ピラミッド 
 
 ここまでの変換をすべて繋げると次の通り： 
 
 
 
 
 
 



   makio harada    - ３１ -    薔薇の封印『数学のいずみ』版 改定第３版    
最終印刷日時：3/31/2003 10:41 PM 

（５－19） 
Ｍｏｕｎｔａｇｕｅ       Ｉｕｌｉｅｔ Ｃａｐｕｌｅｔ 
Ｍｏｕｎｔ ａｇｕｅ(英)   （Ｉｔ内の ｌｉｅ ｕ） Ｃａｐ ｕ ｌｅｔ(英) 
Ｍｏｎｔａｇｎｅ(仏)山      ｃａｐｕｌｅｔ(仏)ピレネー地方の婦人用頭巾 
ｍｏｎｔａｎａ(羅)山        Ｐｙｒｅｎｅ(羅)ピレネー山脈 
ｍｏｎｔａｎａ(羅)山        ｐｙｒａｅ(羅)墓石の 

              ｐｙｒａｍｉｓ(羅)ピラミッド 
 
ここで前述の Pyramus を思い出してください。この語は pyramis と一字違いです。Pyramus
といえば Pyramus と Thisbe。この二人を合わせると次のように pyramis の綴りが含まれてい

ることがわかります。 
 
（５－20） 
     Ｔｈｕｓｂｅ 

Ｐｙｒａｍｉｓ 
 
 この（５－20）の配置はピュラモスとティスベの物語の筋に符合しています。物語では

Thisbe は Pyramus の後を追うのであり、Pyramus の短剣を使って自殺します。（５－20）で

はちょうど Pyramus の亡骸の上に、Thisbe の身体が重なり、us が彼女を突き刺している

『pyramus の短剣』に該当します。後に§６において、この『Pyramus の短剣』には別の卑猥

な意味合いも隠されていることが判明します。 
 Ｔｈｕｓｂｅ は Ｔｈｕｓ ｂｅ(英)従って～である という意味。解読順から考えれば、

「前述の通りまず pyramis が得られ、そして、Pyramus と Thisbe が上図の如くかみ合うので、

従って……」となるはずです。つまり上図の位置関係は 
 

（５－21） 
Ｐｙｒａｍｉｓ 
Ｔｈｕｓｂｅ 

 
のように逆転されるべきであり、Thus be が意味するのは 
 
（５－22） 

Ｔｈｕｓ Ｒｏｍｅｏ ａｎｄ Ｉｕｌｉｅｔ ｂｅ Ｐｙｒａｍｕｓ ａｎｄ  
Ｔｈｉｓｂｅ． 
（従ってロメオとジュリエットはピュラモスとティスベである） 

 
のはずです。thus(英)従って は議論を締めくくるときに用いる語。つまりこれで解読は一段落

したのです。 
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 一字だけ変えて Pyramus にした結果、Thus be が得られたことが pyramis→Pyramus の正

当性を保証しているのです。しかし pyramis から Pyramus へと一字変えるに先だって、

何らかの誘導がなされているわけではありません。Mountague を Montagne に変えるとき

には Ｉ ｕ ｌｉｅ ｔ と Ｃａｐ ｕ ｌｅｔ の指示があったことを考えると、これ

は不自然であり、完璧な暗号とはいえません。実は Shakespeare は苦肉の策（？）として、

Pyramus の導入の正当化の補強を、自分の別の戯曲に登場する Caesar（シーザー）に頼んでい

るのです。このことについては、§７において解明されます。ところで厳しい目で眺めれば、

ここまでの解説には、上記の Pyramus の問題以外にも、３点ほど不完全なところがあります。

次にそのうちの２つを解明しましょう。 
 
§６ §５における不完全２点とその克服 
 
 不完全点の一点目は、２組のカップルの親密さの相違です。Pyramus と Thisbe は初めての

デートもままならず死んでしまい、あまりに不幸です。それとは異なり Romeo and Iuliet のほ

うは作者の計らいで、一晩だけ愛し合える時間を与えられています。この差異についてはまだ

触れられていません。二点目は、以前論じた 
 
（６－１） 

ｍｏｎｔａ ｎａ   ｍｏｎｔａ ｎａ 
Ｐｙｒ ｅ ｎｅ → Ｐｙｒ ｅ vero 

 
についてです。Verona の綴りを得るための vero→ｎａ は、下の行から上の行へと辿らねば

なりませんでした。これについては vero が ｎａ の上に配されるのが自然です。 
 これら２つの不完全点は以下の様に同時に、そして少々品のない方法で解決されます。 
 
（６－２） 

ｍｏｎｔａ ｎａ 
Ｐｙｒ ｅ vero 

 
の左上の部分は、monta(伊)･(牛や馬の)交尾･交配 です。この語を２行の交差の指示と解し、

それによって vero の下に ｎａ がくるようにすると、 
 
（６－３） 

ｍｏｎｔａ  ｎａ    ｍｏｎｔａ ｖｅｒｏ 
Ｐｙｒ ｅ ｖｅｒｏ → Ｐｙｒ ｅ  ｎａ 

 
となります。我々の推理では、Verona の綴りを得る vero→ｎａの方向が、vero による変換であ

る  ｅ→ａ の方向であったことから、（６－３）は次のように改善されることになります。 
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（６－４） 
ｍｏｎｔａ  ｎａ    ｍｏｎｔｅ ｖｅｒｏ 
Ｐｙｒ ｅ ｖｅｒｏ → Ｐｙｒ ａ  ｎａ 

 
monte(伊)山 であるから、（６－４）の二行の左側の monte Pyra＝Monte Pyra は「ピラ

山」というイタリア語の固有名詞になり、ラテン語 pyra とイタリア語 monte を複合してもよ

い形となります。このピラ山は、前出の montana pyrae に他なりません。この符合は、

monta(伊)･(牛や馬の)交尾･交配 を二行の交差と捉えたことに正当性を与えます。ここで、前

述の Thus be を得た文字配置を思い出しましょう。Shakespeare は Pyramus と Thisbe を  
 
（５－20） 

   Ｔｈｕｓｂｅ 
Ｐｙｒａｍｉｓ 

 
という形に位置づけていたではありませんか。これによって、あまりに不幸な伝説のカップル

を愛し合わせ、自作のカップルとの相違を埋め合わせたのです。では次に Pyramus の問題及び

残りの不完全点１つについて考えましょう。 
 
§７ 解読 Ｒｏｍｅｏ ａｎｄ Ｉｕｌｉｅｔ 
 
 Pyramus の問題以外に残されている唯一の不完全点とは§５と§６における解読時の４カ国

語の推移の仕方です。ラテン語への綴り替えを行っている（５－８）や、突然のイタリア語で

の指示（６－３）に対しては、何らかの符合があるはずです。この不完全点は Pyramus の問題

と共に、Romeo and Iuliet の解読を通して解決されます。 
 ［６］にも掲載されているように、Romeo という名はイタリアの男子の名前として一般的な

ものです。Romeo and Iuliet に登場する Paris という名はフランスの都市パリと同一の綴りで

すが、このことを参考に Romeo を分解すると、 
 
（７－１） 

Ｒｏｍｅｏ ＝ Ｒｏｍｅ(伊)ローマ ＋ ｏ(伊)･換言すれば･すなわち 
 
となります。Iuliet については姓名全体を綴ると、Iuliet Capulet となり、詩の脚韻のように 

ｅｔ が重なっていることに気付きます。ｅｔ＝(仏)(羅)･英語のａｎｄと同義 です。いま、

Romeo and Iuliet を次のように Ｒ と Ｉ、ａｎｄ と ｅｔ がそれぞれ上下に並ぶよう

に記してみます。 
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（７－２） 
Ｒｏｍｅｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ   ｅｔ 

 
さらに先程のように、Ｒｏｍｅｏ を分解します。つまり Ｒｏｍｅ と ｏ とに分離する

のです。このとき、（５－９）→（５－10）と同様に、他も移動します。 
 
（７－３） 

Ｒｏｍｅ ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ    ｅｔ 

  
ここで Ｒｏｍｅ の下の Ｉｕｌｉ に注目しましょう。ｏ(伊)･換言すれば の下には何を

配置すべきか。Ｒｏｍｅ で Ｉｕｌｉ つまり Ｉｕｌｉｕｓ Ｃａｅｓａｒ です。この 

ｕｓ を ｏ の下に配置しましょう。  
 
（７－４） 
Ｒｏｍｅ ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ ｕｓ ｅｔ 
 
こうすると、Iuliet の語尾 ｅｔ を ｕｓ に変えたことになります。Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 

は一体何を意味するのか。Shakespeare の戯曲 Julius Caesar における Caesar の忌の際の台詞

「ブルータスよ、お前もか」はあまりに有名です。じつはこの名台詞は英語以外の語で記され

ているのです。[37]から引用します。 
 
（７－５） 
  Ｅｔ ｔｕ，Ｂｒｕｔｅ？── Ｔｈｅｎ ｆａｌｌ，Ｃａｅｓａｒ． 
 
ここで、 et(仏)(羅)英語のａｎｄと同義、   tu(仏)(羅)･きみ･おまえ、   Brute(羅)ブルータス

よ、   brute(仏)(英)･野蛮な、    Brutus(羅)(仏)(英)ブルータス、  です。つまり、Et tu, 
Brute ? 自体はラテン語ともフランス語とも解釈可能なのです。ラテン語と解釈するならば、

その意味は「おまえもか？ブルータスよ。」です。一方、フランス語と解釈するならば、まず Et 
tu, brute ? というフランス語の文の意味が「おまえも愚か者か？」（「おまえも乱暴者か？」と

いう意味も込められている）であり、その『･愚かな･乱暴な』者にあたる Brutus と brute とが

洒落になっていることを強調するために Et tu, Brute ?  (おまえも愚か者かブルータスよ？) と
いう大文字化が施されている、ということになります。 
 この台詞についてはラテン語とみなす解釈が一般的です。確かにローマ時代の題材による劇

であり、ラテン語としてならば自然に読めます。また、フランス語 brute は女性単数形。男性

である Brutus に対して女性形を用いるのは奇妙です。 
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 ラテン語とみなす場合、（７－５）の意味は、「おまえもか？ブルータスよ。ならば倒れよ、

シーザー。」です。「ならばならば倒れよ、シーザー。」というのはどういうことか。Caesar に

とって、Brutus は周囲の人間の中でも最も愛すべき、信頼がおける人物だったわけです。その

Brutus までもが無謀な暴挙に出たことで、Caesar は絶望してしまったのです。だから「ならば

倒れよ、シーザー。」となるわけです。するとラテン語 Et tu, Brute ? の本質的な意味は、ま

さにフランス語の意味「おまえも愚か者かブルータスよ？」にあるということになるのです。

ここで再度フランス語読みについて考えてみましょう。 
 フランス語読みと見なすならば男性である Brutus に対してあえて

．．．
女性形 brute を用いている

ことになり、そこに軽蔑の意を含めていることになるでしょうが、その場合、女性蔑視という

偏見が前提となるはずです。実際、現代人にとっては時代遅れの女性蔑視が、戯曲 Julius 
Caesar 第２幕第１場で Brutus の妻 Portia が夫に語りかける次の台詞にはっきりと示されてい

ます。次に掲げるのは英文は[37]から、和文は[26]からの引用です。 
 
（７－６） 
PORTIA 
    Ｉｆ ｔｈｉｓ ｗｅｒｅ ｔｒｕｅ，ｔｈｅｎ Ｉ ｓｈｏｕｌｄ ｋｎｏｗ  

ｔｈｉｓ ｓｅｃｒｅｔ． 
  Ｉ ｇｒａｎｔ Ｉ ａｍ ａ ｗｏｍａｎ： ｂｕｔ ｗｉｔｈａｌ 
  Ａ ｗｏｍａｎ ｔｈａｔ Ｌｏｒｄ Ｂｒｕｔｕｓ ｔｏｏｋ ｔｏ ｗｉｆｅ． 
  Ｉ ｇｒａｎｔ Ｉ ａｍ ａ ｗｏｍａｎ： ｂｕｔ ｗｉｔｈａｌ 
  Ａ ｗｏｍａｎ ｗｅｌｌ ｒｅｐｕｔｅｄ，Ｃａｔｏ‘ｓ ｄａｕｇｈｔｅｒ． 
  Ｔｈｉｎｋ ｙｏｕ Ｉ ａｎ ｎｏ ｓｔｒｏｎｇｅｒ ｔｈａｎ ｍｙ ｓｅｘ 
  Ｂｅｉｎｇ ｓｏ ｆａｔｈｅｒｅｄ ａｎｄ ｓｏ ｈｕｓｂａｎｄｅｄ？ 
 
ポーシャ 
  もしもお言葉どおりなら、その秘めごと、お打明けくださいましてもよろしいはず。 

なるほど私は女、でも、ブルータスほどのお人の妻に選ばれた女でございます。いかにも

女ではございましょう、でも、人も知るケイトーの娘でございます。それを、あなたは世

のつねの女なみにかよわきものとお思いに？かほどの父、かほどの夫をもった私ですの

に？ 
 
 ここで Portia が口にする strong は精神的な強さ、気丈さです。彼女は、女性は概して気丈さ

に欠けるものだという先入観にとらわれているわけです。これは戯曲 Julius Caesar に設定され

た、劇中の世間の女性観と見なし得ます。つまり女性形である brute（仏）野蛮な は暴力的野

蛮さではなく理性を欠いた愚かさという意味の野蛮さを表しているわけです。そのようなわけ

でフランス語 Et tu, brute ? の第一義は「おまえも（理性を欠いた女のような）愚か者か」

であり、これは自分では無謀だとわかっていながら暗殺に巻き込まれた Brutus への鋭い皮肉で

あり警告です。その一方で、刺し殺す行為に対する非難「おまえも乱暴者か」は、第二義にま
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わされているわけです。このように Et tu, brute ? はフランス語と解釈するならば、皇帝

Caesar の最期にふさわしい冷静で威厳のある台詞であることがわかるのです。 

 Shakespeare 自身、この Et tu, Brute ? の多国籍性に気付いていていたに違いありません。

Caesar の台詞としては、これは何語で語られるべきでしょうか。つまり、Caesar 役の役者はこ

の台詞をラテン語で言うべきなのでしょうか、それともフランス語で言うべきなのでしょうか。

あなたが単なる戯曲の読者としての立場に固執する限り、この答は謎に包まれたままなのです。

謎を解明するために、あなたに Caesar 役の役者になって頂きましょう。この台本でより大きな

成功を収めるためには、一体どちらの語（発音）で、言うべきなのか。Shakespeare は言葉の機

能を最大限に生かすことを要求しているのです。前述の多国籍性を生かすにはどうすべきか。

我々がすぐに多国籍性に気付いたのは、台詞を耳で聴いたのではなく目で見たからです。役者

は、口で台詞を言うのであって、手で記して見せるわけではない。まさにこの点に難しさがあ

るのです。どちらの語で言うべきかわからないまま、Et tu, Brute ? を何度も書き記し、あなた

はため息をついて思わずこう口にするでしょう「ああ！この台詞、口でではなく手で言う(伝え

る)ことができたらなあ……」。そして見飽きた台本をもう一度見て驚くかもしれない。そこには

たった今のあなたの『台詞』が書いてあったのです！（７－５）を含むそれよりも少し前の部

分からの会話を[37]から引用します。引き続く和訳は原田によります。 
 
（７－７） 

CINNA 
      Ｏ Ｃａｅｓａｒ－ 

CAESAR             Ｈｅｎｃｅ！ Ｗｉｌｔ ｔｈｏｕ ｌｉｆｔ ｕｐ  
Ｏｌｙｍｐｕｓ？ 

DECIUS 
      Ｇｒｅａｔ Ｃａｅｓａｒ－ 

CAESAR                     Ｄｏｔｈ ｎｏｔ Ｂｒｕｔｕｓ ｂｏｏｔｌｅｓｓ  
ｋｎｅｅｌ？ 

CASKA 
      Ｓｐｅａｋ ｈａｎｄｓ ｆｏｒ ｍｅ！  Ｔｈｅｙ ｓｔａｂ Ｃａｅｓａｒ． 

CAESAR 
    Ｅｔ ｔｕ，Ｂｒｕｔｅ？── Ｔｈｅｎ ｆａｌｌ，Ｃａｅｓａｒ．  Ｄｉｅｓ． 
 

CINNA  ああシーザーよ 

CAESAR   だからな！そういうのはオリュンポス山を持ち上げるようなもんだぞ 

DECIUS  偉大なシーザーよ 

CAESAR  ブルータスの嘆願さえ無駄だというのに 

CASKA  だったらこの手にもの言わせてやる！  （彼らはシーザーを刺す） 

CAESAR  Ｅｔ ｔｕ，Ｂｒｕｔｅ？── ならば倒れよ、シーザー。  （死ぬ） 
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 Et tu， Brute ? の直前の Speak hands for me! は、まるで台詞に悩むあなたの言葉ではな

いですか。ここにヒントが隠れていることに間違いなさそうです。だがあなたの『台詞』を正

確に言えば Speak my hand for me! のはず。ペンを握る ｈａｎｄ は複数ではありません。に

もかかわらず ｈａｎｄｓ となっているのはなぜか。この手はあなたの手ではなく、観客た

ちの手なのです。あなたは観客達の手を誘導して、この台詞の多国籍性を発見させるような言

い方を選べばよい。観客の中には一般大衆もいれば知識人もいます。二つの場合を想像してみ

ましょう。 
 
（７－８） 

（１）ラテン語台詞 Ｅｔ ｔｕ，Ｂｒｕｔｅ？ の芝居からの帰り道の客達（ある程度

の教養人）の会話 
「やっぱり Shakespeare の芝居は素晴らしいね。」「そういえば、Caesar のあの台詞、どう

してあそこだけラテン語だったのかな。」「そりゃ、ローマ時代の劇だからさ。」「いや、ち

ょっと待てよ。あの Et tu, Brute? っていうのは、フランス語の意味もありそうだぞ。」「だ

ったらどうだって言うんだい。ラテン語とフランス語の綴りにはいくらでも似ているのが

あるじゃないか、単なる偶然だよ。第一、フランス語で解釈しなけりゃいけない理由なん

てどこにもないじゃないか。」「それもそうだな。」 
 

（２）フランス語台詞 Ｅｔ ｔｕ，Ｂｒｕｔｅ？ の芝居からの帰り道の客達（ある程 
度の教養人）の会話 

「やっぱり Shakespeare の芝居は素晴らしいね。」「そういえば、Caesar のあの台詞、どう

してあそこだけフランス語だったのかな。」「君もそう思ったかい。」「「いや待てよ。あの

Et tu, brute?（おまえも愚か者か？）っていうのは、Ｂｒｕｔｕｓの洒落だよな。」「そりゃ

そうさ。」「だったら大文字で始まる Ｂｒｕｔｅ でもいいわけで･･････」「いきなり考え

込んでどうしたんだい。」「ラテン語の文体にもなってるんだよ。」「ええっ、あっ、そう

か！Et tu, Brute?（おまえもか？ブルータスよ。）だ！」「フランス語とラテン語の二つの

意味があったんだ。」「そうだ。きっとそうだ。だってあれはローマ時代の劇だもんな。ラ

テン語が隠れていたんだ。」「ということは、すぐ前の Speak hands for me! っていうのは

……」「あれは Shakespeare の台詞でもあったんだ！彼が我々の手に喋らせる (書かせる)
ってことだ!!」「Shakespeare ってのは恐ろしい奴だな」 

 
 お分かり頂けたでしょうか。この Et tu, Brute ? はフランス語なのです。ラテン語で発せら

れるべき台詞ではないことは別の視点からも確認できます。（７－７）の Caesar の台詞は、順

に lift up Olympus という比喩、bootless kneel という洒落 ( boot(古英)･利益 により、

bootless(英)･無益な であるが、bootless kneel(英)･無駄なひざまづき には、knee(英)･ひざ 

は boot(英)･ブーツ に覆われていない という洒落がふくまれているわけです )、そしてさら

に Et tu, Brute ? と続くわけです。それまで比喩や洒落で余裕のあるところをみせていた

Caesar が、Brutus に刺されたからといって、我を忘れていきなりラテン語で Et tu, Brute ? 
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と叫ぶのはあまりにぶざまであり、皇帝の最期にふさわしくありません。やはりここでも洒落

のきいたフランス語の Et tu, Brute ? が自然です。 
 さらに言えば、この台詞 Et tu, Brute ? は『叫ぶ』べきものではないのです。叫んでしま

うと Caesar は直前の Speak hands for me ! と叫ぶ Caska と同程度の人物として並んでしまい

ます。この戯曲における Caesar は、死後も Brutus の意識を根底から振り回し続ける半ば神秘

的な存在であり、Caska よりもずっと重要な存在であることを忘れてはなりません。最期の台

詞を叫ぶことが、後の Caesar の亡霊（Shakespeare は Ghost of Caesarと明記している！）の

出現をブチ壊しにしてしまうのです。以上のようなわけでラテン語台詞 Et tu, Brute ? を叫

ぶのはどうみても野暮なのです。この張りつめたシーンには、抑制の利いたフランス語こそが

ふさわしいのです。戯曲は役者の台詞が書いてある台本です。つまり戯曲の言葉は、役者の台

詞と解すのが当然。だから結局この Et tu, Brute ? はフランス語なのです。ラテン語は、あく

までも知識人の観客の口に上る言葉であり、役者の台詞ではない。つまり Shakespeare は観客

の台本まで書いてしまったのです。この台詞が名台詞とされる本当の理由はこの点、つまり二

カ国語の pan(英)･洒落 になっていることにあるに違いありません。言葉というものは、発する

側によってのみならず、受け手側の理解によっても、より大きな力を発揮しうるものです。劇

作家は（中でも特に彼は）このことをよく知っていたはずです。ちなみに詳しく和訳しようと

すると、次のように少々もたついてしまいます。 
 
（７－９） 

Ｅｔ ｔｕ，Ｂｒｕｔｅ？── Ｔｈｅｎ ｆａｌｌ，Ｃａｅｓａｒ． 
おまえまで愚か者だったとはブルータス……ならば倒れよ、シーザー。 

 
 少々回り道をしました。（７－４）の議論に戻りましょう。Caesar の台詞が ｅｔ で始ま

るフランス語であることは、 
 
（７－４） 

Ｒｏｍｅ ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ ｕｓ ｅｔ 

 
という文字配置と符合します。つまり（７－４）の２行目では、Iuliet が同じ Shakespeare の

戯曲中の人物としての Caesar に化けたことになります。ここで我々は Romeo and Iuliet、

Julius Caesar という二つの戯曲が初めて一緒に掲載された first folio を意識することとなり

ます。first folio（[39]）の戯曲 Julius Caesar の本文中では、ジュリアスは Iulius です。

first folio については後の§８において、そしてさらに§１４において、それが作者の存命中に

出版されたことが明らかとなります。 
 （７－４）の下に、（７－５）の誘導に従って Brute と Brutus の関係を同様に並べると、次

のようになります。 
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（７－10） 
Ｒｏｍｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 

 
（７－10）の２行目と３行目の性転換の一致は注目に値します。つまり Iulius（男）→Iuliet
（女）に、Brutus（男）→Brute（仏語の女性形）が対応しているわけです。そして Juliet は

世間の目からみれば、まさに理性を欠いた（つまり brute(仏) な）娘だったわけです。 
 さらに ｅ(伊)英語のａｎｄと同義 です。 つまり ａｎｄ の縦列には、ａｎｄ と同じ

意味のフランス語、イタリア語が続いているわけです。接続詞が３つ用意されていることから

４人目の登場が待たれていることがわかります。 
  ところで(英)and→(仏)et→(伊)e という順序は Romeo and Juliet の物語の起源へ遡る順序と

一致しています(（4－4）を見てください)。つまり Brooke→Boaistuau→Bandello→Da Porto
です。Da Porto から先へは、Ovidius に向かうコースと Masuccio に向かうコース等とに別れて

いました。Ovidius の方の Pyramus と Thisbe の物語は、Shakespeare の“Midsummer 
Night’s Dream”の劇中劇としても使われています。このことを手がかりに我々は Brooke→
Boaistuau→Bandello→Da Porto→Ovidius というコースに着目します。つまり（７－10）の３

人の下に§５で得た pyramis と Pyramus の関係を並記するわけです。以下で見ていくように、

この pyramis と Pyramus の登場が驚異的な符合を生じさせることになります。このことを示

す前に、（７－10）を横に読んでいきましょう。多言語を覚悟で読めば次の通り。 
 
（７－11） 

Ｒｏｍｅｏ ａｎｄ Ｉｕｌｉｕｓ  ｅｔ Ｂｒｕｔｕｓ  ｅ 
       （ロミオとジュリアスとブルータスと） 
 
 （７－10）の配列にもう一人を加えて４人で終了するとしたら、ａｎｄ のような接続詞の

使用は３回以内のはず。つまり、接続詞の個数は（７－10）の時点で既に十分なはずです。し

かし一方、(英)and→(仏)et→(伊)e の流れを意識すればラテン語の ａｎｄ に該当する接

続詞が必要とされていることもわかります。ここで Et tu, Brute ?  が第１義としてはフラン

ス語であり、第２義としてはラテン語であったことを思い出しましょう。じつは以下に示すよ

うに Pyramus を４人目に選ぶことによって ｅｔ がラテン語としても扱われ、さらに驚異的

な符合が獲得されるのです。 
 pyramis と Pyramus の関係を先の３人に続けて並べると 
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（７－12） 
Ｒｏｍｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａｍｕｓ ｉｓ 

 
 最後の ｉｓ は一体何か？ これによって 二重国籍の ｅｔ はどうなるのか。「ｅｔ 

は」を Shakespeare の母国語である英語で記せば 
 
（７－13） 

 ｅｔ ｉｓ(英)･ｅｔ は 

 
です。実は et  is は英語であり、しかもその上

．．．．．．
ラテン語の 

 
（７－14） 

 ｅｔ ｉｓ(羅)･しかもその上･そうして実に 
 
でもあるのです。これによって上の４人の ａｎｄ の縦列は次のように訂正されるべきであ

ることがわかります。 
 
（７－15） 

Ｒｏｍｅ  ｏ   ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ      ｅ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ ｅｔ ｉｓ 
Ｐｙｒａｍｕｓ 

 
 ４人は、次のように実に上手に結ばれたこととなります。 
 
（７－16） 

Ｒｏｍｅｏ ａｎｄ Ｉｕｌｉｕｓ ｅ Ｂｒｕｔｕｓ ｅｔ ｉｓ Ｐｙｒａｍｕｓ 
    (ロメオとジュリアスとブルータスしかもその上ピュラモス) 
 
 もうここでの ｅｔ は紛れもないラテン語です。 
 
 
 ところで、（７－12）の ａｎｄ の縦列の語の国籍を上から順に調べてみましょう。（７－

13）～（７－15）も含めて考えれば次の通り。 
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（７－17） 
ａｎｄ(英)、ｅｔ(仏→羅)、ｅ(伊)、ｉｓ(英→羅) 

 
 次に§５と§６における Mountague の語の遍歴を挙げます。この語の遍歴は、われわれの４

カ国語の使用順を的確に表しているといってよい。§６の monta については、§５の本来の変

換過程において登場すべきであった場所に位置づけねばなりません。このことに注意すれば、

Mountague の語の遍歴は次の通りです。 
 
（７－18） 

  Ｍｏｕｎｔａｇｕｅ → Ｍｏｕｎｔ ａｇｕｅ(英) → Ｍｏｎｔａｇｎｅ(仏) 
   → ｍｏｎｔａｎａ(羅) ［→ ｍｏｎｔａ(伊) ］→  Ｔｈｕｓ  ｂｅ(英)   

→ ｐｙｒａｍｉｓ(羅) 
 
 ただし（７－18）では Thus be(英) →pyramis(羅)の順だけは、登場順ではなく、Thus 
be(英)を得た時の配置 
 
（５－20） 

   Ｔｈｕｓｂｅ 
Ｐｙｒａｍｉｓ 

 
の順に従っています。 
 （７－17）と（７－18）は語の国籍順が完全に一致しています。また最後の(英) →(羅)につ

いては、（７－17）の ｉｓ（つまり（７－12）の ｉｓ）も、Thus be(英) → Pyramis(羅)
（つまり（５－20））も、ともに同じ Pyramus と Thisbe の導入によって得られたものなのです。

そればかりではありません。（５－20）はすぐに（５－21）の配置に逆転修正されたわけですが、

（７－12）と（７－15）を重ねたときに生ずる二つの ｉｓ の位置関係に対し、（５－21）に

おいて Thus be(英) の ｂｅ と pyramis(羅) の ｉｓ とは、それと同一の位置関係を形

成しているのです。 
 
（５－21） 

Ｐｙｒａｍｉｓ 
Ｔｈｕｓｂｅ 

 
（７－12）                （７－15） 

Ｒｏｍｅ  ｏ ａｎｄ           Ｒｏｍｅ  ｏ   ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ            Ｉｕｌｉ  ｕｓ      ｅ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ                        Ｂｒｕｔ  ｕｓ ｅｔ ｉｓ 
Ｐｙｒａｍｕｓ ｉｓ                       Ｐｙｒａｍｕｓ  



   makio harada    - ４２ -    薔薇の封印『数学のいずみ』版 改定第３版    
最終印刷日時：3/31/2003 10:41 PM 

 （７－13）の段階では、我々はまだ（７－15）の配置に気付いてはいず、配置は（７－12）
の段階でした。（７－14）を経て始めて（７－15）の配置への移行が可能となったわけです。つ

まり（７－12）の ｉｓ は、英語を、（７－15）の ｉｓ はラテン語を、それぞれ表してい

ることになります。すると、（５－21）のラテン語 pyramis の綴りに含まれる ｉｓ が（７－

15）のラテン語 ｉｓ と重なり、（５－21）の英語 Thus be に含まれる ｂｅ が（７－12）

の英語 ｉｓ に重なっていることがわかります。そしてさらに（５－21）が（５－20）を意

味が通るように配置修正した結果である一方、（７－12）から（７－15）への移行もまた、意味

が通るように配置修正した結果であるわけです。 
 さらに ｅｔ という同一物が(仏)と(羅)の二つの国籍をもち同義語であることに対応して、

montagne(仏) と montana(羅) とはやはり同義語です。 
 （７－17）と（７－18）に関するこれらの符合は、（７－12）、（７－15）、（５－20）、（５－

21）、および§５と§６における Verona に関する我々の推理、４カ国語の推移を、十分に正当

化します。従って Pyramus 導入と４カ国語の推移についての問題はこれで解決されたといえま

す。 

 ところで（７－12）において、ｏ の縦列の ｕｓ の集合体は何を意味しているのでしょ

う。これはちょうど、ｏ が ｕｓ を調達した形になっています。「ｏ が ｕｓ を調達し

た」をラテン語に直すとどうなるか。「調達した」には video(羅)･見る･調達する の完了形 vidi
を用いることにすれば、 
 
（７－19） 

ｏ ｖｉｄｉ ｕｓ 
 
つまり、Ovidius(羅)オウィディウス です。さらに、（７－12）では、Iuliet が Iulius に、

Brute が Brutus に、Pyramis が Pyramus に、それぞれ metamorphoses(羅)変身 しているの

です (※ここでのラテン語の完了形 vidi の突然の登場には、実は伏線があるのです。

Suetonius が伝える Caesar の有名な言葉、『来た、見た、勝った』は、ラテン語 ”Veni, vidi, 
vici.” です。この句は、ラテン語教育の盛んだった Shakespeare の当時のヨーロッパでは、ラ

テン語入門時に習うお馴染みのものでした。つまり Caesar と聞いただけで、この ”Veni, 
vidi, vici.” が解読者の脳裏に浮かぶことを、暗号作成者は前提としているのです)。 
 この Ovidius と metamorphoses は、Pyramus と Thisbe の物語が、Ovidius の長編詩

metamorphoses に含まれていたことと符合しています。また前述の通り Pyramus と Thisbe
の物語は Shakespeare の“Midsummer Night’s Dream”の劇中劇としても使われています。

そこでの Pyramus 役は Bottom という名の男。もうお分かりでしょう、bottom(英)底 です。

（７－12）においても Pyramus はやはり bottom の位置にいるのです。 
 以上で§５～７は整合性をもって一段落したこととなります。我々が暗号の素材として

Shakespeare の作品中から引用したのは、（７－６）、（７－７）、Verona、Romeo Mountague、
Iuliet Capulet、Pyramus、Thisbe、Iulius Caesar、Brutus、そして Bottom です。これらの

語は劇作家本人以外の人間が改竄できる類の語ではありません。従って、この暗号が
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Shakespeare 自身によるものであることについては疑いの余地が無い。そして、§５～７の解読

で示された完璧さは、この暗号設定がとてもアマチュア暗号家の成せる業ではないことを確信

させます。 
 
§８ 解読 Ｗｉｌｌｉａｍ Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅ と Ｆｒａｎｃｉｓ Ｂａｃｏｎ 
 
 §５～§７に現れた技法や結果は、§８の解読においても使用されます。我々はまず、例に

よって２人の名前から出発します。２人とは Shakespeare と、彼と同時代の暗号の大家

Francis Bacon です。 
 
（８－１） 

Ｗｉｌｌｉａｍ Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅ 
Ｆｒａｎｃｉｓ Ｂａｃｏｎ 

 
この配置のうち、次の枠部分に着目します。 
 
（８－２） 

Ｗｉｌｌｉａｍ Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅ 
Ｆｒａｎｃｉｓ Ｂａｃｏｎ 

 
 ａｍ と ｉｓ はともにｂｅ動詞であるので同一とみなします。 
 
（８－３） 

ａｍ＝ｂｅ動詞＝ｉｓ 
 
また、Ｓｈａｋｅ Ｂａｃｏｎ は  
 
（８－４） 

ｓｈａｋｅ Ｂａｃｏｎ(英)･Ｂａｃｏｎを断ち切れ                         

 
です。ここでいう Bacon は人名とも肉とも解釈できます。Bacon を肉と解釈した場合に自然に

導かれる「断ち切る」を shake の語義のうちから採用し、Bacon が人名であることを考慮の上、

二人の名前を shake (英)断ち切る することとなります。shake により、先程どこで語を区切っ

たかに留意しましょう。（８－２）では名も姓も、どちらも５文字で区切っています。この５文

字区切りを ｓｐｅａｒｅ にも適用し、ｓｐｅａｒｅ → ｓｐｅａｒ ｅ(英)芽ｅ とし

ます。さらにこの ｓｐｅａｒｅ が最後の一文字 ｅ を shake していることから、Ｗｉｌ

ｌｉ も同様に Ｗｉｌｌｉ → Ｗｉｌｌ ｉ とします。以上から William Shakespeare
は次のようになります。 



   makio harada    - ４４ -    薔薇の封印『数学のいずみ』版 改定第３版    
最終印刷日時：3/31/2003 10:41 PM 

（８－５） 
Ｗｉｌｌ ｉ ａｍ Ｓｈａｋｅ ｓｐｅａｒ ｅ 

 
 これを左から順に読もうとしても Ｗｉｌｌ ｉ で躓きます。なるべく左から右へ、意味

の通るように語を追う（ただし、もともと疑問符は付いていないので、なるべく肯定文にす

る）と、次の番号順で繋げることとなります。 
 
（８－６） 

Ｗｉｌｌ ｉ ａｍ Ｓｈａｋｅ ｓｐｅａｒ ｅ   
     ２     １   ４       ３          ５      ６ 

→  Ｉ ｗｉｌｌ ｓｈａｋｅ ａｍ．ｓｐｅａｒ ｅ． 
                    （私は ａｍ を断ち切る。芽ｅ） 
 
 （８－６）の番号は、５→６のみ通常の順です。三人称現在単数の動詞の語尾変化のおかげ

で e spear(英)ｅガ芽ヲ出ス が成り立たないことがわかります。従って、５→６は必然的です。

１→２と３→４が、右から左へ back するのに対し、５→６は左から右への順であり、back して

はいないことに注意しましょう。つまり１→２と３→４に対して５→６は異質であり、だから

（８－６）においては５→６のみ別のフレーズと見なすのです。 
 「断ち切る」と「芽」から、（８－６）を剪定と解釈してみましょう。一体どのような木の剪

定なのか。（８－３）と（８－４）とから、ｓｈａｋｅ ａｍ を次の操作と解釈します。 
 
（８－７） 

Ｆｒａｎｃｉｓ Ｂａｃｏｎ → Ｆｒａｎｃ ｉｓ Ｂａｃｏｎ 
 
 この操作を、Ｆｒａｎｃｉｓ という枝の先 ｉｓ を剪定する行為とみなすのです。Ｆｒ

ａｎｃｉｓ の木が何の樹木かを知らなければ、花芽のつき方・実の結び方が判らず、剪定は

不可能です。もう一度（８－６）に back して眺めると、 
 
（８－８） 

ｓｐｅａｒ ｅ → ｓ ｐｅａｒ ｅ   
                       
となっていることがわかります。（８－８）のこの分離は、（８－５）の直前の操作をさらに続

けた結果です。つまり、前述の最終操作 Ｗｉｌｌｉ → Ｗｉｌｌ ｉ の４文字区切りに

倣い、（８－８）を得ているのです。   
 ｐｅａｒ(英)西洋梨 です。つまり先程の芽 ｅ がいつのまにか成長して西洋梨の果実 ｅ 

になっているのです。果実が実って、この樹木が西洋梨であることが判りました。この梨の果

実の頭には ｓ がついています。これは果実と枝との繋ぎの部分であるはずです。実際の梨

の剪定箇所と果実との位置関係を思い出しましょう。いま、剪定時である（８－７）に時間を
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back させて考えてみれば、この梨 ｅ は ｓ によって Ｆｒａｎｃ の ｃ の下方にぶ

ら下がっているはずです。 
 
（８－９） 

Ｆｒａｎｃ ｉｓ Ｂａｃｏｎ → Ｆｒａｎｃ ｉｓ Ｂａｃｏｎ 
                       ｓ 
                       ｅ 
 
いまこの梨 ｅ を、実際の梨と同様に、果実にも少々へた

．．
が残るように採ると、 

 
（８－10） 

Ｆｒａｎｃ ｉｓ Ｂａｃｏｎ  

      ｓ 

  ｅ 

→ Ｆｒａｎｃ ｉｓ Ｂａｃｏｎ 

               

               

となります。⇔ａ 、⇔ｃｅｄｉｌｌ がどちらも互いに１８０度回転して得られ

る形であることに注意します。ｃｅｄｉｌｌ(仏)セディーユ（(英)では cedilla と呼ばれる）は

フランス語の ｃ の下に限って付く綴り字記号であり、この記号を付けて  とすると、

いかなる場合も〔ｓ〕の発音に変わってしまう、というものです。また、はギリシア文字σ

の別字体ともそっくりな形です。σは英語のｓの祖先に当たる文字です（※セディーユとσ、

ｓ、のこの関係は、この暗号独特のもので、実際のセディーユ記号はギリシア文字ζ（ゼー

タ）に由来します）。 

  と  をそれぞれ１８０度回転して次のようにセディーユと ａ とを得ます。 
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（８－11） 

Ｆｒａｎｃ ｉｓ Ｂａｃｏｎ → 

                 

        

 

 →  Ｆｒａｎ ｉｓ Ｂａｃｏｎ 

             ａ 

 
この梨 ａ を梨の木に back させると 
 
（８－12） 

Ｆｒａｎ ｉｓ Ｂａｃｏｎ 

        ａ 

→ Ｆｒａｎａｉｓ Ｂａｃｏｎ 
 

この Ｆｒａｎａｉｓ においてセディーユと梨が、ａつまりの順序で登場して

いることに注意。 
この配置は（８－６）の ５→６ における back の欠落を次のような発想によって埋め合わせ

ているのです。 
 
（８－13） 

  ｓｐｅａｒ ｅ ⇒ ｓ ｐｅａｒ ｅ ⇒ ｓｅ ⇒  ⇒  

 
（８－13）について少々解説しましょう。ｐｅａｒ＝ｅ であったことから、  

ｓ ｐｅａｒ ｅ ⇒ ｓｅ です。さらに梨のもぎかたから、ｓｅ ⇒ は自然です。
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この右辺の二文字の１８０度回転を、矢印ごと行うものととらえるのです。すると、二文字の

順序はであるにもかかわらず、矢印は右から左へ向かうこととなり、つまりこれが実施

されなかった back への埋め合わせであるということになるのです。 
 （８－12）の結果を、さらに back させると 
 
（８－14） 

Ｆｒａｎａｉｓ Ｂａｃｏｎ 

       → ｂａｃｏｎ Ｆｒａｎａｉｓ 
                      （フランスのベーコン） 
 
となります。フランスのベーコンとは何か。時間的な back によって語源を考えましょう。

［３］の bacon の項によれば、肉の方の bacon の語源は、古フランス語の bacon (古仏)背中 

です。つまり 
 
（８－15） 

Ｂａｃｏｎ Ｆｒａｎａｉｓ ＝ （Ｅｎｇｌｉｓｈ）ｂａｃｋ 
 
なのです。以上のように （８－６）～（８－15）の操作は ｂａｃｋ(英)戻る で統一され

ているのです。これは強力な符合です。しかしこれら back の操作の中に、一つだけちぐはぐな

箇所があります。 

 

（８－８） 
ｓｐｅａｒ ｅ → ｓ ｐｅａｒ ｅ 

 
における 芽→果実 という変化に対して、 
 
（８－12） 

Ｆｒａｎ ｉｓ Ｂａｃｏｎ 

        ａ 

→ Ｆｒａｎａｉｓ Ｂａｃｏｎ 
 
の操作は、果実→樹木にはめこまれた果実 となってしまっています。このことは、（８－８）
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と（８－12）の操作の合成であるところの 芽→樹木にはめこまれた果実 にたいする back で

ある 樹木にはめこまれた果実→芽 の操作の発見を促しているのです。（８－２）まで back

してもう一度初めから考えていきましょう。 

 まず、（５－９）から（５－10）に至った方法を思い出しましょう。同様の操作は（７－２）

から（７－３）への移行に際しても行われていました。今度は、（８－２）についてもそれを行

ってみます。つまり（８－２）を２行とも（８－５）の間隔にするのです。 
 
（８－16） 

Ｗｉｌｌ ｉ ａｍ Ｓｈａｋｅ ｓｐｅａｒ ｅ 
Ｆｒａｎ ｃ ｉｓ Ｂａｃｏｎ 

 
 次の我々の課題である 樹木にはめこまれた果実→芽 の操作の発見は、back というスロー

ガンのもとに（８－16）を解読することによって次のように解決されます。 
（８－16）において ｂａｃｋ を捜します。そこでの back は Ｂａｃｏｎ の Ｂａｃ と 

Ｓｈａｋｅ の ｋ です。 
 
（８－17） 

Ｗｉｌｌ ｉ ａｍ Ｓｈａｋｅ ｓｐｅａｒ ｅ 
Ｆｒａｎ ｃ ｉｓ Ｂａｃｏｎ 

 
この ｋ の下が ｏｎ になっていることが、§６の『monta の技法』を誘導します。つま

り次のようになります。 
 
（８－18） 

Ｗｉｌｌ ｉ ａｍ Ｓｈａｏｎ ｓｐｅａｒ ｅ 
Ｆｒａｎ ｃ ｉｓ Ｂａｃｋｅ 

 
 Ｂａｃｋｅ → Ｂａｃｋ ｅ(英)ｅよ戻れ ですが Ｓｈａｏｎ は 意味不明。しかしこ

れを Ｂａｃｋｅ と共に眺めると Ｂａｃ がアルファベットによる文字の並べ替えの指示

であることに気付きます。 
 
（８－19） 

Ｓｈａｏｎ → ｈｓａｏｎ 
Ｂａｃｋｅ    
２１３ 

 
このようにして得られた ｈｓａｏｎ の５文字を右からたどれば 
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（８－20） 
ｈｓａｏｎ → ｎｏａｓｈ → ｎｏ ａｓｈ 

 
を得ます。つまり  
 
（８－21） 

ｎｏ ａｓｈ，Ｂａｃｋ ｅ！(英)「灰は無い。ｅよ戻れ」 
 
です。この句が我々の視点を§５へと back させるのです。§５における ash は  であると

同時に pyra と遺体の灰でもありました。だが遺体が誰のものかはわからなかったわけです。

（８－18）に（８－19）の Ｓｈａｏｎ → ｈｓａｏｎ を施すと次を得ます。 
 
（８－22） 

Ｗｉｌｌ ｉ ａｍ ｈｓａｏｎ ｓｐｅａｒ ｅ 
Ｆｒａｎ ｃ ｉｓ Ｂａｃｋｅ 

  
ここで ｈｓａｏｎ が右から読まれたことに注意しましょう。ｓｐｅａｒ は普通に左から

読まれたのです。つまり両者は対称であろうとしています。従って、対称性をさらに完璧にす

るために、ｓｐｅａｒ にも Ｂａｃ 順の並べ替えを左右対称に施すことにします。つまり

次のような左右対称の操作を実施するのです。 
 
（８－23） 

ｓｈａｏｎ ｓｐｅａｒ → ｈｓａｏｎ ｓｐｅｒａ 
 
この結果を全体の中で眺めてみます。 
 
（８－24） 

Ｗｉｌｌ ｉ ａｍ ｈｓａｏｎ ｓｐｅｒａ ｅ 
Ｆｒａｎ ｃ ｉｓ Ｂａｃｋｅ 

 
このようにすると、back e の指示が 
 
（８－25） 

ｓｐｅｒａ ｅ → ｓｐｅｒａｅ 
 
に注目させるものであったことが判ります。spera(羅)天 であり sperae はその属格。これは§

５の pyra と pyrae の関係と同一です。 
 （８－21）の no ash には、２通りの意味が考えられます。一つには、§５の遺体が焼かれ、
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魂が天に昇ってしまい、天にはもう灰が無いということです。Ovidius の Metamorphoses では

最後に、Caesar が死後に星になったと記しています。ここまでの解読に登場した人物のうち、

「解読中に死んだ」のは誰でしょう。それは 暗殺時の台詞 Ｅｔ ｔｕ Ｂｒｕｔｅ？ が

示すように Caesar なのです。（８－24）に対して（８－25）の操作を施すと、 
 
（８－25－２） 

”ｎｏ ａｓｈ，Ｂａｃｋ ｅ！” ｓｐｅｒａｅ 
(羅)天の ”ｎｏ ａｓｈ，Ｂａｃｋ ｅ！”  

 
が得られます。つまり、pyramis の遺体は Caesar だ、ということになっていたのです。（８－

21）は Caesar の亡霊の「裏舞台」での台詞なのです！ 
 no ash のもう一つの意味については次の通りです。もともと ash＝ が§５ に登場した

のは、ｅ→ という変換が原因でした。ところで我々の梨は ｅ ではなく  であり、

同様の変換においては →ａ となり、敢えて  を使う必要がありません。つまり no 

ash は、（８－10）で得られた梨   の形を想起させるのです。このことを 
 
（８－25） 

ｓｐｅｒａ ｅ → ｓｐｅｒａｅ 
 
まで back して考えれば、ｓｐｅｒａ の ａ が梨  の１８０度回転した結果であったこ

とがわかります。なぜまた梨の実が現れるのか。梨の実がなっている木は、梨の実を採っても

生きているものです。果実を採った後も、梨の木自体の栄養は十分だったのです。にもかかわ

らず（８－12）では、梨の木に、さらに梨の実１個分の余分な栄養を与えてしまった。（※（８

－24）の時点での我々の議論は、梨の実を樹木に戻す操作（８－12）よりも前に登場した（８

－２）に基づいているところの、（８－16）を起点にしています。しかし（８－18）の操作は、

梨の実を樹木に戻すことで得た（８－15）の back の語に基づいたものです。それゆえ、（８－

24）の時点の我々にとって、梨の実を樹木に戻す操作は既に行われたものだ、と考えているの

です。）その余分な栄養が、この ｓｐｅｒａ の ａ という姿で、樹木にはめこまれた果実

として、ポッカリと現れているのです。そのような訳で、この回転後の姿の梨 ａ はもとも

とは ｅ の姿で梨の木に繋がっていたもの。だから結局我々は、この梨 ａ についても

back e を適用することになります。back e は Caesar の命令。背いたらどうなるかわからない。

余すところ無く完全に、そして即座に実行しなければならないのです。ｓｐｅｒａ の 梨 

ａ に対する back e という指示は、梨の木にぶら下がっていたもとの状態に戻れということ。

ａ→ｅ によって梨の木にぶら下がっている姿に戻ったと見なすのです。Caesar に怯えて、慌

てて梨 ａ を戻すのですから、いちいち(8－9)のような配置にしている余裕はありません。命

の惜しい我々はとりあえず ｓｐｅｒａ の配置のまま、ａ→ｅ とする他はないのです。す

ると 
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（８－26） 
ｓｐｅｒａ ｅ → ｓｐｅｒｅ ｅ 

 
 ［１］によれば spere(英)＝spier(英)･渦巻き･らせん ですが、spier のもう一つの意味は、

spier(英)･若芽 です。つまり樹木にはめこまれた梨 ａ は、梨の木にぶら下がっている状態

に戻るのではなく、さらにそれ以前の若芽に戻ったのです。かくして Caesar の命令 back e は

彼が命じた以上に徹底的に、実行されたわけです。このように back e の指示によって、樹木に

はめこまれた果実が若芽に戻り（８－８）と（８－12）に対する back が得られるのです。 
 §８のこれまでの議論を振り返ってみましょう。ここでの暗号設定は実にユニークなもので

す。このユニークさは、（８－５）の直前に述べた shake（断ち切る）の操作と、その結果とし

ての（８－８）の梨の登場、及びセディーユの使用に支えられています。shake の操作について

は、§９においても引き続き実施され、§１１において十分な符合を得、§１５において符合

の全貌が明らかにされます。また、セディーユについては、続く§９の議論において決定的な

役割を担うこととなります。そのようなわけで、現時点で露呈している解読のユニークさは、

決して解読する側の独断によるものではないのです。 
 不完全点を残しながらも back による統一で、§８の解読は整合性を得ています。従って上記

の不完全点、すなわち（８－５）の直前に述べた shake（断ち切る）の操作と、その結果として

の（８－８）の梨の登場、及びセディーユの使用が、確実な符合によって解決されるならば、

我々が§８で最初に与えた文字配列 
 
（８－１） 

Ｗｉｌｌｉａｍ Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅ 
Ｆｒａｎｃｉｓ Ｂａｃｏｎ 

 
の配置の正当性が示されたことになります。 
§８のこれまでに登場した大変愉快な暗号の中でもとりわけ笑わせてくれるのは、『樹木には

めこまれた梨の果実』という発想です。これをもたらした（８－12）は、もっと注目されてよ

い存在といえます。実際（８－12）については、次のようなさらなる解読がなされ得るのです。 
 
（８－12） 

Ｆｒａｎ ｉｓ Ｂａｃｏｎ 

        ａ 

→ Ｆｒａｎａｉｓ Ｂａｃｏｎ 
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（８－12）の操作に至るまでの過程を、（８－２）から始めて、二人の名前を並記したままの配

置で再現してみましょう。 
 
（８－27） 

Ｗｉｌｌｉａｍ Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅ 
Ｆｒａｎｃｉｓ Ｂａｃｏｎ       

 
→ Ｗｉｌｌ ｉ ａｍ Ｓｈａｋｅ ｓｐｅａｒ ｅ 

    Ｆｒａｎ ｃ ｉｓ Ｂａｃｏｎ 
 
  → Ｗｉｌｌ ｉ ａｍ Ｓｈａｋｅ ｓ ｐｅａｒ ｅ  
    Ｆｒａｎ ｃ ｉｓ Ｂａｃｏｎ 
 
  → Ｗｉｌｌ ｉ ａｍ Ｓｈａｋｅ  
    Ｆｒａｎ ｃ ｉｓ Ｂａｃｏｎ 
         ｓ 
         ｅ 
 

→ Ｗｉｌｌ ｉ ａｍ Ｓｈａｋｅ 
    Ｆｒａｎ ｃ ｉｓ Ｂａｃｏｎ 
          
          
 
  → Ｗｉｌｌ ｉ ａｍ Ｓｈａｋｅ  
    Ｆｒａｎ ｃ ｉｓ Ｂａｃｏｎ 
          
         ａ 
 
  → Ｗｉｌｌ ｉ ａｍ Ｓｈａｋｅ  
    Ｆｒａｎ  ｉｓ Ｂａｃｏｎ 
         ａ 
 
  → Ｗｉｌｌ ｉ ａｍ Ｓｈａｋｅ  
    Ｆｒａｎ   ａ     ｉｓ   Ｂａｃｏｎ 
 
 ａｍ の下に移された梨の実 ａ は、もう梨の木の一部でした。ｐｙｒｕｍ(羅)梨の実、 
ｐｙｒｕｓ(羅)梨の木 です。つまり（８－12）の操作は 
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（８－28） 
Ｗｉｌｌ ｉ ａｍ Ｓｈａｋｅ → Ｗｉｌｌ ｉ ａｍ Ｓｈａｋｅ  

Ｆｒａｎ  ｉｓ Ｂａｃｏｎ   Ｆｒａｎ   pyrus   ｉｓ  Ｂａｃｏｎ 

      pyrum  

（ｐｙｒｕｍ を ａｍ の下に持ってくると、ｐｙｒｕｓ となる） 

 

を意味しているのです。この操作の結果における ｐｙｒｕｓ ｉｓ の配置と同じものが、

（７－12）の最下行から ａｍ が上昇することによっても得られることに留意してください。 
 
（８－29） 
                   ａｍ 

Ｐｙｒａｍｕｓ ｉｓ → ｐｙｒ  ｕｓ ｉｓ 
 
 実は（８－28）と（８－29）については、§９、§１０、§１２、及び§１３において決定

的符合を得ていくこととなるものであり、現時点で完全に解読されるものではありません。 
§8 での解読に際して使用された§６の monta の技法、遺体の身元判明などには、他方の§５

～§７までの暗号との、密接な関係が見受けられます。 
 
§９ §８の解読への補足 
 
 （８－25）の直後に述べた§８の解読の不完全点は、さらにこの先の解読を促しています。

我々がまだ手を付けずに残している箇所に注目していきましょう。（８－16）を再掲します。 
 
（８－16） 

Ｗｉｌｌ ｉ ａｍ Ｓｈａｋｅ ｓｐｅａｒ ｅ 
Ｆｒａｎ ｃ ｉｓ Ｂａｃｏｎ 

 
 この区切り方のもととなっている方法、つまり（８－５）の直前に述べた操作と、それに続

くその後の新たな操作（８－８）をさらに進めて、２人の名の今まで無傷だったイニシャル部

分を離すことになります。これらの一連の操作については、後に§１１で驚くべき符合に出会

うこととなるのです。 
 
（９－１） 

Ｗ ｉｌｌ ｉ ａｍ Ｓｈａｋｅ ｓ ｐｅａｒ ｅ 
Ｆ ｒａｎ ｃ ｉｓ Ｂａｃｏｎ 

 
これを（８－６）に倣い、次のように追います 
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（９－２） 
Ｗ ｉｌｌ ｉ ａｍ Ｓｈａｋｅ ｓ ｐｅａｒ ｅ 
２  １  ３ 
 
Ｆ ｒａｎ ｃ ｉｓ Ｂａｃｏｎ 
３  ５  ４  

 
つまり 
 
（９－３） 

ｉｌｌ Ｗ ｉｆ ｃ ｒａｎ  
 
ｉとＦとは、別の行に記されているため、Ｆｉ とはならずに、ｉＦ となります。 
 この（９－３）は英語の句で、「ｃが逃げれば病気のＷ」という意味。意味というよりは意味

不明です。「病気のＷ」は元気が無くて伏せている形を想像させます。従って、ｉｌｌ Ｗ は 

以前の技法である１８０度の回転により、Ｗ→Ｍ とせよ、という指示と解釈します。 
 
（９－４） 

ｉｌｌ Ｗ ｉｆ ｃ ｒａｎ → Ｍ ｉｆ ｃ ｒａｎ 
 
次に、（８－16）に戻って、今度は右隣にある２つのｂｅ動詞の配列を次のように解釈してみま

しょう。 
 
（９－５） 

ａｍ → Ａｍ Ｉ ｓ？ 
ｉｓ           

 
 これは「私はｓか？」という問いかけです。（８－11）によれば 以前我々の得たセディーユ

の前身は１８０度回転前の姿  であり、これはギリシア文字 σ の別字体とそっくりで

した。そして σ は英語の ｓ の祖先に当たる文字。このことと Ａｍ Ｉ ｓ？ によ

り 我々の視点はセディーユへと誘導されます。セディーユは英語では cedilla。ここであの不

完全点（８－28）を思い出さねばなりません。今話題にしている ｓ を含む ｂｅ動詞 ｉ

ｓ のもともとの場所は、ａｍ の下。この場所は ｐｙｒｕｍ → ｐｙｒｕｓ という意

味において、 ｍ を ｓ に変えてしまう力を持っていた特別な場所でした。つまりこの場

所の ｍ に対する以前の機能は、cedilla の ｃ に対する作用 ｃ→ と同様だったので

す。今、（９－２）と較べて、（９－５）の並べ替えが不自然であることに注目しましょう。ａ
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ｍ を一語として扱ったのに対し、ｉｓ は ｉ と ｓ という２語として扱われていたの

です。 
 
（９－６） 

１１ 
ａｍ 
ｉｓ 
２３ 

 
 このことから、ａｍ も一文字ずつに分けて扱うことにすると，先程の ａｍ Ｉ ｓ？ 

の ｓ は ａｍ の ｍ の下に位置しているのだ、ということが意識されてきます。つま

り ｍ に対するこの ｓ の位置は、ｃ に対する cedilla の位置  と同一なのです。そ

してこの ｓ の位置は前述のとおり、ｍ を ｓ に変える働きを持っていたわけです。つ

まりこの ｓ は、姿においても、その位置においても、そして、その位置が以前有していた

機能においても、cedilla と符合するわけであり、言わば“ ｍ の ｃｅｄｉｌｌａ“ なの

です。このような ｓ を何と呼んだらよいでしょう。 
 もう一度確認しましょう。ｃ の下に付くのが cedilla です。ｍ の下に付くのは．．．．．．”

ｍｅｄｉｌｌａ”のはずです。つまり次の移行を生ずるのです。 
 
（９－７） 

ｃｅｄｉｌｌａ → ｍｅｄｉｌｌａ 
 
これは（９－４）の Ｍ ｉｆ ｃ ｒａｎ つまり 「ｃが逃げればＭ」と符合し、正しい

解釈であることがわかります。我々は cedilla を、の１８０度回転した姿として得ました。

（８－13）に示された解釈の通り、この１８０度回転は、ｂａｃｋ の適用と見なされました。

今生まれた 造語 ”ｍｅｄｉｌｌａ” にも ｂａｃｋ を適用してみましょう。つまり右

から読めば、 
 
（９－８） 

ｍｅｄｉｌｌａ → ａｌｌｉｄｅｍ → ａｌｌ ｉｄｅｍ  
 
 idem(羅)(英)同じ著者 です。all idem(英)すべて同じ著者 ということです。 ところで

我々は２文字残していました。先程は２つのｂｅ動詞にふくまれる ｍ と ｓ の縦の配置

に注目しました。残りの ａ と ｉ の縦の配置は ａｉ(羅)ああ！ です。 
ここで（８－１）の解読は次の２点を除いて終了したことになります。第一には shake の操

作（つまり、（８－５）の直前に述べた操作、それに続くその後の新たな操作（８－８）、およ
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び（９－１）のイニシャルの分離）にたいする符合がまだ説明されていないことであり、これ

については§１１以降において詳しく論じられます。第二には medilla についての符合が（９

－４）しか示されていないことですが、これについては、次に示すように強力な符号が得られ

るのです。 

我々はまだ 
 
（９－５） 

ａｍ → Ａｍ Ｉ ｓ？ (英)私はｓか？ 
ｉｓ           

 

について答えてはいませんでした。振り返ると§８と§９の議論は、一繋がりであるにもかか

わらず、（８－16）から再スタートする二つの流れを有していました。一方の流れにおいては、 
 
（８－24） 

Ｗｉｌｌ ｉ ａｍ ｈｓａｏｎ ｓｐｅｒａ ｅ 
Ｆｒａｎ ｃ ｉｓ Ｂａｃｋｅ 

 

が得られ、もう一方の流れにおいては、 

 

（９－２） 
Ｗ ｉｌｌ ｉ ａｍ Ｓｈａｋｅ ｓ ｐｅａｒ ｅ 
２  １  ３ 
 
Ｆ ｒａｎ ｃ ｉｓ Ｂａｃｏｎ 
３  ５  ４  

 
を得ていました。今、（８－24）に対しても、（９－２）と同様に shake すると、次のようにな

ります。 
 
（９－９） 

Ｗ ｉｌｌ ｉ ａｍ ｈｓａｏｎ ｓ ｐｅｒａ ｅ 
２  １  ３ 
 
Ｆ ｒａｎ ｃ ｉｓ Ｂａｃｋｅ 
３  ５  ４  

 
ｐｅｒａ(羅)ずた袋 です。この配置に見える、 
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（８－21） 
ｎｏ ａｓｈ，Ｂａｃｋ ｅ！(英)「灰は無い。ｅよ戻れ」 

 

の指示に従い ｐｅｒａ の属格である ｐｅｒａｅ(羅)ずた袋の を得ます。 

 

（９－10） 
  ｓ ｐｅｒａ ｅ → ｓ ｐｅｒａｅ (羅)ずた袋のｓ 
 

です。すなわち 

 

（９－11） 
 
Ｗ ｉｌｌ ｉ ａｍ ｈｓａｏｎ ｓ ｐｅｒａｅ 
２  １  ３           (羅)ずた袋のｓ 
 
Ｆ ｒａｎ ｃ ｉｓ Ｂａｃｋｅ 
３  ５  ４  

 
です。『ずた袋のｓ』とは何でしょう。（９－11）において、 

 

（８－21） 
ｎｏ ａｓｈ，Ｂａｃｋ ｅ！(英)「灰は無い。ｅよ戻れ」 

 

（９－４） 
ｉｌｌ Ｗ ｉｆ ｃ ｒａｎ → Ｍ ｉｆ ｃ ｒａｎ 

 

および 
 
（９－５） 

ａｍ → Ａｍ Ｉ ｓ？ (英)私はｓか？ 
ｉｓ 

 
をたどってみると、 
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（９－12） 
 
Ｗ ｉｌｌ ｉ ａｍ ｈｓａｏｎ ｓ ｐｅｒａｅ 
２  １  ３                     (羅)ずた袋のｓ 
 
Ｆ ｒａｎ ｃ ｉｓ Ｂａｃｋｅ 
３  ５  ４  

 
（９－12）では、Caesar の亡霊の裏舞台での台詞（８－21）が、Caesar のイニシャルと同じ、 
Ｃ字型をなしていることに気付きます。このＣ字型は、口がまったく閉まらず、まさに『ずた

袋』です。一方（９－５）に該当する箇所は Ｚ字型であり、これには『私はｓか？』の問い

かけと、cedila とが見事に符合します。繰り返しになりますが、以前我々の得たセディーユの前

身は１８０度回転前の姿  であり、これはギリシア文字 σ の別字体とそっくりでした。

そして σ は英語の ｓ の祖先に当たる文字でした。その一方で、実際のセディーユ記号

はギリシア文字ζ（ゼータ）に由来するのです。つまり、先ほどの『ずた袋のｓ』とは、文字

Ｃのｓ、つまりセディーユについて述べているわけであり、その語に対応するように、『私はｓ

か？』と問いただしているのです。しかし実際は、ｓ ではなく、ギリシア文字ζ（ゼータ）

に由来するわけです。ギリシア文字ζは今日の文字 ｚ の祖先ですので、『私はｓか？』と問

いただしながら、実は自分はゼータであるという主張を、ｚ字型を成すことによって行ってい

るのです。（９－12）の４つの塊のうち右の３つについては、右から順に、『ずた袋のｓ』、

Caesar のイニシャルＣ、そして『私はｓか？』のｚ字型。そして残された、 
 
（９－４） 

ｉｌｌ Ｗ ｉｆ ｃ ｒａｎ → Ｍ ｉｆ ｃ ｒａｎ 
 
の箇所は、ギリシア文字 ζ 字型（の雑な形）にたどることができます。そして何よりも右

の３つの塊によって cedilla が確定された上で、左端の塊の（９－４）を考えれば、これは明ら

かに、 
 
（９－７） 

ｃｅｄｉｌｌａ → ｍｅｄｉｌｌａ 
 
という主張です。さらにこれらの整合性は、以上の事項を得た原型 
 
（８－１） 

Ｗｉｌｌｉａｍ Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅ 
Ｆｒａｎｃｉｓ Ｂａｃｏｎ 
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の正当性を裏付ける強力な符合の一つです。残すは shake の操作（つまり、（８－５）の直前に

述べた操作、それに続くその後の新たな操作（８－８）、および（９－１）のイニシャルの分

離）にたいする符合のみですが、medilla は続く§１０においても使用され、そこでさらなる符

合を得、さらに後の§１２において徹底的な符合を得ます。また、（８－29）は medilla の符合

の１つとして§１３に再登場することになるのです。 
 
§１０ （７－12）の解読（１） 
 
 §７において（７－12）にたいする符合が徹底的に施されていたのを思い出してください。

この（７－12）は、今後の解読において、極めて重要な働きをします。 
 まず［35］から Romeo and Juliet act 2 scene 2 の、ジュリエットの有名な台詞の箇所を引用

します。 
 
（10－１） 
  Ｊｕｌ．‘．．．．．．Ｗｈａｔ‘ｓ Ｍｏｎｔａｇｕｅ？ Ｉｔ ｉｓ ｎｏｒ ｈａｎｄ  

ｎｏｒ ｆｏｏｔ 
      Ｎｏｒ ａｒｍ ｎｏｒ ｆａｃｅ ｎｏｒ ａｎｙ ｏｔｈｅｒ ｐａｒｔ 
      Ｂｅｌｏｎｇｉｎｇ ｔｏ ａ ｍａｎ．Ｏ，ｂｅ ｓｏｍｅ ｏｔｈｅｒ  

ｎａｍｅ． 
      Ｗｈａｔ‘ｓ ｉｎ ａ ｎａｍｅ？ Ｔｈａｔ ｗｈｉｃｈ ｗｅ ｃａｌｌ  

ａ ｒｏｓｅ 
      Ｂｙ ａｎｙ ｏｔｈｅｒ ｗｏｒｄ ｗｏｕｌｄ ｓｍｅｌｌ ａｓ  

ｓｗｅｅｔ； 
      Ｓｏ Ｒｏｍｅｏ ｗｏｕｌｄ，ｗｅｒｅ ｈｅ ｎｏｔ Ｒｏｍｅｏ  

ｃａｌｌ‘ｄ，．．．．．． 
 
暗号解読の視点からこれを少しずつ眺めてみましょう。 
 
（10－２） 
     Ｗｈａｔ‘ｓ Ｍｏｎｔａｇｕｅ？ Ｉｔ ｉｓ ｎｏｒ ｈａｎｄ ｎｏｒ  

ｆｏｏｔ 
     Ｎｏｒ ａｒｍ ｎｏｒ ｆａｃｅ ｎｏｒ ａｎｙ ｏｔｈｅｒ ｐａｒｔ 
     Ｂｅｌｏｎｇｉｎｇ ｔｏ ａ ｍａｎ．Ｏ，ｂｅ ｓｏｍｅ ｏｔｈｅｒ 

ｎａｍｅ． 
 
については、すでに我々は 
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（７－19） 
    Ｍｏｕｎｔａｇｕｅ → Ｍｏｕｎｔ ａｇｕｅ(英) → Ｍｏｎｔａｇｎｅ(仏) 
  → ｍｏｎｔａｎａ(羅) ［→ ｍｏｎｔａ(伊) ］→ ｐｙｒａｍｉｓ(羅)  

→ Ｔｈｕｓ ｂｅ(英) 
 
を得ているので、この台詞の中に解読の手がかりが潜んでいることを直感します。そしてこれ

に続くのがあの有名な台詞 
 
（10－３） 
          Ｗｈａｔ‘ｓ ｉｎ ａ ｎａｍｅ？ Ｔｈａｔ ｗｈｉｃｈ ｗｅ ｃａｌｌ 

ａ ｒｏｓｅ 
     Ｂｙ ａｎｙ ｏｔｈｅｒ ｗｏｒｄ ｗｏｕｌｄ ｓｍｅｌｌ ａｓ  

ｓｗｅｅｔ； 
     Ｓｏ Ｒｏｍｅｏ ｗｏｕｌｄ，ｗｅｒｅ ｈｅ ｎｏｔ Ｒｏｍｅｏ  

ｃａｌｌ‘ｄ， 
 
です。What’s in a name? については、これまでの解読で名前にどれほど多くの細工が込められ

ていたか、我々は思い知らされています。以下に示すように、この （10－３）は、medilla に

よる Rome→Rose の示唆でもあったのです！ 
 まず（７－12）の前身である（７－10）を再掲します。 
 
（７－10） 

Ｒｏｍｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 

 
この配列において、今まで手を付けずにいた箇所、つまり ｏ の縦列よりも左の部分に注目

します。この部分を４つの縦列として眺めると、 
 
（10－４） 

Ｒｏｍｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 

 
つまり 
 
（10－５） 

ｏｕｒ ｔｉｅ(英)我々の結束 
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となっています。縦の２列目および ｏ の縦列の手前の文字の列において、上下対称の向き

に文字を追ったことに留意しましょう。この二つの縦列が、（７－12）においてどのように変化

するのか確認すると、 
 
（10－６） 

Ｒｏｍｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａｍｕｓ ｉｓ 

 
２列目は ｙ を ｏｕｒ の前に置けば your と読めることにもなろうが、確証はありません。

もう一方の列については、曲がっている上に、わけがわからない。実はこの曲がっている形が

解読のポイントなのです。曲がっているのは、この列が４列目ではなく ｏ の縦列の直前の

文字の列であることの強調となっているのです。この強調は、曲がった列と、分断された列で

ある ｏ の縦列、もしくは and の縦列との何らかの関係の存在を示唆します。（７－12）から

（７－15）への移行を思い出してください。 
 
（７－15） 

Ｒｏｍｅ  ｏ   ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ      ｅ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ ｅｔ ｉｓ 
Ｐｙｒａｍｕｓ 

 
この移行によって and の縦列のメンバーの順序は 
 
（10－７） 

ａｎｄ ｅｔ ｅ ｉｓ → ａｎｄ ｅ ｅｔ ｉｓ 
 
となったといえます。この操作に、先程の曲がった列 ｅ ｉ ｔ ｍ についての対応する

並べ替えを並行させると 
 
（10－８） 

ａｎｄ ｅｔ ｅ ｉｓ → ａｎｄ ｅ ｅｔ ｉｓ 
 ｅ   ｉ  ｔ  ｍ  →  ｅ  ｔ  ｉ  ｍ 

 
となり、ｅｔｉｍ の列を得ます。この列を出発点とし、ｅｔｉｍ → ｔｉｍｅ の変換を

考え、先程の ｏｕｒｙ → ｙｏｕｒ と比較すると、 
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（10－９） 
  ┌───┐          ┌───┐ 
   ｏｕｒｙ → ｙｏｕｒ   ｅｔｉｍ  → ｔｉｍｅ 
 
この対称性は、前出の対称性 
 
（10－10） 
 ｏ↓  ｅ↑ 

  ｕ↓  ｉ↑ 
  ｒ↓  ｔ↑ 
 
と符合します。以上により次を得ます。 
 
（10－11） 

ｏｕｒ ｔｉｅ，ｙｏｕｒ ｔｉｍｅ，(英)我々の結束、あなたの時代 
 
 ここで、前述の medilla による Rome→Rose を用いることになります。まず（７－12）を再

掲します。 
 
（７－12） 

Ｒｏｍｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａｍｕｓ ｉｓ 

 
この配置において Rome→Rose とすると 
 
（10－12） 

Ｒｏｓｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａｍｕｓ ｉｓ 

 
こで先程の二つの縦列の間にある ｓ の縦列を追うと slur(英)･不面目･汚点･恥辱   という綴

りが確認されます。これを Rose とあわせて意識すると、Ｔ字型の配置が確認されます。 
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（10－13） 
Ｒｏｓｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａｍｕｓ ｉｓ 

 
このＴ字型の右下の ｉ，ｔ，ａｍ にたいし、（10－８）と同様の操作を施せば 
 
（10－14） 

ｅｔ ｅ ｉｓ → ｅ ｅｔ ｉｓ 
   ｉ  ｔ ａｍ → ｔ  ｉ  ａｍ 
 
つまり  Ｔ Ｉ ａｍ(英)Ｔだ、私は  を得ます。この Ｔ は Ｔ字型の rose と slur を

指しているわけです。まとめれば、 
 
（10－15） 

ｏｕｒ ｔｉｅ，ｙｏｕｒ ｔｉｍｅ， 
(英)我々の結束、あなたの時代 

ｒｏｓｅ，ｓｌｕｒ，Ｔ Ｉ ａｍ． 
(英)薔薇、不名誉、Ｔだ、私は（私は薔薇だ、不名誉だ）。   

 
Francis Bacon の時代の rose には代表的な二通りの意味があります。英国王室と薔薇十字団で

す。Francis の父 Nicolas Bacon と母の姉の夫である William Cecil はともに Elizabeth 一世時

代の枢密院の MVP であり、Francis は王室との関係が深いのです。Francis はまた、薔薇十字

団員（Rosicrucian）であったという噂も有名です。この薔薇十字団というのは、Cristian 
Rosenkreuz という半ば伝説的な人物を創立者とする当時の秘密結社です。英国王室と薔薇十字

団。どちらも薔薇です。our tie から、（10－15）の薔薇はやはり後者の方の意味と解すのが自然

です。［１9］p.111－117 を引用します。 
 
（10－16） 

    その起源、社会的背景 
 神秘な伝説につつまれた薔薇十字団の起源は、きわめて曖味である。 
 中世のあいだ、多くの錬金術師やカバラ学者たちは、ヨーロッパ各地を旅行したり、お

互いに知識を交換したりする必要から、一種のギルド（同業組合）のような秘密組織をつ

くって、きびしい異端糺問や焚刑などの弾圧をまぬがれた。教会から禁じられた学問を研

究する知識人たちには、どうしても、このような相互扶助の地下組織が必要だったのであ

る。薔薇十字団とは要するに、このような知識人たちの地下組織の発展した形であろうと

思われる。たとえば、十六世紀初めの天才的な医者で、魔術師としても評判の高かったパ
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ラケルススが、あれほどカトリックや保守勢力に憎まれ、多くの敵を周囲にもちながら、

ヨーロッパ各地の貴族や豪商の家を転々と渡り歩き、どこへ行っても冷遇されることがな

かったという事実は、彼が当時の何らかの秘密組織に属していたのではなかったろうか、

という推測を生ぜしめる。医者として彼がいかにすぐれた腕をもっていたにもせよ、組織

の力がなければ、あの混乱の時代に、世界を股にかけて悠々と放浪生活を楽しむことなど、

とてもできない相談だったにちがいないのである。合言葉やバッジなどを示しさえすれば、

組織の加盟者は、どこへ行っても宿を貸してもらえる。また逆に、それぞれの町の職人組

合や秘密団体の方でも、未知の知識を吸収するために、すすんで外国人や他国者と交渉を

持つことを望んでいたので、技術や思想の面における一種の国際交流が、中世の未期から

ルネサンス期にいたるまで、社会の裏面でひそかに活撥に行われていたらしい。 
 技術をみがくための純然たる職人組合もあれば、教養や学問を深めるための学生の団体

もあり、そうかと思うと、音楽家や画家のための修業団体もあった。彼らは各地を旅行し

て、名のある親方（マイステル）のもとに住みこみ、そこで見聞をひろめたり、腕をみが

いたりするのである。ゲーテの小説『ウィルヘルム・マイステル』に出てくる「塔の結

社」などは、そのような修業団体の典型的なものであろう。 
   さらにもう一つ、このような秘密団体を誕生せしめる好適な地盤をつくったものは、と

くにドイツでさかんになった、ルターやメランヒトンをはじめとする宗教改革の運動であ

った。つまり、純粋な学問や技術に対する研究熱に、さらに政治的・宗教的な革命思想が

結びついていたのである。ロオマの権力に対する叛逆の蜂火が上りはじめた十六世紀の未

期に、薔薇十字団の前身ともいうべぎ、いくつかの革命的秘密結社がドイツに名のりをあ

げた。たとえば、魔術師アグリッパの創立になる「黄金十字団」とか、錬金道士ストゥデ

ィオンによりニュールンベルクで結成された「福音十字団」などがそれである。すでにパ

ラケルススが、その著作のなかで、一五七二年の彗星は「近づぎつつある革命の徴候であ

り前兆である」とはっきり言明していた。当時、一部の知識人たちのあいだに、世界革命

の機運が熟しているかのような印象があったことは、たしかであろう。とくにパラケルス

スの弟子たちのあいだでは、師の予言に対する研究が熱心に行われていた。このような社

会的背景から、薔薇十字団は誕生したものと推定される。くわしいことは明らかにされて

いないが、たぶん、一六○○年ごろから団体活動をしていたのであろう。団員たちは、絶

対の秘密を守ることを誓っていたから、同団体の存在は、ある時期まで、世間にはほとん

ど知られていなかった。薔薇十字団が、はじめてその存在を公然と明らかにしたのは、一

六一四年以後のことである。この年から三年間にわたって三つの著作が次々とあらわれた

のである。それは、いわば現状打開をのぞむ当時のヨーロッパ知識人の心に強く訴える、

魅力的なマニフェストともいうべき書物であった。 
 
      その伝説、ローゼンクロイツの生涯 

さて、一六一四年に初めて出版されたドイツ語のパンフレットは、『世界の改革』という   
  題のものである。筆者は、ルター派の神学者で、薔薇十字の理想の熱心な布教者であった

ヴァレンティン・アンドレエであろうといわれているが、確証はない。この書物には、『同
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志会の伝承』という別のパンフレットも収録されており、さらに一年後には、『同志会の告

白』という書物も出た。 
   これらの神秘的な三部作は、ヨーロッパの知識階級のあいだに、一大センセーションを

捲き起したらしい。その後も、たびたび版を重ねた。もの好きな連中は、薔薇十字団の深

遠な教義や、その秘密を知ろうと躍起になった。若い哲学者のデカルトなども、友人を介

して、ぜひ薔薇十字団に加盟したいという意向を示していたといわれる。 
   では、いったい、この『世界の改革』をはじめとする三部作には、どんな思想が語られ

ていたのだろうか。 
   まず、クリスチャン・ローゼンクロイツという名の、ドイツの貴族の生涯に関する物語

がある。彼は一三七八年に生まれ、一四八四年に死んだことになっているので、じつに百

年以上も生きていたわけであるが、三部作の一つ『同志会の伝承』によれば、この伝説的

な怪人物こそ、薔薇十字団の遠い始祖だというのである。 
   幼いころ両親に死に別れたローゼンクロイツは、あるドイツの修道院で育てられていた

が、十六歳のとき、翻然として知識への欲求に目ざめ、東方旅行に出発した。そうしてモ

ロッコ、エジプト、トルコなどを訪れ、アラビアでは賢者の教えを受けた。その神秘なア

ラビアの学問は、彼がラテン語に翻訳した『Ｍの書』という書物のなかに述べられている

という。こうしてローゼンクロイツは、東方の聖なる秘密の知識にすっかり精通すると、

モロッコからスペインを通って、ふたたび故郷ドイツに帰ってきた。彼には、世界改革の

大使命が残されていたのである。しかしながら、改革の機はまだ十分に熟していないと判

断されたので、彼は、みずから僧院を建て、そこにひきこもって、研究生活に日を送るこ

とになった。少数の忠実な弟子たちが、彼のまわりに集まった。最初のうち、弟子は三人

であったが、やがて八人にふえると、次のような同志会の規約がつくられた。 
     一、われわれの活動は、もっばら無報酬で病人を治療することである。 
     一、われわれは特別な服装をしない。 
     一、われわれは毎年「聖霊の家」で会合する。 
     一、同志はそれぞれ後継者を選ぶ。 
     一、Ｒ・Ｃなる文字が、われわれの唯一の証印であり、紋章である。 
     一、同志会は向う百年間、公然と存在を明らかにしない。 
   こうして薔薇十字団の活動は、人目につかぬままに、着々と成果をあげはじめた。 
 
 上記の通り、薔薇十字団の６つの規則には、『１００年間の匿名』も含まれています。このこ

とと、（10－15）とは見事に符合します。つまり、我々が突き止めた、 
 
（９－８） 

ｍｅｄｉｌｌａ → ａｌｌｉｄｅｍ → ａｌｌ ｉｄｅｍ 
 
が匿名の規律に反するのです。 
 すでに§７までの議論によって確定している（７－12）に対し、medilla の機能を適用して得
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られた（10－15）と、（10－15）に対する薔薇十字団という自然な解釈、および（９－８）が符

合するのです（後の§１５において、我々はさらに（10－15）と薔薇十字団との符合を得るこ

とになります）。 
 Francis はこの暗号が１００年以内に解読されることを覚悟（というよりも期待）していたわ

けです。こうして彼が Rosicrucian であることが、次第に明らかになってきました。 
 薔薇十字団であれば、Rose の他に十字架も見つかるはずです。（10－13）のＴ字型が左右非

対称であることに注意してください。このＴ字に、先程の ｉ ｔ ａｍ を次のように繋げ

ることを考えましょう。 
 
（10－17） 

Ｒｏｓｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ  
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａｍｕｓ ｉｓ 
 

      ↓（ｍｅｄｉｌｌａの適用） 
 

Ｒｏｓｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａｓｕｓ ｉｓ 
 

      ↓（ｓの上昇） 
 
Ｒｏｓｅｓ ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａ ｕｓ ｉｓ 

   
    ↓（ｉｔａも持ち上げる） 
 
  ｉ 

    ｔ 
    ａ 

Ｒｏｓｅｓ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌ    ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕ    ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒ   ｕｓ ｉｓ 
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これで十字架は完成です。この十字架は次のように辿ることかできます。 
 
（10－18） 

  ｉ                       10ｉ 
  ｔ                                           11ｔ 
  ａ             １ ２ ３ ４ ５           12ａ        17  18 
Ｒｏｓｅｓ     Ｒ ｏ ｓ ｅ ｓ  ６ｓ  13ｓ            ｅ  ｓ 

    ｌ                   ７ｌ             16ｌ 
    ｕ                   ８ｕ             15ｕ 
    ｒ                  ９ｒ            14ｒ 
 
（10－19） 

Ｒｏｓｅｓ ｓｌｕｒ ｉｔ ａｓ ｒｕｌｅｓ． 
(英)薔薇(十字団員)たちは、規律に従い、それ(匿名がばれたこと)を非難する。 

 
十字架型配列の組み立て方（10－17）、および文字の追い方（10－18）、については、§１３

と§１４とにおいて、符合を得ます。 
  
§11 ｓｈａｋｅの操作と栄光の墓 
  
文学的な価値を抜きにしても Shakespeare の戯曲 Romeo and Juliet には、その由来となっ

ている他の作品にはない特徴がいくつか見受けられます。まず第一に、pun(英)洒落 です。こ

の戯曲には特に猥褻な洒落が目立ちます。この猥褻な洒落は主に、Nurse と Mercutio の二人に

よって発せられます。次に［35］と［22］から引用する第２幕第１場の最後の Mercutio の台詞

は、彼の台詞中でも最も卑猥なものなのですが、この台詞は比喩でこそあれ独り言であり、他

の洒落よりも単なる猥褻な台詞という感が強い。そのため、通読において違和感を感じさせる

（つまり目立つ）箇所となっています。 
 
（11－１） 

Ｍｅｒ． Ｉｆ ｌｏｖｅ ｂｅ ｂｌｉｎｄ，ｌｏｖｅ ｃａｎｎｏｔ ｈｉｔ  
ｔｈｅ ｍａｒｋ． 

       Ｎｏｗ ｗｉｌｌ ｈｅ ｓｉｔ ｕｎｄｅｒ ａ ｍｅｄｌａｒ ｔｒｅｅ 
       Ａｎｄ ｗｉｓｈ ｈｉｓ ｍｉｓｔｒｅｓｓ ｗｅｒｅ ｔｈａｔ  

ｋｉｎｄ ｏｆ ｆｒｕｉｔ 
       Ａｓ ｍａｉｄｓ ｃａｌｌ ｍｅｄｌａｒｓ ｗｈｅｎ ｔｈｅｙ  

ｌａｕｇｈ ａｌｏｎｅ． 
       Ｏ Ｒｏｍｅｏ，ｔｈａｔ ｓｈｅ ｗｅｒｅ，Ｏ ｔｈａｔ ｓｈｅ  

ｗｅｒｅ 
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      Ａｎ ｏｐｅｎ－ａｒｓｅ ａｎｄ ｔｈｏｕ ａ ｐｏｐｅｒｉｎ  
ｐｅａｒ！．．．．．． 

 
  マキューシオ 
    恋が盲目なら、的は射抜けないな。 
    今頃あいつはカリンの木陰に座り 
    恋人がその実のようであってほしいと思ってるさ。 
    娘たちはカリンと言うたび忍び笑いをするんだ。 
    ああ、ロミオ、貴様の恋人が尻に割れ目のあるカリンで 
    貴様が細長いナシだといいなあ 
 
 この pear と medlar の台詞は，§９の pyrum→pyrus と medilla を思い出させます。こうし

て我々にとって Mercutio と pear という語が結び付けられます。 
 ここで唐突ですが（８－２）を再掲します。 
 
（８－２） 

Ｗｉｌｌｉａｍ Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅ 
Ｆｒａｎｃｉｓ Ｂａｃｏｎ 

 
この（８－２）によって、Ｗｉｌｌｉａｍ → Ｗｉｌｌｉ ａｍ の分離が行われたのです

が、その後の（８－５）の直前に述べた操作、（８－８）、および（９－１）も含めると、結局

次のような分離がなされたことがわかります。 
 
（11－２） 

①Ｗｉｌｌｉａｍ → Ｗｉｌｌｉ ａｍ  ［（８－２）］ 
↓５文字区切りの遺伝 
②ｓｐｅａｒｅ → ｓｐｅａｒ ｅ    ［（８－５）の直前の操作］ 
↓最後尾分離の遺伝 
③Ｗｉｌｌｉ → Ｗｉｌｌ ｉ      ［（８－５）の直前の操作］ 
↓４文字区切りの遺伝 
④ｓｐｅａｒ → ｓ ｐｅａｒ      ［（８－８）］ 
↓先頭分離の遺伝 
⑤Ｗｉｌｌ → Ｗ ｉｌｌ        ［（９－１）］ 

 
 この先にもさらに⑥が続くものと捉え、ｐｅａｒ を眺めると 
 
（11－３） 

ｐｅａｒ → ｐ ｅａｒ 



   makio harada    - ６９ -    薔薇の封印『数学のいずみ』版 改定第３版    
最終印刷日時：3/31/2003 10:41 PM 

がある意味を成すことに気付きます。 ear(英)･耳･耳状の物･(茶碗や水差しなどの)耳 です。

なるほど ｐ という文字は、コーヒーカップや水差しの取っ手と同じ形です。つまり ｐ 

を耳とみなすわけです。耳である以上もう一つあるはず。これ以外の ｐ を捜すと、

Pyramus のイニシャルに見つかります。 
 解読の世界への Pyramus の登場を決定的にしたのは（７－12）です。 
 
（７－12） 

Ｒｏｍｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａｍｕｓ ｉｓ 

 
 Pyramus の綴りから、耳の証である『もう一つ』という意味を捜すと ramus(羅)･分枝･分流 

を得ます。そしてさらに ram(英)･ぶつかる･押しつける です。 
 
（11－４） 

Ｐｙｒａｍｕｓ ―┬→ Ｐｙ ｒａｍｕｓ 
           │      (分枝) 
           │ 
           └→ Ｐｙ ｒａｍ ｕｓ 
                (我々を押しつけよ) 
 
これにより、ｐｙ と ｐ ｅａｒ とを押しつけることとなります。しかし単に  
ｐｙｐｅａｒ としたのでは二つの ｐ が両耳であることにはならないので、ｐｅａｒ→ 
ｐ ｅａｒ の直接の要因である Ｗｉｌｌ→Ｗ ｉｌｌ が、（９－２）において  
ｉｌｌ Ｗ とされたことに倣い、次のようにします。 
 
（11－５） 

ｐｙ ＋ ｐ ｅａｒ → ｐｙ ＋ ｅａｒ ｐ → ｐｙｅａｒｐ  
 
この結果を（７－12）に代入すれば 
 
（11－６） 

Ｒｏｍｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
ｐｙｅａｒｐ  ｉｓ 
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を得ます。次にここまでの操作にたいする符合を確認して行きましょう。まず（11－２）に

（11－３）を繋げると次の通り。 
 
（11－７） 

①Ｗｉｌｌｉａｍ → Ｗｉｌｌｉ ａｍ  ［（８－２）］ 
↓５文字区切りの遺伝 
②ｓｐｅａｒｅ → ｓｐｅａｒ ｅ    ［（８－５）の直前の操作］ 
↓最後尾分離の遺伝 
③Ｗｉｌｌｉ → Ｗｉｌｌ ｉ      ［（８－５）の直前の操作］ 
↓４文字区切りの遺伝 
④ｓｐｅａｒ → ｓ ｐｅａｒ      ［（８－８）］ 
↓先頭分離の遺伝 
⑤Ｗｉｌｌ → Ｗ ｉｌｌ        ［（９－１）］ 
↓３文字区切りの遺伝 
⑥ｐｅａｒ → ｐ ｅａｒ 

 
ここで pear を生じる④が Mercutio を意味すると解し、続く⑤の Ｗ ｉｌｌ を、Ｗの文字

のごとく重なる ill(英)災難 と解せば、この６回の Ｓｈａｋｅ が人の死を意味している

ことがわかってきます。Shakespeare の Romeo and Iuliet では、第１幕第１場の Prince の台詞

により、両家の間に過去３回の争いがあった、とされます。この過去の争いが（11－７）の①

②③に該当し、これら３回の shake では、過去であることを示すかのように、どれも語の末尾

が断ち切られているのです。一方、劇中の実際の死は、Mercutio、Tybalt、Paris、Romeo の順

ですが、前述の通り④が Mercutio の死を、そして⑤がそれに引き続いて起こった災難、つまり

Romeo の復讐による Tybalt の死を意味し、⑥ｐｅａｒ → ｐ ｅａｒ によって切断される 

ｐ は、Paris のイニシャルに符合するのです。これら劇中の死はいずれも語の頭を断ち切られ

ることで、過去の３回のものとはっきりと類別されています。これらは、shake の操作に対する、

十分な符合を与えています。従って medilla へのさらなる符合（§１２で述べることになりま

す）を除けば、§９までの解読はここで一応完了したといえます。 

とはいえ（11－７）の一連の流れの把握を抜きにして考えるならば、⑥と Paris（の死）との

関連は、イニシャルＰの一致が確認されるのみであり、④や⑤に較べて弱いものとなっていま

す。この疑問点（今後はそれを Paris の問題と呼ぶことにしましょう）は、§１５において解

決されることにます。 

 一方（11－７）によれば、さらにこの順で進み Romeo のイニシャル Ｒ も断ち切られると

予測するのが自然ですが、実はこの Ｒ はもっと別の操作によって別の結果をもたらすこと

になります。この件については後に譲るものとし、もう少し、Ｐ ｅａｒ について議論して

みましょう。 
第５幕第３場で Paris を殺害した Romeo が Paris の亡骸に向かって投げかける台詞の一部を

［35］［22］から引用します。 
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（11－８） 

Ｒｏｍｅｏ． 
   ．．．．．．Ｏｎｅ ｗｒｉｔ ｗｉｔｈ ｍｅ ｉｎ ｓｏｕｒ ｍｉｓ 

－ｆｏｒｔｕｎｅ‘ｓ ｂｏｏｋ． 
   Ｉ‘ｌｌ ｂｕｒｙ ｔｈｅｅ ｉｎ ａ ｔｒｉｕｍｐｈａｎｔ ｇｒａｖｅ． 
 

ロミオ 俺と共に悲運の名簿に名を記された男。 
    栄光の墓に葬ってやろう。 

 
この台詞は、先の Ｐ ｅａｒ の解釈と（７－12）→（11－６）の操作とに見事に符合して

います。（７－12）はまさに悲運の４人の名簿であり、そこに続けて名を記すことは、Pyramus
のさらに下に記すことになるのですが、前述のとおり Pyramus は bottom(英)底 であるので、

それはご法度。だから仕方なく（11－６）のような形態をとることになる，というわけです。

では、栄光の墓とは一体何か。（11－６）の ｐｙｅａｒｐ を次のように解してみましょう。 
 
（11－９） 

ｐｙｅａｒｐ → ｐ ｙｅａｒ ｐ 
 
これまでの推理で ｙｅａｒ を意識したのは薔薇十字団の １００年の匿名 においてです。

一方、Ｐ はアルファベットの１６番目に位置している（（４－５）の直前の議論を見よ）ので、 
 
（11－10） 

ｐｙｅａｒｐ → ｐ ｙｅａｒ ｐ → １６ １００年 １６ 
→ １６×１００＋１６＝１６１６年 

 
と推理できます。この１６１６年は Shakespeare が死亡した（とされる）年です。彼の遺書に

は１６１６年３月２５日の日付がありますが、この３月＝Ｍａｒｃｈ が意外なところに隠れ

ているのです。（11－６）の前身の（７－12）を再掲します。 
 
（７－12） 

Ｒｏｍｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａｍｕｓ ｉｓ 

 
この悲運の４人の名簿では Brutus のみが姓で記されています。彼のフルネームは Marcus 
Junius Brutus。名の Marcus と Junius も ｕｓ で終わっています。Shakespeare の戯曲

Julius Caesar 中の Marcus Junius Brutus は、Lucius Junius Brutus の子孫という設定です。



   makio harada    - ７２ -    薔薇の封印『数学のいずみ』版 改定第３版    
最終印刷日時：3/31/2003 10:41 PM 

Marcus Junius Brutus を、この祖先と識別できるのは、Junius ではなく Marcus なのです。

（11－６）の Brutus を次のように Marcus に訂正し、なおかつこの名と March とを複合させ

てみましょう。 
 
（11－11） 

Ｒｏｍｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｍａｒｃ ｕｓ  ｈ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
ｐｙｅａｒｐ  ｉｓ 

 
これで１６１６年３月です。２５日の方は、Brutus のミドルネーム が Junius(羅)６月 であ

ることを意識して、Iulius(羅)７月→７ とし、これと Ｒ＝アルファベット１８番目の文字 

→ １８ との合計が２５なのです。このようにして、遺書の日付が得られるのですが、この

操作に対する符合は次のように巧妙です。 
（11－11）の ａｎｄ の列を上から順に記すと 

 
（11－12） 

ａｎｄ ｅｔ ｈ ｅ ｉｓ → ａｎｄｅｔｈｅｉｓ 
 
この綴りには death(英)死 に似た ｄｅｔｈ が混ざっています。これを次のように抽出・分

離するのです。 
 
（11－13） 

ａｎｄｅｔｈｅｉｓ → ｄｅｔｈ ａｎｅｉｓ 
 
ａｎｅｉｓ は逆から読むと、siena=Siena です。§４の図式によれば、これは Masuccio の作

品に登場する地名であり、da Porto 以後の、我々の Verona に該当する地名です。 
 
（11－14） 

ａｎｄｅｔｈｅｉｓ → ｄｅｔｈ ａｎｅｉｓ → ｄｅｔｈ ａｎｅｉＳ 
            → ｄｅｔｈ ａｎｏｒｅＶ 
 
と解釈し、例によって Vero の前の deth に含まれる ｅ を変換することとなります。以前の

変換に拠れば ｅ →  →  → ａｅ つまり ｅ → ａｅ でしたが、Verona が

逆綴りであるため、ｅ → ｅａ とすると考えるのです。これによって ｄｅｔｈ → ｄ

ｅａｔｈ となるのです。 
 ところで（11－11）の解釈における Iulius＋Ｒ ＝７＋１８＝２５日 にはかなりの無理が
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あります。元来 Iulius は７月を表し、７という数自体を表すわけではないのです。このような

理由から Iulius を削除してみると、月日は、March と Ｒ のみとなり、３月１８日というこ

とになります。この日付に近いものを捜すと、Arthur Brooke の死亡が １５６３年３月１９

日であり、年の違いを無視すれば、１日だけ違うことがわかります。じつはこの配列には

Brooke の死亡年月日も隠されているのです。これを示すためには、まず Marcus の行を Brutus
よりも下に記す必要があります。 
 
（11－15） 

Ｒｏｍｅ  ｏ  ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ ｕｓ  ｅ 
Ｍａｒｃ ｕｓ  ｈ 
ｐｙｅａｒｐ   ｉｓ 

 
次に、前述の通り Iulius を削除します。 
 
（11－16） 

Ｒｏｍｅ  ｏ  ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ ｕｓ  ｅ 
Ｍａｒｃ ｕｓ  ｈ 
ｐｙｅａｒｐ   ｉｓ 

 
この状態では March と Ｒ とで、３月１８日です。Ｒ＝１８番 であるから、１日の不足は、

ａ＝１番 で補うことを考えます。Ｒ と同じ行の ａ を、Ｒ の前に持ってくると、 
 
（11－17） 

ａＲｏｍｅ  ｏ   ｎｄ 
 Ｉｕｌｉ ｕｓ  ｅｔ 
 Ｂｒｕｔ ｕｓ  ｅ 
 Ｍａｒｃ ｕｓ  ｈ 
 ｐｙｅａｒｐ   ｉｓ 

 
これで、ａＲ＝１＋１８＝１９ として、３月１９日 が完成するのであるが、これに符合す

るように、１，３行の冒頭には、 
 
（11－18） 

ａＲ，Ｂｒ＝Ａｒ．Ｂｒ．＝Ａｒｔｈｕｒ Ｂｒｏｏｋｅ  



   makio harada    - ７４ -    薔薇の封印『数学のいずみ』版 改定第３版    
最終印刷日時：3/31/2003 10:41 PM 

が現れています。（ （４－２）の直前で述べたように，Arthur Brooke の”Tragicall historye of 
Romeus and Iuliet”の 1562 年版の表題では、THE TRAGICALL HISTORYE OF / ROMEUS 
AND JULIET / written in Italian by Bandello, and nowe in / Englishe by Ar. Br. で、Arthur 
Brooke の姓名は，ａＲ，Ｂｒとされていましたね。 ）さらに、それらの右の、最右列以外の

部分は 
 
（11－19） 

ｏｍｅ  ｏ → Ｏ，ｍｅ？ Ｏｕｔ ｕｓ！ 
   ｕｔ ｕｓ 
 
と読めます。つまり Brooke に、ｕｓ を追い出せ！ と言わせているのです。この指示通り、

（11－17）に残っている３，４行目の ｕｓ を追い払うと 
 
（11－20） 

ａＲｏｍｅ  ｏ   ｎｄ 
   Ｉｕｌｉ ｕｓ  ｅｔ 
   Ｂｒｕｔ     ｅ 
   Ｍａｒｃ     ｈ 
   ｐｙｅａｒｐ   ｉｓ 
 
ｕｓ を削除した列の左の列には、下から上へ 
 
（11－21） 

ａｃｔｅ→ａｃｔ ｅ 
 
ａｃｔ ｅ(英)･ｅを活動させよ が現れています。３行目右端の ｅ を指示の方向通りに下

から最上行へ移動させ、ｎｄ の左に据えれば、 
 
（11－22） 

ａＲｏｍｅ  ｏ  ｅｎｄ 
   Ｉｕｌｉ ｕｓ  ｅｔ 
   Ｂｒｕｔ         
   Ｍａｒｃ     ｈ 
   ｐｙｅａｒｐ   ｉｓ 
 
Ｉｕｌｉｕｓ を削除した第２行の ｅｔ を無視すると、最右列には 
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（11－23） 
ｈｉｓ ｅｎｄ 

 
が確認されます。これで最期の日である３月１９日の完成です。では１５６３年はどのように

表されているのでしょうか。 
（11－21）の指示による ｅ の上昇についてもう少し考えてみましょう。（11－20）や（11

－22）のもととなった（７－12）を再掲します。 
 
（７－12） 

Ｒｏｍｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａｍｕｓ ｉｓ 

 
（７－12）の最下行にいるのは，庶民である Pyramus（特に Ovidius がそう明記しているわけ

ではありませんが、物語の内容から Pyramus が庶民であることは明白です）。その上の行が貴

族（正確には特権的市民でしょう）である Brutus。さらにその上の行が皇帝である Caesar。そ

して最上行には国家そのものである Rome が位置しています。つまり（７－12）は権力の階層

を表しているのです。すると（11－21）の指示による ｅ の上昇は，Brutus で表された貴族

の地位から出世して，国家自体を表す Rome と同格に並ぶ
．．．．．

ことを表していることになります。

あたかも国家と結婚
．．．．．

でもしたかのように．．．．．．。そうです，この ｅ は貴族の地位から出世

して女王となり，『私は国家と結婚した』と言ってのけた Elizabeth Tudor に違いありません。

この解釈は後の§１３と§１４において、見事な符合を得ることになります。女王の即位は、

１５５８年であり、Brooke 死亡の５年前です。この５年の不足については、ｅ＝アルファベッ

ト５番目の文字 であることを用いて、先程無視した（11－22）２行目の ｅｔ を 
 
（11－24） 

ｅｔ → ｅ＋ → ５＋ 
 
と捉えることで、解決されます。つまり 
 
（11－25） 
   ｅｔ＆『（11－21）の指示による ｅ の上昇』 

＝ｅ＋『Elizabeth Tudor 即位』 
＝５＋１５５８ 
＝１５６３ 

 
です。(※なお、＋の記号については、たとえば、1540 年に出版された Robert Recorde(1510～
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1558)による英語で著された算術の教科書 "The Grounde of Artes" 中にもすでに見うけられ

ます。) Tudor 朝は，英国国教会を創設して Rome 教会と張り合った王室であり，Elizabeth 
Tudor は英国国教会の申し子のような存在です。彼女が上昇して向かう先は Rome ではなく，

英国王室を表す Rose のはずです。前述の medilla の適用によって、（11－22）の最上行で ｍ

→ｓ の変換を行うと 
 
（11－26） 

ａＲｏｓｅ  ｏ  ｅｎｄ 
   Ｊｕｌｉ ｕｓ  ｅｔ 
   Ｂｒｕｔ         
   Ｍａｒｃ     ｈ 
   ｐｙｅａｒｐ   ｉｓ 
 
１行目は arose(英)『arise(英)･昇る』の過去形、３列目には sure(英)確かに が確認されます。 
つまり arose sure(英)確かに上昇した です。これは先程の act e の指示による ｅ の上昇、

およびそれによって示されているとした Elizabeth の即位が、真実・事実であったことと符合し

ます。こうして確定した（11－26）には、Brooke の死亡年月日と ｐｙｅａｒｐ とが共存し

ているのです。これら二つの関係については、§１５において論じることになります。 
 
§１２ Ａｒｔｈｕｒ Ｂｒｏｏｋｅ 
 
 §７までの解読においては、Romeo Mountague と Iuliet Capulet が中心的な役割を果たした

わけですが、§４の図式に掲げたように，この恋人達の姓名は Shakespeare の戯曲とともにい

きなり誕生したわけではありません。しかし暗号解読で確認されたように、彼はこの二人の名

の綴りをまるで知り尽くしているかのようです。この謎は何を意味するのでしょうか。謎をも

う一つ紹介しましょう。（７－14）の配列において、ｏの縦列に ｕｓ が集中しましたが、こ

の配列の１行目の Romeo を Arthur Brooke の Romeus に変えると、見事に ｕｓ のみの縦

列になるのです。 
 
（12－１） 

Ｒｏｍｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａｍｕｓ ｉｓ 

 
          ↓（Ｒｏｍｅｏ→Ｒｏｍｅｕｓ） 
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Ｒｏｍｅ  ｕｓ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａｍｕｓ ｉｓ 

 
これらの謎は§１１の後半の議論と共に、我々を Shakespeare 以前の作品の解読へと誘います。

まずは Brooke の作品 からとりかかりましょう。彼の Romeus and Iuliet では前述の通り、

Romeus の姓がばらばらです。［44］のテキストに拠ってこの点を調査していきましょう。

Brooke のこの作品は３０２０行の長編詩の体裁をとっているので、各語の位置は、行と何語目

かとによって確実に指定できます。Romeus の姓を同一のものも漏れなく出現順に全て挙げれば

次の通りです。 
 
（12－２） 

  line     word 
  ①  ３０   ８ Ｍｏｎｔａｇｅｗ 
  ②  ５３   ８ Ｍｏｎｔａｇｕｅ 

③ １６５   ４ Ｍｏｎｔａｇｅｗ 
④ ３５３   ６ Ｍｏｎｔｅｇｅｗｅ 
⑤ ３５５   ４ Ｍｏｎｔｅｇｅｗ 
⑥ ５８２   ８ Ｍｏｎｔｅｇｕｅ 

  ⑦ ９６２   10 Ｍｏｎｔａｇｅｗｅｓ 
⑧ ９７５   ４ Ｍｏｎｔａｇｅｗｅｓ 
⑨ ９７８   ６ Ｍｏｎｔａｇｅｗｅｓ 
⑩１０３８   ５ Ｍｏｕｎｔａｇｅｗｅｓ 
⑪１０４３   ２ Ｍｏｎｔａｇｅｗｅｓ 
⑫２９３０   ２ Ｍｏｎｔａｇｅｗｅｓ 
⑬３００６   ２ Ｍｏｎｔａｇｅｗｅｓ 

 
①～⑥では語尾に ｗ と ｅ が交互に現れています。一方⑦～⑬では語尾は全て ｅｓ 

です（これは無論、家名を示す複数形語尾です）。これによってこの１３個の語が、①～⑥と⑦

～⑬の２つのグループに大別されます。さらに、⑦～⑬に限れば、ちょうど真ん中の綴りに限

って一文字多くなっています。同様のことが①～⑥の範囲にも及んでいると予測し、①～⑥に

おいては、①が他とは違う特殊な扱いを受けるであろうと推理します。①は逆から読むと 
 
（12－３） 
Ｍｏｎｔａｇｅｗ → ｗｅｇａｔｎｏＭ → ｗｅ ｇａｔ ｎｏ Ｍ 
                     （我々はいかなるＭも得なかった） 
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となります。［３］によれば、ｇａｔ(古英)ｇｅｔの過去形 です。今度は、次のような操作を

行いましょう。たとえば①については、行内の８番目の語であることから、Ｍｏｎｔａｇｅｗ 

の８文字目 ｗ をマークして、さらに右端に書き出します。この操作を①～⑬全てについて

行うのです。 
 
（12－４） 

  line     word 

①  ３０   ８ Ｍｏｎｔａｇｅｗ    ｗ  Ｍｏｎｔａｇｅｗ 

②  ５３   ８ Ｍｏｎｔａｇｕｅ    ｅ   １           ３ 

③ １６５   ４ Ｍｏｎｔａｇｅｗ    ｔ 

④ ３５３   ６ Ｍｏｎｔｅｇｅｗｅ   ｇ 

⑤ ３５５   ４ Ｍｏｎｔｅｇｅｗ    ｔ 

⑥ ５８２   ８ Ｍｏｎｔｅｇｕｅ    ｅ 

⑦ ９６２   10 Ｍｏｎｔａｇｅｗｅｓ  ｓ 

⑧ ９７５   ４ Ｍｏｎｔａｇｅｗｅｓ  ｔ               ２ 

⑨ ９７８   ６ Ｍｏｎｔａｇｅｗｅｓ  ｇ 

⑩１０３８   ５ Ｍｏｕｎｔａｇｅｗｅｓ ｔ 

⑪１０４３   ２ Ｍｏｎｔａｇｅｗｅｓ  ｏ 

⑫２９３０   ２ Ｍｏｎｔａｇｅｗｅｓ  ｏ 

⑬３００６   ２ Ｍｏｎｔａｇｅｗｅｓ  ｏ 

 

 ｏ＝ゼロ と解すことで、⑪～⑬のｏの縦列を無視することにより、２が得られます。１は、

E 字型のようなものですが、先程の ｗｅ ｇａｔ ｎｏ Ｍ が読めるような向きを意識して、

①とともに９０度だけ反時計回りに回転させれば、３のようにＷ字型となります。時計と逆回

りの操作によって３の Ｗ を得たことから、１と３では、３が前者であり、１が後者である

ことになります。つまり３と１がこの順で連続して ＷＥ を意味するのです。この ｗｅ 

は、①～⑥の語尾を順にたどることによって得られる３つの ｗｅ と、ｗｅ ｇａｔ ｎｏ 

Ｍ の ｗｅ とに符合します。１と２は（我々は１と２をその順に獲得したことに注意しま

しょう）、この順で ｅｓ であり⑦～⑬の語尾 ｅｓ と符合します。そして３と２の表す 

ＷＳ は William Shakespeare のイニシャルと一致します。（12－４）では、まず １と２とを、

１ ２ の順に獲得し、さらに時計と逆回りの操作による時間的前後関係から、その後に得た 

３ が 時間的には１の前であるとしました。つまり 我々の時間的順序づけでは３ １ ２ 

の順です。英語のアルファベットとしては、１＝Ｅ，２＝Ｓ，３＝Ｗ であり、３ １ ２ 

の順にたどれば ＷＥＳ つまり ＷＥ Ｓ(英)我々Ｓ です。 

 だが①～⑬の末尾によるヒント無しで眺めた場合、２で示された ｓ は、まともなｓ字型

とはいえず、１もまともなＥ字型ではありません。１は Ｅ というよりはむしろギリシア文

字のΣ字型です。ところで§８で述べた通りギリシア文字 Σ （Σは大文字であり、小文字

ｗ
ｅ
ｇ
ａ
ｔ
ｎ
ｏ
Ｍ 
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はσです）は英語の Ｓ の前身でした。（12－３）において、古英語のしかも過去形が登場し

たことを思い出しましょう。これを手がかりとして、我々は遙か遠い昔にまで遡ることとなる

のです。次に掲げる一覧表は、［１３］から引用したものです。 
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（12－５） 
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 さきほどの ＷＥ Ｓ の言葉通り、１ ２ ３の示す形がいずれも英語のＳの祖先の形で

あることがわかります。つまり後のギリシア文字σの前身なのです。ちなみに文字 σ の異

体字  は、我々がそれを１８０度回転して cedilla を、そしてさらに後に medilla を得た、

medilla の原型とでも言えるあの形です。（12－５）の表の下の注には、地域によって１と２が

用いられた所と、Ｍ型が用いられた所があり、さらにＭ型の方は後に消滅した旨が記されてい

ます。これはまさに ｗｅ ｇａｔ ｎｏ Ｍ です。また、１ ２ ３の中で最も古いもの

が３のフェニキア文字であることは、我々の時間的順序 ３ １ ２ において３が最も早期

であったことと符合しています。 
 一方（12－５）の表によれば１と２のどちらも使用していた地域は、アテネとボイオティア

の２地域。Shakespeare の同時代人にとって、この方面の知識の拠り所となったであろう主要

な文献はヘロドトスの『歴史』です。このことは[66]の存在からも納得がいきます。次に掲げる

のは[65]BOOK FIVE p.299-300 からの引用と、その拙訳です。 
 

（12－６） 
The Gephyraei, to whom the two men who killed Hipparchus belonged, came, by their 
own account, originally from Eretria; but I have myself looked into the matter and find 
that they were really Phoenicians, descendants of those who came with Cadmus to what 
is now Boeotia where they were allotted the district of Tanagra to make their homes in.  

After the expulsion of the Cadmeans by the Argiva, the Gephyraei were expelled by 
the Boeotians and took refuge in Athens, where they were received into the community 
on certain stated terms, which excluded them from a few privileges not worth 
mentioning here. The Phoenicians who came with Cadmus - amongst whom were the 
Gephyraei - introduced into Greece, after their settlement in the country, a number of 
accomplishments, of which the most important was writing, an art till then, I think, 
unknown to the Greeks. At first they used the same characters as all the other 
Phoenicians, but as time went on, and they changed their language, they also changed 
the shape of their letters. At that period most of the Greeks in the neighbourhood were 
Ionians; they were taught these letters by the Phoenicians and adopted them, with a few 
alterations, for their own use, continuing to refer to them as the Phoenician characters - 
as was only right, as the Phoenicians had introduced them.  

 
ヒッパルカスを殺害した二人はゲフィラの一族の者たちであり、この一族は自分たちを

エリトリアの出身だというが、私が自分で調べたところによれば、彼らは実はフェニキア

人であり、カドモスと共に今日ボイオティアと呼ばれるところにやって来た人々の末裔で

ある。 
アルゴス人によるカドモス人の排除の後に、ゲフィラの一族はボイオティア人に追い払

われ、アテネに避難したが、その地では彼らは、いくつかの特権（ここでそれらの特権に



   makio harada    - ８２ -    薔薇の封印『数学のいずみ』版 改定第３版    
最終印刷日時：3/31/2003 10:41 PM 

ついて述べることは無意味であろう）を与えられないという一定の条件を付けられた上で、

受け入れられた。カドモスと共にやって来たフェニキア人たち（その中にゲフィラの一族

も含まれるわけだが）はギリシアに定住し、多くの知識をもたらしたが、それらの中で最

も重要なものは文字を記すことであり、それはそれまでギリシア人が知らなかったことで

あっただろう。初めの頃には彼らは、他の全てのフェニキア人と同じ文字を用いていたが、

時は経ち、彼らの言葉は変化し、その文字の形も変貌を遂げたのだ。当時、その地域のギ

リシア人のほとんどはイオニア人であり、彼らイオニア人は、フェニキア人からこれらの

文字を教えられ、使うようになった。彼らは自分たちの使い勝手の都合上、文字にいくつ

かの変更を施し、そしてなおもそれらの文字を『フェニキア文字』と呼んだのであるが、

これはただ単に、そもそもはフェニキア人がもたらしたものだ、という意味に過ぎないの

だ。 
 
 史実がどうであったかは別として、Shakespeare の同時代人は（12－６）によって、フェニ

キア文字がまずボイオティアに導入されてその後のギリシア文字の発祥となった、と信じたは

ずです。（12－６）のゲフィラの一族代々の フェニキア→ボイオティア→アテネ という経路

については、我々の地理的時間的順序でも 

 

（12－７） 

   ３    →    １ ２ 

フェニキア文字     ボイオティア文字 

              アテネ文字 

 

となっており、符合しています。 
 ３と１のｗｅが気付かせたところの、①～⑥の語尾を順にたどることによって得られる３つ

の we は（７－14）以来お馴染みの３つの us と符合し、その符合はさらに、（10－15）以外の

さらなる２つの our の登場を予感させてもいます。 
 ここでまた、Shakespeare の Romeo and Juliet に言及することとなります。次に掲げる第２

幕第４場の終わりの Nurse と Romeo の会話は、英文については、［35］からの引用であり、

和文については拙訳です。 

 
（12－８） 

Ｎｕｒｓｅ． ．．．．．．Ｄｏｔｈ ｎｏｔ ｒｏｓｅｍａｒｙ ａｎｄ Ｒｏｍｅｏ 
ｂｅｇｉｎ ｂｏｔｈ ｗｉｔｈ ａ ｌｅｔｔｅｒ？ 

Ｒｏｍｅｏ．Ａｙ，Ｎｕｒｓｅ，ｗｈａｔ ｏｆ ｔｈａｔ？ Ｂｏｔｈ ｗｉｔｈ 
ａｎ‘Ｒ’． 

Ｎｕｒｓｅ．Ａｈ，ｍｏｃｋｅｒ！Ｔｈａｔ‘ｓ ｔｈｅ ｄｏｇ’ｓ ｎａｍｅ， 
‘Ｒ’ｉｓ ｆｏｒ ｔｈｅ──Ｎｏ，Ｉ ｋｎｏｗ ｉｔ ｂｅｇｉｎｓ 
ｓｏｍｅ ｏｔｈｅｒ ｌｅｔｔｅｒ； 
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乳母  ローズマリーとロミオはどっちもおなじ頭文字だよね？ 
ロミオ そうだよ、ばあさん、それがどうかしたのかい？どっちもＲだよ。 
乳母  えっ、真似してんのかい！そりゃ犬の名前でしょうが。Ｒってのは 

──いやいや、犬は別の頭文字だね。 
 
 一見異様なこの Ｒ と犬の関係についての解釈のために、Shakespeare 研究者の多くは、

１６００年頃に刊行された Ben Jonson 著 ‘English Grammar’による「Ｒは犬の文字であ

り、音がそのように聞こえるのだ」という解釈、つまり、Ｒ の発音があたかも犬がうなって

いるように感じられる、という解釈を引き合いに出します。確かに妥当な線ではあるでしょう。

しかしこのような解説抜きで読む場合、Nurse が Romeo と Dog の二つのイニシャル、つまり 

Ｒ と Ｄ を間違え、すぐに慌てて訂正をしているように読めてしまいます。 
 ここで（12－５）の σ のすぐ上の ρ の変遷を記した行に注目しましょう。この行は 

ｒ の変遷を示しているわけですが、ｒ は１と２が使用された同時期の、同じアテネにおい

ては、現代の Ｒ と Ｄ にそっくりな
．．．．．

姿で記されていたようです。この『そっくりな』と

いうのが、Nurse の台詞 Ah, mocker ! と符合します。mocker(中英)滑稽にまねる人 です。

英語の文字 ｒ の祖先にあたるＤ字型のアテネ文字を見て、英語の文字 Ｄ を連想してい

る我々は、まさにＤの mocker(中英)滑稽にまねる人 です。このすぐ下に我々の１と２が記

されているのです。このことから この Nurse の難解な（従って通読において目立つ）台詞は、

この１と２のアテネ文字としての位置づけに対する符合になっていることがわかります。 
 ｓ の祖先であるフェニキア文字（つまり我々の３）が W 字型であることは、我々の

medilla の機能 ｍ → ｓ が、捉え方によっては、Ｍ → Ｗ という、それまでの Vero

の機能と同じ１８０度の回転であることを示しています。 
 
（12－９） 

Ｍ → Ｗ → Ｓ 
 
 cedilla の機能が ｃ の発音を〔ｓ〕に変えるのに対し、medilla の機能は文字 ｍ の姿を 

ｓ に変える働きを有していました。その medilla の機能が１８０度の回転とみなせることは、

medilla 操作の結果であるところの ｓ の、もとのギリシア文字  もまた、cedilla  

を１８０度回転した姿であることと符合します。 
 medilla の機能 ｍ → ｓ が、ｓ の祖先である W 字型によって、Ｍ → Ｗ と見な

せることは、medilla の登場を支えた（9－2）が（ｉｌｌ Ｗ）＝Ｍ という解釈の上に立って

いることと符合しています。 
 さらに現在の議論に現れている Ｍ → Ｗ の Ｗ はそもそもは３であり、３ と ２ 
とは William Shakespeare のイニシャルと符合していたわけですが、（ｉｌｌ Ｗ）＝Ｍ の 
Ｗ も同じく William Shakespeare の綴りの Ｗ 部分であったという符合を得ます。 
 さらに Ｍ → Ｗ の Ｗ が３であることは、３を得る時点で、左右逆綴りの ｗｅ 

ｇａｔ ｎｏ Ｍ が、正しく上から下へ配置され直し、ｗｅ ｇａｔ ｎｏ Ｍ という主
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張が３の誕生とともに出現したと解せることと符合します。 
 さらに大きな視点から眺めれば（12－９）の３つの文字型がいずれもギリシア文字の変遷

に関連していることと、我々が medilla を獲得する過程 → cedilla → medilla  が  

型で始まっていたこととが符合します。 
 さらに 
 
（12－10） 

ｍｅｄｉｌｌａ → ｍｅｄ．ｉｌｌ ａ → ｍｅｄｉｃａｌ ｉｌｌ ａ 
 
と考えてみましょう。medical ill は、病気を意味します。つまり ill W の ill と同義です。従っ

てここでも ill W と同様の操作により 
 
（12－11） 

ｍｅｄｉｌｌａ → ｍｅｄ．ｉｌｌ ａ → ｍｅｄｉｃａｌ ｉｌｌ ａ →  
 
としてみます。§８の no ash の第二の解釈 →ａ に従うならば、この（12－11）で得ら

れた  は（８－10）で得られた梨の果実だということになります。我々の medilla の原型

である(８－28)の操作は、(８－11)と(８－12)の操作を連続させたものだったわけですが、この

連続操作においては、(８－11)の時点で、 を１８０度回転させます。このことは、（12－
11）、§８の no ash の第二の解釈、そして前述の「medilla の機能 ｍ → ｓ が、捉え方

によっては、Ｍ → Ｗ という、それまでの Vero の機能と同じ１８０度の回転である」とい

うことの３つが符合することを示しています。 

 こうして我々は medilla にまつわる徹底的な符合を得たことになります。そして現時点での 

medilla の承認は、 

 
（８－１） 

Ｗｉｌｌｉａｍ Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅ 
Ｆｒａｎｃｉｓ Ｂａｃｏｎ 

 
の配列の承認でもあり、この二人の 
 
（９－８） 

ｍｅｄｉｌｌａ → ａｌｌｉｄｅｍ → ａｌｌ ｉｄｅｍ  
 
の承認でもあるのです。しかし Paris の問題等、まだ解決すべき事項は残されています。我々は

整合性を持って繋がる解釈の輪の発掘を目指しているのです。medilla や all idem は、輪の繋

がりの一部分に過ぎないのです。 
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§１３ （７－12）の解読（２）［文字の変遷について］ 
 
 （12－５）の １ ２ ３ は、フェニキア文字、アテネ・ボイオティアの文字と見なす場

合には、ＷＥ Ｓ で示されたとおり、Ｓの一族としてひとまとまりを成していました。この

まとまりのうち、３ ２ が William Shakespeare、つまり Francis Bacon を示していたわけ

です。つまり １ ２ ３ のＳの一族は、Francis Bacon の一族であると考えてよい。彼の

一族のうちの、１ ２ のすぐ上に位置した Ｒ と Ｄ は何を意味するのでしょうか。こ

れも人物の名前と捉え、さらに Nurse の台詞に従って、ある人物のイニシャルであると考えま

しょう。Francis Bacon である２のすぐ近くの、そしてすぐ上の立場にある人物です。真っ先

に浮かぶ名は Essex 伯 Robert Devereux です。Essex＝Ｅｓ＋ｓｅｘ(英)性 と解釈してみると、

Ｅｓ が１と２に該当することがわかります。残りの sex(英)性 については、ｗｅ ｇａｔ 

ｎｏ Ｍ として言及された Ｍ と、１と２の祖先の場所に位置する ３のＷとが、Ｍａｎ

とＷｏｍａｎであることに気付きます。たとえていうならば、１と２は、Ｗ の直系であり、

Essex 伯を表すと解釈した ＲＤ は Ｗ の傍系です。Ｗ と１と２が、共に medilla の 

ｓ を表す「血筋」であることを念頭に置いて、（10－17）をもう一度眺めてみましょう。 
 
（10－17） 

Ｒｏｓｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ  
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａｍｕｓ ｉｓ 
 

      ↓（ｍｅｄｉｌｌａの適用） 
 

Ｒｏｓｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａｓｕｓ ｉｓ 
 

      ↓（ｓの上昇） 
 
Ｒｏｓｅｓ ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａ ｕｓ ｉｓ 
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    ↓（ｉｔａも持ち上げる） 
 
  ｉ 

    ｔ 
    ａ 

Ｒｏｓｅｓ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌ    ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕ    ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒ   ｕｓ ｉｓ 

 
（10－17）の最下行をみると、Ｐｙｒｕｓ ｉｓ となっています。これが medilla 使用後の

（８－29）と一致することは、（７－12）→（10－12）と、（10－17）とにおいて実際に

medilla を使用したことに符合しています。 
 medilla によって現れた ｓ は、上昇していきます。庶民である Pyramus の位置から、次

に貴族である Brutus の位置へ、さらに皇帝である Caesar の位置を追い抜き、その上に君臨す

る Rose にまでたどり着いているのです。この時点で、それまで不完全であったＴ型が完成して

いるのです。 
 そう考えると、この Rose が英国王室であり、Ｔ字型が Tudor 朝を意味していることが解って

きます。Romeo and Juliet が世に出たとされる当時のイングランドの王座に君臨していたのは

Elizabeth Tudor こと Elizabeth 一世です。女王の存在は、Ｗｅ ｇａｔ ｎｏ Ｍ と符合し

ます。世継ぎの男つまりＭが居なかったため、女性 W が王位に就いたというわけです。そして

さらにこのことは、Ｗｅ ｇａｔ の Ｗｅ が王室を表すもの、つまり Royal We であり、 
Elizabeth を意味することをも示唆しています。振り返れば３と１はこの順序で ＷＥ を成

していたわけです。そして３の Ｗ は Ｍ に対し女性を表してもいたのです。これらのこ

とから３と１がどちらも Elizabeth を表す文字であることがわかってきます。１を Ｅ と見

なした場合、それは Elizabeth のイニシャルであり、一方３の Ｗ はフェニキア文字であっ

たわけですが、フェニキアという名は一族がフェニックスを崇拝していたことからついた名で

あり、Elizabeth もまた、当時のイングランドにあって、フェニックスという異名をとっていた

ことが知られています。 
 しかし１は Robert Devereux を示すＲＤの下に配されている文字です。Elizabeth が彼の下に

配されるというのは変です。Elizabeth を表すもう一つの文字３のほうは、Ｓの一族の冒頭に位

置し、ＲＤの下にあるわけではありません。 

この矛盾は何を意味するのでしょうか。 

 ＲＤ が表すものと解釈した Essex 伯は実際に Elizabeth と近い血縁であったことが知られ

ています([12] p .109 )。このことはＲＤが、Ｓの一族が記された行に隣接していることと符

合します。ならば、２がＳの一族であることは何を意味することになるのでしょうか。これは

Francis が彼女の直系だ、という主張のはずです。 

 （10－17）の最初の３つの不完全なＴ字型の左下の配置に注目しましょう。そこには次のよ
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うな意味が隠されています。ただし（13－１）における最初の Ｉｕ → Ｊｕ は、Iulius＝
Julius（Iuliet＝Juliet）によることに注意しましょう。 
 
（13－１） 

Ｉｕ   Ｊｕ             
Ｂｒ → Ｂｒ → ＪｕＢｒＰｙ → ＪｕＢ → Ｊｒ ｕＰ Ｂｙ 
Ｐｙ   Ｐｙ            ｒＰｙ 

 
→ Ｊｕｎｉｏｒ ｕｐ ｂｙ 

 
つまり 
 
（13－２） 

Ｒｏｓｅ                Ｒｏｓｅ 
Ｉｕｌ  → Ｊｕｎｉｏｒ ｕｐ ｂｙ   ｌ  
Ｂｒｕ                    ｕ 
Ｐｙｒ                   ｒ 

 
[４]に拠れば、junior(英)の語義として ･年少者･後進者 といったものが 1526 年の時点に確認

されます。Junior が（10－17）における上昇する ｓ を指していることは明白です。すると

この ｓ の動きが Elizabeth Tudor の息子 Francis（彼は２によって表されていた）の台頭を

表していることがわかります（そしてそのような解釈は、奇しくも[３]に拠る現代の junior(英
米)の語義 ･地位の低い人･息子 に一層符合するのです！）。ｓ が第一行に列することによっ

てＴ字型が完成することは、彼の即位によって Tudor 家が完全になることを意味しています。

つまり（10－17）は、Francis の悲願なのです。実はこのことは、既に（10－18）（10－19）に

おいて、明らかになっていたのです。 
 
（10－18） 

  ｉ                       10ｉ 
    ｔ                                           11ｔ 
    ａ                                          12ａ 

Ｒｏｓｅｓ     １ ２ ３ ４ ５  ６ｓ  13ｓ            17  18 
    ｌ        Ｒ ｏ ｓ ｅ ｓ  ７ｌ             16ｌ  ｅ  ｓ 
    ｕ                   ８ｕ             15ｕ 
    ｒ                  ９ｒ            14ｒ 
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（10－19） 
Ｒｏｓｅｓ ｓｌｕｒ ｉｔ ａｓ ｒｕｌｅｓ． 
薔薇(十字団員)たちは、規律に従い、それ(匿名がばれたこと)を非難する。 

 
 （10－18）の文字の辿り方に注目すると、Ｔの要に位置する ｓ（これも medilla によって

得られたものでした）が３回も通過され、中心となっていることが確認されます。この ｓ 

は端から上昇した ｓ の即位後の活躍と立場を示しているといえます。ところが、 
ｒｕｌｅｓ の語に限っては、この ｓ を避けるようにねじ曲がっていたのです。これは、

ｓの即位が ｒｕｌｅ から外れていること、さらに言えば、ｒｕｌｅ 自体がそのようにね

じ曲がったものであることに対する非難であり、そのように考えると（10－19）にはもう一つ

別の意味が含まれていたことがわかります。 
 
（13－３） 

Ｒｏｓｅｓ ｓｌｕｒ ｉｔ ａｓ ｒｕｌｅｓ． 
王室の者たちは、規律に従い、それ(Francis による王位継承)を非難する。 

 
前述の medilla の機能の解釈を思い出しましょう。 
 
（12－９） 

Ｍ → Ｗ → Ｓ 
 
この変化は、 男子の不在→Elizabeth の即位→Francis（の即位）  という Francis の願望そ

のものだったわけです。 
 （10－17）は（11－22）と対照的です。（11－22）における Elizabeth の即位が貴族からのス

タートだったのに対し、（10－17）の Francis の即位は Pyramus で表される庶民からのスタート。

実際、彼が Knight に叙せられるのは、Elizabeth 崩御の後なのです。 

 ＲＤは、３の息子であるが王位継承を認められていないところの２の面倒を見てやっている

わけです。これは３にとってもバツの悪いことであったに違いありません。３はしだいにＲＤ

の言動を重視することになってくるでしょう。ＲＤのほうも調子に乗って大きい態度に出てく

るかもしれません。自分が３の弱みを握っているものと、勘違いするようになるでしょう。Ｒ

Ｄが、３の弱みだと思いこんでいる事項が、１で表されているのです。つまり、１は、２と３

の親子の絆であり、Elizabeth と Francis によって共有される文字なのです。Francis の、王位

継承を認められないことへの苛立ちは、単に権力欲によるものではなく、自分が軽んぜられる

ことが、結局は女王が軽視される事態へと繋がってゆくのだ、という危機感によるものでもあ

ったわけです。 

 以上の議論は、実際に Robert Devereux が Elizabeth に寵愛されたこと、Robert Devereux の

台頭、そしてその延長線上に起こった謀反、さらには謀反に対する Francis の態度、という全

てと完全に符合しています。 



   makio harada    - ８９ -    薔薇の封印『数学のいずみ』版 改定第３版    
最終印刷日時：3/31/2003 10:41 PM 

 結局２が Francis 固有の文字である一方で、３と１は Francis と Elizabeth の親子によって

共有される文字なのです。 
§１３の事項については、§１４および§１８においても符合が得られます。 

 
§１４ Ｎｏｖｕｍ Ｏｒｇａｎｕｍ 
 
 Francis Bacon の名著 Novum Organum（１６２０年出版）において最も有名なものは４つ

のイドラでしょう。この４つのイドラは Francis と同姓の偉大な先達 Roger Bacon（1220 頃～

1292 頃）の『大著作』に登場する「四つの誤謬原因」（［33］p.43）に似ています。［８］の

『ベーコン・フランシス』の項によれば、４つのイドラは次の通り。 
 
（14－１） 

イドラ（幻像）とは人間精神の陥りやすい虚偽、あるいは一般的な誤謬を意味している。

ぞれは四種からなる。最初の二つのイドラは生得的で、精神の本性そのものに関係してい

て、除去することはできない。第三のイドラは人間精神に無意識に忍び込み、ある意味で

生得的でこれと不可分である。第四のイドラは外から押しつけられる。 
   第一のイドラは「種族のイドラ」ｉｄｏｌａ ｔｒｉｂｕｓで、人間性一般につきもの

の虚偽である。その最も著しいものは自然の中に現に存在している以上の秩序を想定する

傾向、それを肯定する例だけをあげて先入見を裏付けようとし、それを否定する例を故意

に無視しようとする傾向、小数の観察から一般化したり、単なる抽象すなわち心の虚構に

実在性を与える傾向である。また単に推測の基礎にすぎない感覚の薄弱さ、意志や感情が

悟性に及ぼす影響、事物の究極的原埋に到達しようという精神の絶えざる欲求、また人間

の世界認識は実は誤りを含むのに「人間は宇宙の尺度なり」とみなす信念などがら多くの

誤りが結果として出てくるのである。 
   第二のイドラは「洞窟のイドラ」ｉｄｏｌａ ｓｐｅｃｕｓである。これは各個人の特

殊な精神的、身体的条件によって生ずる誤りである。各人の精神状態によって事物の見解

が変るからてある。この種の誤りは各人の性向が無数の多様性をもつことから無数にある。

たとえば、ある者はすべての事物を自分の愛好する主題から色づけてゆがめたり、ある者

は古代あるいは近代のものを極端に愛好し、ある者は差異あるいは類似に行き過ぎた着目

をする傾向をもつ。 
   第三のイドラは「市場のイドラ」ｉｄｏｌａ ｆｏｒｉである。これは言語が精神に及

ぼす影響によって生ずる誤謬である。この最もやっかいな誤謬は特に哲学にとって致命的

であった。というのは言語は事物を観祭するのに二つの誤った仕方を導くからである。第

一に若干の言語は実在しないものに名称を与えるが、それらは名称を与えられただけで実

在すると考えられているのである。第二に若干の言語は小数の対象から性急に一面的に引

き出されたものに与えられた名称であるのに、次にはそのものに類似するすべてのものに

不注意に適用されるため、これは大きな混乱のもとをなしている。 
   第四のイドラは「劇場のイドラ」ｉｄｏｌａ ｔｈｅａｔｒｉである。これは既成の哲
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学体系と誤った論証方法とから帰結する誤謬てある。これら誤った哲学の論証方法は三種

類に分れる。第一は詭弁的なものて、その最上の例はアリストテレスである。彼は自然を

彼の抽象的図式に押し込め、定義によって説明しようとする。第二は経験的なもので、少

数の限られた経験からすぐに一般的結論に飛躍する。第三は迷信的なものて、詩的、神学

的な概念の導入によって哲学を腐敗させるのである。 
 
 これらは一般的真理であり、そして我々の暗号解読に対する露骨な挑戦状とも解釈できるで

しょう。 
 第一のイドラである「種族のイドラ」idola tribus にあっては、自分に都合のいい解釈ばかり

並べ立てる我々の基本姿勢に対する鋭い攻撃です。 
 第二のイドラである「洞窟のイドラ」idola specus にあっては、たとえば、Shakespeare の

死後に刊行されたはずの first folio を持ち出す一方、フェニキア文字まで引き合いに出す我々へ

の攻撃です。 
 第三のイドラである「市場のイドラ」idola fori は、実在しないストラットフォード生まれの

劇作家について云々することへの批判であり、これは我々に加勢しているようにも受け取れま

す。 
 第四のイドラである「劇場のイドラ」idola theatri にたいしては、我々の基本姿勢が、色々

な符合を用いて対処するという形をとっているので心配御無用でしょう。慎重に進まない限り

簡単に事の真相は明かさないぞ、という口振りです。 
 以上のように４つのイドラは、我々の解読に執拗につきまとう内容です。そしてこれらは、

（７－12）と同様４つあるのです。第一～四のイドラを順に記してみましょう。これらはラテ

ン語です。 
 
（14－２） 

ｔｒｉｂｕｓ 
ｓｐｅｃｕｓ 
ｆｏｒｉ 
ｔｈｅａｔｒｉ 

 
（７－14）を意識して、これらを頭の４文字で分離してみると、ｕｓ ｕｓ ｔｒｉ の３つ

が表れます。 
ｔｒｉ－ は３を意味する接頭辞であるので、ｕｓ ｕｓ ｔｒｉ は ３つとも ｕｓ と

見なすことが予測されます。 
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（14－３） 
ｔｒｉｂ   ｕｓ ──┐  ┌─ｕｓ 
ｓｐｅｃ   ｕｓ ──│ → │─ｕｓ 
ｆｏｒｉ        │  │ 
ｔｈｅａ   ｔｒｉ──┘  └─ｕｓ 

 
 （14－３）において第三のイドラのみが仲間外れにされていることは、上述の解釈において

第三のイドラのみが我々に加勢するものであったことと符合しています。 
tribus(羅)部族 は［３］によれば、tribe(英)･部族･連中･階級･家族 の語源。この語の下の 

ｓｐｅｃ の綴りと tribe(英) の意味から、species(英)･人類･人種･種類 という語が連想さ

れます。［３］によれば、species(英) の語源は  specere(羅)見える です。（14－３）の左の

部分には、（10－13）の Rose slur と同様に、Ｔ字型に specere が隠れているのがわかります。

Ｔ字型が不完全なのも（10－13）の最上部と同じですが、（10－13）よりもこちらのＴ字型の方

が小さくなっています。 
 
（14－４） 

ｔｒｉｂ ｕｓ 
ｓｐｅｃ ｕｓ 
ｆｏｒｉ    
ｔｈｅａ ｔｒｉ 

 
（14－４）の最下行では、Ｔ字型に含まれる ｅ を除いてみれば、 
 
（14－５） 

ｔｈｅａ → ｔｈ ａ → ａｈｔ（逆） → ａｈ，Ｔ！ 
 
となっています。ここでさらに、先程のラテン語の変身を実施してみましょう。つまり例によ

って 
 

ｔｒｉｂｕｓ → ｔｒｉｂｅ   ｕｓ 
ｓｐｅｃｕｓ → ｓｐｅｃｉｅｓ ｕｓ 

 
とするのです。 
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（14－６） 
ｔｒｉｂｅ   ｕｓ 
ｓｐｅｃｉｅｓ ｕｓ 
ｆｏｒｉ    
ｔｈｅａ    ｔｒｉ 

 
この第１行をみると、 
 
（14－７） 

ｔｒｉｂｅ   ｕｓ → ｔｒｉ ｂｅ ｕｓ → ｔｒｉ＝ｕｓ 
 
が確認できます。これは先の我々の予測と符合します。（10－13）の ｏ の縦列の ｏ １個 

ｕｓ ３個という配分を意識すれば、この（14－７）の結果である ｔｒｉ＝ｕｓ により、

（14－６）の第３行目には ｏ が必要とされるはずです。この不足の ｏ をカッコつきで

記し、暫定的に導入しましょう。 
 
（14－８） 

ｔｒｉｂｅ   ｕｓ 
ｓｐｅｃｉｅｓ ｕｓ 
ｆｏｒｉ    (ｏ) 
ｔｈｅａ    ｔｒｉ 

 
 Ｔ型が（10－17）のときよりも小さくなっていたことを思い出しましょう。§１３における

Ｔ字型の解釈を採用すれば、このＴの萎縮は Tudor の衰退を意味することとなります。この推

理は、実際にこの時代つまり１６２０年には既に Tudor 朝が終わっていたことと符合していま

す。また、このＴ字型が不完全であることは、（10－17）の ｓ の第一行目への上昇に該当す

る事項が起こらなかったこと、つまり Francis の即位が実現しなかったこと、と符合していま

す。一方§１１では（11－26）の第１行に上った ｅ を Elizabeth 一世 の即位と解釈しま

した。（14－８）でもやはり第一行に ｅ が位置しています。そしてさらにＴ字型の要にも 

ｅ が居座っているのです。この要の ｅ は、彼女の即位後の活躍と立場を表しているはず

です。しかし１６２０年には、彼女はもうこの世を去ってしまっているわけであり、これら２

つの ｅ は ｓｐｅｃｔｒｉ(羅)幻影の ｅ に過ぎません。つまり１６２０年当時の

Francis は Tudor の生き残りということになるのです。Tudor 家の衰退に際しての彼のとるべき

姿勢は、「Tudor をもっと尊重しろ！」であるはずです。当時の世の中にとっては、これは無理

な ｒｅｓｐｅｃｔ(英)尊重 です。これらのことから第２行にさらに ｔｒｉ を無理矢理に

押し込むことになります。こうしてできる（14－９）のＴ字型を縦横の順に辿ると、respect と

なるわけです。ｔｒｉはそれ自体では３を表す接頭辞と解せます。幾分唐突に見えるこの ｔ

ｒｉ の挿入は、次のように２種類の『３』について符合しています。つまりこの ｔｒｉ 
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の挿入によって第『３』行（つまり第３のイドラ）以外の『３』つの行が、いずれもｔｒｉを

含むこととなり、第『３』行を仲間外れにするのです。そしてこの『仲間外れ』は（14－３）

とも符合しているのです。 
 
（14－９） 

ｔｒｉｂｅ      ｕｓ 
ｓｐｅｃｔｒｉｉｅｓ ｕｓ 
ｆｏｒｉ       (ｏ) 
ｔｈｅａ       ｔｒｉ 

 
幻影である Elizabeth は Francis の思い出の中に住んでいます。（10－17）の ｓ がもともと

位置していた一番下の行（そこは（14－９）においても theatri(羅)『theatrum 劇場』の属格 

であり、Francis の思い出の場所、劇場です）に、この ｅ を連れてくることを考えましょう。

（10－17）の ｓ ならばそのまま下に降りて行けばよいが、（14－９）の ｅ は降りること

ができません。たとえ Elizabeth 一世 とはいえ第２行目の 
 
（14－10） 

ｉｅｓｕｓ＝Ｊｅｓｕｓ 
 
を横切るのは御法度なのです。 ｅ はそのまま真下に降りることを諦めて、右端の ｕｓ 

を押しのけて進んでから、下に降りることとなります。こうして ｅ は第４行目の ｔｒｉ 

の右端に落下します。 
 
（14－11） 
  ｔｒｉｂ            ｕｓ 

ｓｐｅｃｔｒｉｉｅｓ ｕｓ 
ｆｏｒｉ       (ｏ) 
ｔｈｅａ       ｔｒｉ ｅ 

 
 ところで Francis の即位が願望に過ぎなかったのに対し、Elizabeth の即位は現実の、承認さ

れたものであったわけです。そのようなわけで我々は（10－18）の rules が辿ったのと同様の

コースを、（14－11）においては、Ｔ字型の要の ｅ もしっかり通過しながら、辿ってみるこ

ととなります。すると･･････ 
 
（14－12） 

ｅｒｅｃｔｒｉ 
 
これはどうみても ｅｌｅｃｔｒｉ(羅)合金の の誤りです。そこで我々は、これを強引に書き
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直すという暴挙に出ることとなります。だがこの ｒ→ｌ という操作についても後にしっか

りと符合を得るので安心してください。 
 
（14－13） 

ｅｒｅｃｔｒｉ → ｅｌｅｃｔｒｉ(羅)合金の 
 
前出の specere(羅) には観察という意味もあります。specere electri(羅) 合金の観察、です。

薔薇十字団で合金の実験をしていたことがこれでバレはじめたようです。 
（14－13）の操作を（14－11）の配置で行うと、大変なことが起こっているのに気付きます。 

 
（14－14） 

ｔｒｉｂ           ｕｓ 
ｓｐｅｃｔｒｉｉｅｓ ｕｓ 
ｆｏｌｉ       (ｏ) 
ｔｈｅａ       ｔｒｉ ｅ 

   
第３行目には folio の語が出現します。first folio は１６２３年の出版。１６２０年のこの時点で

は、まだ出されていないはずなのです。これは一体どういうことでしょうか。我々の疑問をよ

そに Francis のほうも憤慨しています。というのは実は（14－13）の変換によって Ｔ字型の

respect を汚されているのです。Francis はもうじっとはしていられない。以前の母親のポスト

に就いて事態を打開しなければ･･････。このようにして、彼もまた、第１行に登場することと

なります。ところで彼はどこにいたのでしょうか。Tudor の末裔 Francis は、Ｔ字型の先端にい

るはずです。母親とよく似ているはずであることに注意しましょう。つまり彼はＴ字型の一番

下の ｅ なのです。なんと相も変わらず theatri(羅)『theatrum 劇場』の属格 の中にいたの

です。つまりは specere theatri (羅)舞台の観察 です。彼の姿が ｅ で表されていることは、

（12－４）１が Elizabeth と Francis に共有されていたことと符合します。この ｅ を（14
－８）の ｅ の場所にもってゆくこととなります。決起する francis の ｅ は諸々の障害を

飛び越えて上昇し、次のようになります。 
 
（14－15） 

ｔｒｉｂｅ          ｕｓ 
ｓｐｅｃｔｒｉｉｅｓ ｕｓ 
ｆｏｌｉ       (ｏ) 
ｔｈ ａ       ｔｒｉ ｅ 

 
（14－15）は次に示す通りの線で仕切った上で番号順で（たった一文字をのぞけば）読めるこ

とがわかります。 
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（14－16） 
  ①ｔｒｉｂｅ          ｕｓ 

②ｓｐｅｃｔｒｉｉｅｓ ｕｓ⑥ 
③ｆｏｌｉ       (ｏ)  
④ｔｈ ａ       ｔｒｉ ｅ⑤ 

 
つまり 
 
（14－17） 

①ｔｒｉｂｅ → ｔｒｉ ｂｅ 
②ｓｐｅｃｔｒｉ 
③ｆｏｌｉｏ 
④ｔｈａｔ 
⑤ｒｉｅ（×） 
⑥ｉｅｓｕｓ → Ｉｅｓｕｓ（＝Ｊｅｓｕｓ） 

 
ここで（14－17）⑤の ｔｒｉ の ｒ も先程と同様に、ｒ→ｌ とすれば、 
 
（14－18） 
  ①ｔｒｉｂｅ          ｕｓ 

②ｓｐｅｃｔｒｉｉｅｓ ｕｓ⑥ 
③ｆｏｌｉ       (ｏ)  
④ｔｈ ａ       ｔｌｉ ｅ⑤ 

 
（14－19） 

①ｔｒｉ ｂｅ  
②ｓｐｅｃｔｒｉ 
③ｆｏｌｉｏ 
④ｔｈａｔ  
⑤ｌｉｅ 
⑥Ｉｅｓｕｓ！ 
（３は幻影だ。folio、あれはウソだ、イエスよ！） 

 
（14－18）において、③で ｏ が不足していたことと、右上の ｕｓ が余ってしまったこ

とに留意しましょう。振り返ってみればこの ｏ は（14－８）において（10－13）の ｏ 

の縦列を意識して暫定的に導入されたものでした。つまり今我々は、 ｏ を必要とし、ｕｓ 

を持て余しているわけです。実はこの ｕｓ は、（14－11）の ｅ の移動の際にも邪魔にな

っていたのです。 一方（10－13）の ｏ の縦列に関しては、今の状況とちょうど逆の事態
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が（12－１）において生じていたことを思い出しましょう。 
 
（12－１） 

Ｒｏｍｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａｍｕｓ ｉｓ 
 
        ↓（Ｒｏｍｅｏ→Ｒｏｍｅｕｓ） 
 
Ｒｏｍｅ  ｕｓ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａｍｕｓ ｉｓ 

 
ｕｓで統一された列を完成させる変換においては、第一行で ｕｓ を必要とし、ｏ を持て

余すのです。（12－１）はこの事実の明示役を果たしています。（14－18）に到達するまでに§

１４において我々が参考にしてきたのは、（12－１）のどちらの配置でもなく、（10－13）です。

このことから我々は（10－13）について、ｕｓ 列の完成を目指すこととなります。 
 
（10－13） 

Ｒｏｓｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａｍｕｓ ｉｓ 

 
この第１行にも ｒ→ｌ の操作を施すと、次のように ｌｏｓｅ ｏ(英)ｏを失う を得ます。 
 
（14－20） 

ｌｏｓｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａｍｕｓ ｉｓ 

 
これにより、§１４で行った ｒ→ｌ の操作に対する符合の一つが、（10－13）と（14－18）
における ｏ と ｕｓ との交換という操作にあったことに気付くのです。この交換によっ

て、（10－13）は次のように ｕｓ の完全列に改正されます。 
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（14－21） 
Ｒｏｓｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａｍｕｓ ｉｓ 

 
    ↓ 
 

Ｒｏｓｅ ｕｓ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａｍｕｓ ｉｓ 

 
（14－18）もまた、この交換によって、右上の ｕｓ を失い、 ｏ を得て、次の配置にな

ります。 
 
（14－22） 
  ①ｔｒｉｂｅ 

②ｓｐｅｃｔｒｉｉｅｓ ｕｓ⑥ 
③ｆｏｌｉ        ｏ  
④ｔｈ ａ       ｔｌｉ ｅ⑤ 

 
 ところで前述のとおり ｏ と ｕｓ のこの交換は既に（14－11）の時点で必要とされて

いたわけです。今、（14－11）において ｏ と ｕｓ の交換を施すと次のようになります。 
 
（14－22－２） 

(a) 
  ｔｒｉｂ            ｕｓ 

ｓｐｅｃｔｒｉｉｅｓ ｕｓ 
ｆｏｒｉ       (ｏ) 
ｔｈｅａ       ｔｒｉ ｅ 

 
    ↓ 
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(b) 
  ｔｒｉｂ 

ｓｐｅｃｔｒｉｉｅｓ ｕｓ 
ｆｏｒｉ        ｏ 
ｔｈｅａ       ｔｒｉ ｅ 

 
（14－22－２）(b)においては、唯一残されたｕｓが既にｉｅｓｕｓ＝Jesus の一部となって

いる一方で、３つの ｔｒｉ と ｏ とが（10－13）の ｏ ｕｓ ｕｓ ｕｓ と対応するも

のになってきています。このことは（14－７）で得られた ｔｒｉ＝ｕｓ との新たな符合を

形成します。つまり（14－22－２）は Brooke の Romeus による指示（12－１）によってｕｓ

が影を潜め、（10－13）で ｏ ｕｓ ｕｓ ｕｓ となっていたものが ｏ ｔｒｉ ｔｒｉ 

ｔｒｉ となることを示しているわけです。このことは§15 において意外な符合を得ることに

なるのです。 
 （14－21）ではいずれの配置も ｕｓ の完全列となっており、その整然さから較べると

（14－22）の境界線は甚だ不完全です。実はこの不完全さが我々にあることを気付かせる働き

をするのです。（14－22）の境界線の不完全さは ｒｉｇｈｔ(英)右 に位置する ｏ と ｔ 

を ｌｅｆｔ(英)左 で借用しなければならないために生じています。実はこれは今までに見ら

れた三度の『暴挙』 ｒ→ｌ 全てに対する完全な符合なのです。（14－18）を再掲して説明し

ましょう。 
 
（14－18） 
  ①ｔｒｉｂｅ          ｕｓ 

②ｓｐｅｃｔｒｉｉｅｓ ｕｓ⑥ 
③ｆｏｌｉ       (ｏ)  
④ｔｈ ａ       ｔｌｉ ｅ⑤ 

 
ｒ→ｌ の操作は、③と⑤の箇所で起こりました。（14－18）を（14－19）のように読み解くに

際して、③folio は右側に位置する ｏ を引き寄せます。一方、④においてもやはり that を

得るために ｔ を右から左へと引き寄せたのでした。残りの ｒ→ｌ は（14－20）で行わ

れていました。 
 
（14－20） 

ｌｏｓｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 
Ｐｙｒａｍｕｓ ｉｓ 

 
もしもこの一行目の lose o の指示が lose のみだったら何の意味も伝わらなかったはずで
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す。つまりここでも、右側の ｏ が左側へ引き寄せられていたのです。以上から、ｒ→ｌ 

の操作は、（14－16）以降の左右の仕切り、および right→left という「引き寄せ」と完全に符

合していることが解明されたわけです。 
（14－19）に話を戻しましょう。 

 
（14－19） 

①ｔｒｉ ｂｅ  
②ｓｐｅｃｔｒｉ 
③ｆｏｌｉｏ 
④ｔｈａｔ  
⑤ｌｉｅ 
⑥Ｉｅｓｕｓ！ 
（３は幻影だ。folio、あれはウソだ、イエスよ！） 

 
ここでいう that lie の that は、first folio の表紙に記された １６２３ の ３ だと

推測できます。これが spectri(羅)幻影 の ３ だというのです。つまり first folio は Novum 
Organum の出版時である１６２０年には完成していたわけです。ちなみに spectri は 

spectrum(羅) の属格であり spectrum は、idolum(羅)idola の単数形 と同義語です。ここで

（14－22）の that を ３ に変えて我々の推測の正しさを確認しましょう。 
 
（14－23） 
  ｔｒｉｂｅ 

ｓｐｅｃｔｒｉｉｅｓ ｕｓ⑥ 
ｆｏｌｉ        ｏ  
           ３ｌｉ ｅ⑤ 

 
［４］に拠れば、１３００年以降の写本においては、文字 ｚ は ３字型とよく似た形と混

同されたそうです。これに倣い（14－23）の ３ を ｚ として扱うこととしましょう。す

ると（14－23）⑤は 
 
（14－24） 

３ｌｉｅ → ｚｌｉｅ 
 
となります。このｚｌｉｅ の ｌ は第３行目の ｒ → ｌ と同様の操作によって得ら

れたものでした。ｚｌｉｅ の ｌｉ を一塊りとして扱い、（14－24）をさらに逆読みすると、 
 
（14－25） 

３ｌｉｅ → ｚｌｉｅ → ｚ ｌｉ ｅ → ｅｌｉｚ＝Elizabeth 
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が確認されます。この（14－25）については、次のように符合を得てゆくこととなります。ま

ず§１４のこれまでの部分で既に見たように、（14－25）の ｅｌｉｚ の箇所の ｅ は

Elizabeth を表す文字でした。これが一つ目の符合。また、（14－25）の出発点の ３ｌｉｅ 

は、３が（14－23）の境界線を越えて ｌｉｅ と繋がったことによって生じるわけですが、

（14－23）の右側全体とを眺めると、 
 
（14－26） 

ｉｅｓ ｕｓ 
       ｏ    ←───全体がｚ字型を成すことに注意！ 
      ３ｌｉ ｅ 

（Ｉｅｓｕｓ ｏ ３ ｌｉｅ （イエスよ、ああ３は嘘だ）） 
 
が確認されます。この ｚ字型は、先ほどの ｅｌｉｚ を得た時の ３→ｚ と符合します。

では （14－26）のｚ字形に対する ｅｌｉ はどこにあるのか。（14－23）を再掲して考えま

しょう。 
 
（14－23） 
  ｔｒｉｂｅ 

ｓｐｅｃｔｒｉｉｅｓ ｕｓ 
ｆｏｌｉ        ｏ  
           ３ｌｉ ｅ 

 
 ｚ字型の最下部の ｌｉ ｅ は ｚ字型 の一部であり、二重使用となってしまうためもう

使用できません。代役を捜しましょう。それが次の符合へのヒントなのです。ｚ字型最下部 

ｌｉ ｅ の ｌｉ の ｌ は ｒ→ｌ という操作から得たものであることから、ｌｉ に

ついては同様の操作を経た folio の ｌｉ を 代役に立てるべきです。また、ｚ字型最下部 

ｌｉ ｅ の ｅ は、一文字で Elizabeth を意味していた文字であったので、代役の ｅ と

しては、（14－８）の直後に言及したＴ字型の要の ｅ つまり ｓｐｅｃｔｒｉ の ｅ を

用いることとなります。こうして次の枠内に着目します。 
 
（14－27） 
  ｔｒｉｂｅ 

ｓｐｅｃｔｒｉｉｅｓ ｕｓ 
ｆｏｌｉ        ｏ  
           ３ｌｉ ｅ 

 
 実はこの着目は、Elizabeth の完全な綴りへの手がかりとなるのです。（14－22）に戻って

（14－27）と同じ箇所に着目し、さらに第一行目の tribe の ｔｒｉ を ｔｒｉ＝３＝ｚ と
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すると、 
 
（14－28） 
   ｚ ｂｅ 

ｓｐｅｃｔｒｉｉｅｓ ｕｓ 
ｆｏｌｉ        ｏ  
ｔｈ ａ      ｔｌｉ ｅ 

 
２行目の spectri Iesus(羅)幻影のイエス を参考に、枠内の ｅ ｌｉ を中心にしてＸ字型

に十字をきる
．．．．．

と 
 
（14－29） 
    ｚ ｂｅ   
   ｓｐｅｃｔｒｉｉｅｓ ｕｓ 
   ｆｏｌｉ        ｏ 
   ｔｈ ａ       ｔｌｉ ｅ 
 
ｅ ｌｉ から始めて十字を切る順に辿れば、ｅ ｌｉ ｚ ａ ｂｅ ｔｈ＝Elizabeth で

す。 
 この結果は（14－24）の直前の ３＝ｚ、（14－25）の ｌｉ をひとかたまりと見なす方法、

および（14－25）の結果である Elizabeth と符合します。この十字は、天国の母への Francis
の祈りを象徴したものでしょう。とはいえ（14－29）の枠の配置の形は、とてもではないが十

字架ともＸ字型ともいえません。この配置は一体何の形なのでしょうか。この疑問を解決する

には、イドラの排除を行わなければならないのです。一体（14－29）のどの部分にイドラが隠

れているのか。前述の通り spectrum と idolum は同義語でした。我々は spectri を排除すべき

なのです。そして（14－８）の直後において言及したようにこの spectri は Elizabeth を表す 

ｅ を含んでいたわけです。だから我々は spectri と elizabeth をともに消去することになりま

す。この排除によって、Francis の決起を表す一行目の ｅ もかき消されることに注意しまし

ょう。彼はもう王位継承など考えてはいないのです。 
 
（14－30） 
      ｚ  

        ｉｅｓ ｕｓ 
   ｆｏ          ｏ 
              ｔｌｉ ｅ 
 
（14－30）の境界線の左側に残されている文字は  
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（14－31） 
ｆｏ ｏ ｔ → ｆｏｏｔ(英)足 

 
です。そう言われてみると、（14－30）の elizabeth の枠の配置はブーツ型になっていたことに

気付きます。こうして我々はブーツ型でお馴染みのイタリア半島に渡ることとなるのです。（※

１３世紀頃の『ポルトラノの海図』を見ても、イタリア半島はブーツ型で描かれています。）イ

タリアは Romeo and Juliet の物語の故郷でしたね。これは物語のルーツを訪ねる旅になりそう

です。 
 Arthur Brooke の”Tragicall historye of Romeus and Iuliet”の初版本 (1562 年版) の表題を思

い出しましょう。THE TRAGICALL HISTORYE OF / ROMEUS AND JULIET / written in 
Italian by Bandello, and nowe in / Englishe by Ar. Br. でした。この表題には Boaistuau の名

は見られず、一見すると Brooke が Bandello の作品を直接英訳したようにとれるのです。この

ことを手がかりにして，我々は Arthur Brooke にイタリアへの旅のガイドを依頼することにな

るのです。（※§14 の暗号解読については、その内容が深いものであるため、§18 においても

再びとりあげられることになります。） 
 
§１５ Ｍａｔｔｅｏ Ｂａｎｄｅｌｌｏ と Ｌｕｉｇｉ Ｄａ Ｐｏｒｔｏ 
 

 （12－４）において拾い出した文字列を次のように区切ってみます。 
 

（15－１） 

 ｗｅｔｇｔｅｓｔｇｔｏｏｏ → ｗｅｔ ｇ，ｔｅｓｔ ｇ ｔｏｏ， ｏ. 
 
ｗｅｔ ｇ は一見したところ、意味不明です。ｔｅｓｔ ｇ ｔｏｏ について考えてみま

しょう。「ｇも試せ」というのは、既に何らかの「試した」ものごとがあり、そのような「試

し」を 別物である ｇ についても実行せよ、ということです。ｗｅｔｇｔｅｓｔｇｔｏｏ

ｏ という文字列は、Romeus の姓の解読から得られたものなので、ここで指示されている「試

し」を、「名前の解読」という行為と解釈してみましょう。Romeus の姓以外にも試せ、という

のですから、とりあえずは Romeus という名、そして Iuliet の姓 Capelet、Iuliet という名の３

つが考えられます。 
この中で注目すべきは Iuliet です。Arthur Brooke の”Tragicall historye of Romeus and 

Iuliet”初版本 (1562 年版) の表題は、THE TRAGICALL HISTORYE OF / ROMEUS AND 
JULIET / written in Italian by Bandello, and nowe in / Englishe by Ar. Br. であり、一見する

と Brooke が Bandello の作品を直接英訳したようにとれるような記述でした。Bandello の版に

おける Iuliet は、 
 

（15－２） 

Ｇｉｕｌｉｅｔｔａ 
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という綴りであり、これは Iuliet という綴りの頭に ｇ を、尾に ｔａ を付した形になっ

ています。（４－４）①～⑦によって Iuliet のイニシャルが ｇ である版を追ってみると、ま

ずは Matteo Bandello まで遡ることとなり、Bandello と da Porto の物語において共に、Iuliet
は Giulietta でした。思い起こせばイタリアの原作品群にまで着目すべきであることは、既に

（５－22）そして（11－13）の直後の Siena の登場によって示唆されていたのです。 
 
（５－22） 

Ｔｈｕｓ Ｒｏｍｅｏ ａｎｄ Ｉｕｌｉｅｔ ｂｅ Ｐｙｒａｍｕｓ ａｎｄ 
  Ｔｈｉｓｂｅ． 

（従ってロメオとジュリエットはピュラモスとティスベである） 
 
もしも、Shakespeare が Brooke の作品のみをヒントに作品を完成したのなら、この文章は、

次のようになっていたと考えるのが自然です。 
 
（15－３） 

Ｔｈｕｓ Ｒｏｍｅｏ ａｎｄ Ｉｕｌｉｅｔ ｂｅ Ｒｏｍｅｕｓ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉｅｔ． 

 
つまり（５－22）は、ロミオとジュリエットの物語の歴史の中で、初めて自作に Pyramus と

Thisbe を取り込んだ作品を意識した言葉ととれるのです。また、Verona に該当する名が Siena

であるというのは、もちろん Masuccio の作品を意識していることの証です。これら２つの事項

によって我々は Da Porto 作品に注目することになります。[60]p.xxviii によれば Da Porto の物

語の題名は、 
 

（15－３－２） 

    Ｈｙｓｔｏｒｉａ Ｎｏｖｅｌｌａｍｅｎｔｅ Ｒｉｔｒｏｖａｔａ 

  ｄｉ Ｄｕｅ Ｎｏｂｉｌｉ Ａｍａｎｔｉ 

最近発見された、二人の高貴な恋人たちの話 

 
であり、題名というよりは物語の解説文です。このことは Da Porto の後継である Bandello 作

品についても同様で、［47］を見る限り冒頭にはっきりとした題名が掲げられていません。あえ

て挙げるならば、物語の冒頭にその概要を示した次の（15－４）が記されているのみです。次

に掲げるイタリア語は［47］ｐ．280 からの、和文は［32］p.8 からの引用です。 
 

（15－４） 

Ｌａ ｓｆｏｒｔｕｎａｔａ ｍｏｒｔｅ ｄｉ ｄｕｉ ｉｎｆｅｌｉｃｉｓｓｉｍｉ 

ａｍａｎｔｉ ｃｈｅ ｌ‘ｕｎｏ ｄｉ ｖｅｌｅｎｏ ｅ ｌ‘ａｌｔｒｏ ｄｉ  

ｄｏｌｏｒｅ ｍｏｒｉｒｏｎｏ，ｃｏｎ ｖａｒｉｉ ａｃｃｉｄｅｎｔｉ 
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数々の出来事のゆえに一人は毒薬により，一人は悲嘆のあまりに死んだ世にも哀れを極め

た二人の恋人の不幸な死 
 
 それでは（15－１）に話を戻しましょう。 
 

（15－５） 

ｔｅｓｔ ｇ ｔｏｏ， ｏ．（ｇも試せ、ｏ．） 
 
に従って Giulietta を解読しましょう。（７－14）に登場した例の４人の配列を Da Porto・
Bandello の恋人達の名前(どちらの作品でも Romeo、Giulietta です)によって試してみましょう。

今度は本家イタリアの版なのでイタリア語で綴ることになります。前述のようにこの物語には、

はっきりとした題名が見当たらない。それ故 Shakespeare の場合のように、恋人達の名前の間

に and のような接続詞を用いることは御法度です。さらに、恋人達の名前の順序については、

ｔｅｓｔ ｇ の指示により、Ｇ をイニシャルに持つ Giulietta を先頭にすべきでしょう。

このようなわけで結局全てイタリア語で Giulietta、Romeo、Bruto、Piramo の順に並べます。

イタリア語では ジュリアスは Giulio、ピュラモスは Piramo、ピラミッドは piramide です。

ブルータスは Bruto であり、bruto(伊)理性の欠けた と同じ綴りなので、以前とは違い「変

身」しないことに注意しましょう。（12－１）での ｕｓ 列の完全化を参考にして、今度は 

ｏ 列の完全化を意識して並べると、次の通り容易に自然な配置を得ます。 
 
（15－６） 

Ｇｉｕｌｉ  ｏ ｅｔｔａ 
Ｒｏｍｅ   ｏ 
Ｂｒｕｔ   ｏ 
Ｐｉｒａｍ  ｏ  ｉｄｅ 

 
この枠内の ｔｏｏｏ の４文字の相対的な位置関係は、（12－４）の ｔｏｏｏ の配置と一

致しています。これが（15－５）のもう一つの意味です。 

 
（15－７） 

ｔｅｓｔ ｇ ｔｏｏ， ｏ（ｇも試せ、ｏ！）  
→ｔｅｓｔ ｇ ｔｏｏｏ（ｇも試せ、ｔｏｏｏ） 

  → 『ｔｅｓｔ ｇ により（15－６）を得、そこにｔｏｏｏの配置一致が確認される』 

 
 では次に、 
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（15－８） 
ｗｅｔ ｇ 

 
について考えましょう。（15－７）における ｔｏｏｏ の強調は、（15－６）で ｏ の完全

列ができたことを明言していません。以前 ｕｓ の完全列を得た際の手間を考えると、この 

ｔｏｏｏ の強調は、第一行の ｏ を軽んじています。ｏ の無視というこの扱いは、（12－

４）の２を得るときにもなされていました。そしてさらにこのことは（14－20）で得られた

lose o とも符合します。（15－６）第一行の ｏ の次は、ｅｔｔａ ですが、これらの ｏ 

の扱い方は ette(伊)･無に等しいもの･つまらぬこと です。これにより、 

ｅｔｔａ の ａ が ａ→ｅ とされるべきであることがわかります。一方 ｅｔｔａ の

下方に ｉｄｅ が確認できます。 ｉｄ→ｉｄ．＝ｉｄｅｍ(英)･同上  により、 

 

（15－９） 
ｉｄｅ→ｉｄｅｍ ｅ(英)同上、ｅ 

 

と解すことにすれば、先程の ｅｔｔａ → ｅｔｔｅ の訂正は、次のような ｉｄｅ → 

ｉｄ ｅ という操作によって埋め合わせがつくことがわかります。 

 

（15－10） 
Ｇｉｕｌｉ  ｏ ｅｔｔａ      Ｇｉｕｌｉ  ｏ ｅｔｔａ 

  Ｒｏｍｅ   ｏ           Ｒｏｍｅ   ｏ 
Ｂｒｕｔ   ｏ           Ｂｒｕｔ   ｏ 
Ｐｉｒａｍ  ｏ  ｉｄｅ              Ｐｉｒａｍ  ｏ  ｉｄ ｅ 

                               ‖ 
                             ｅｔｔｅ 
 
これにより、この配置では、縦の位置関係が重要であることに気付きます。従って次に注目す

べきは ｏ の完全列の左側の ｉ と ｍ の突起ということになります。この ｉ を行

の先頭に移動させ、反対に ｍ を行の末尾に移動させることで、前者にあっては da Porto の

名である ｌｕｉＧｉ＝Luigi の逆読みを、そして後者にあっては、ｉｄ ｅｍ＝idem を得

ることに気付きます。 
 
（15－11） 

Ｇｉｕｌｉ  ｏ ｅｔｔａ      ｉＧｉｕｌ   ｏ ｅｔｔａ 
  Ｒｏｍｅ   ｏ            Ｒｏｍｅ   ｏ 

Ｂｒｕｔ   ｏ            Ｂｒｕｔ   ｏ 
Ｐｉｒａｍ  ｏ  ｉｄ  ｅ             Ｐｉｒａ   ｏ  ｉｄ ｅｍ 
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この Luigi の逆読みコースを意識すると、図のように ｍａｔｔｅｏ→ｌｕｉＧｉ のラインが

浮上します。 ｍａｔｔｅｏ＝Matteo は 無論 Bandello の名です。 
 

（15－12） 

  ｉＧｉｕｌ   ｏ ｅｔｔａ 
   Ｒｏｍｅ   ｏ 
   Ｂｒｕｔ   ｏ     
   Ｐｉｒａ   ｏ  ｉｄ  ｅｍ  
 
二人のイタリア人作家の名が続いたわけですが、今度は、先程のコースがさらに延長できない

かどうかを探りましょう。まず先端の ｉ から Ｇ まで引き返し、それから下に降りて行

くと、ＧＲＢ となっています。これは ＧＲＢＲ＝Great Britain を推測させますが、ＧＲ

Ｂ の次の Ｒ は、Ｂ から右に進まないと得られません。これは不自然に思えますが、よ

く見ると pirate(英)海賊 を回避したコースであったことがわかり、従って今までのコースが船

の航路であったことがわかるのです。 
 

（15－13） 

  ｉＧｉｕｌ   ｏ ｅｔｔａ 
   Ｒｏｍｅ   ｏ 
   Ｂｒｕｔ   ｏ     
   Ｐｉｒａ   ｏ  ｉｄ  ｅｍ  
 
海賊に関わらないように、pirate の内側に沿って進むと、ロンドンの港のあたりにさしかかり、 
 
（15－14） 

  ｉＧｉｕｌ   ｏ ｅｔｔａ 
   Ｒｏｍｅ   ｏ 
   Ｂｒｕｔ   ｏ     
   Ｐｉｒａ   ｏ  ｉｄ  ｅｍ 
 
港で船を方向転換してから接岸すると、港は rumour(英)噂 で一杯です。 
 

（15－15） 

  ｉＧｉｕｌ   ｏ ｅｔｔａ 
   Ｒｏｍｅ   ｏ 
   Ｂｒｕｔ   ｏ            
   Ｐｉｒａ   ｏ  ｉｄ  ｅｍ 
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このようにして得られたコースを pirate の配置とともに取り出し、（12－４）の１→３ と同

様に反時計回りに９０度回転させると、 
 

（15－16） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大ブリテン島付近の船の航路を含んだ大文字Ｇ字型コースであったことがわかります。rumour
に該当する部分は少々余計に思えますが、こんどは先程と逆に時計回りに回転してみましょう。

すると 

 

（15－17） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この結果は、pirate 部分を除けば、小文字ｇ字型です。ここで§１２において行った回転の解

釈を思い出しましょう。時計回りは時間の旧から新への流れを意味し、反時計回りは新から旧

への流れを意味していました。［２］ p.1082 DEVELOPMENT OF MAJUSCULE と

DEVELOPMENT OF MINUSCULE の解説に拠れば、小文字ｇは、筆記する際の大文字の変

形です。これはつまり Ｇ から ｇ が派生したということです。このことは(15－16)と(15
－17)の回転の向き、及び§１２の解釈と符合します。一方(15－17)における pirate の除外は、

(15－16)においても pirate 無しで大文字Ｇ字型が形成されることに気付かせます。 
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（15－18） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 では pirate の綴りの独特の配置は何を意味しているのでしょうか。綴りの独特の配置のうち、

この ┓ 型以外のものはどれも皆、文字の字形で説明がつくものばかりでした。大文字Ｇ字

型とともに得られていた ｐｉｒａｔｅ の ┓ 型をさらに反時計回りに９０度回転してみ

ると、今度はギリシア文字Γの形になります。このことはギリシア文字Γ が Ｇ の前身で

あることと符合します。 

 ところで時間の流れに逆行して得られた大文字Ｇ字型においては idem－Matteo－Luigi の順

列が得られ、時間の流れに沿って得られた小文字ｇ字型においては Luigi－Matteo－idem の順

列が得られることに注意しましょう。文学史上においても Luigi Da Porto の作品の後に Matteo 
Bandello の作品が続いたことを思い出しましょう。上記二つの順列は、この二人に関する限り

時間の流れと符合しています。すると idem は Bandello の後の作品の作者ということになりま

す。そして今まさに展開されている暗号が潜んでいた作品の著者名を思い出せば、この idem が

Brooke を指していることがわかります。くどいようですが、Arthur Brooke の”Tragicall 
historye of Romeus and Iuliet”初版本 (1562 年版) の表題は、THE TRAGICALL HISTORYE 
OF / ROMEUS AND JULIET / written in Italian by Bandello, and nowe in / Englishe by Ar. 
Br. であり、一見すると Brooke が Bandello の作品を直接英訳したようにとれるような記述でし

た。Matteo－idem という連鎖はこのことと符合しています。 
 Ｇ字型コースは Bandello と da Porto の名で始まるところから、イタリアのどこかから、ロ

ンドンの港へのコースであることがわかります。航路を含んだコースであるので、このＧ字型

は当然濡れています。これが ｗｅｔ ｇ の意味です。ブリテン島の隣に突き出た ｉ は

Ireland でしょう。   
 ｔｅｓｔ ｇ の ｇ を Giulietta のイニシャルとみなしたことから Ｇ字型コースの解読

が始まったわけです。つまり当初は ｇ を大文字 Ｇ として扱ったのです。もう少し大文

字Ｇ字型コースにこだわってみましょう。大文字Ｇ字型コースの語を並べてみます。コースは

pirate を除いた次の語で成り立っていました。登場順に記すと次のようになります。ただし明

朝体の部分は、我々が推理によって補った箇所です。 
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（15－19） 

Ｍａｔｔｅｏ Ｂａｎｄｅｌｌｏ 

Ｌｕｉｇｉ  ｄａ Ｐｏｒｔｏ 

Ｇｒｅａｔ  Ｂｒｉｔａｉｎ 

ｒｕｍｏｕｒ 

 
枠内に二つの tie が確認できます。一方は、逆Ｔ字型で our tie となっています。このことは、

（10－４）（10－５）および以前の二つのＴ字型と符合します。逆Ｔ字型以外の tie について、

our を捜してもなかなか見つかりません。いま（15－19）から逆Ｔ字型の our tie の箇所を取り

除くと、 
 
（15－20） 

Ｍａｔｔｏ Ｂａｎｄｅｌｌｏ 

Ｌｕｉｇ  ｄａ Ｐｏｒｔｏ 

Ｇｒｅａ  Ｂｒｉｔａｉｎ 

ｒｕｍ 

 
左上には matto(伊) 気の狂った が確認できます。つまりどこかおかしいはずです。不備な点

を捜しましょう。（15－20）の右側の配置 
 
（15－21） 

Ｂａｎｄｅｌｌｏ ｄａ Ｐｏｒｔｏ Ｂｒｉｔａｉｎ 

 

はどうやらイタリア語のようですが、Bandello の語尾については ello(伊)･形容詞と名詞に付

加され、「縮小」「親愛」「侮蔑」などの意を表わす接尾辞 です。この語が女性名詞 

banda(伊)･義勇軍･ゲリラ隊･盗賊団 の語尾に付く場合は、Ｂａｎｄｅｌｌｏ ではなく、 

Ｂａｎｄｅｌｌａ となるのが正しい。そこで（15－20）において matto の ａ と、

Bandello の ｏ とを交換すると次のようになります。 

 

（15－22） 

Ｍｏｔｔｏ Ｂａｎｄｅｌｌａ 

Ｌｕｉｇ  ｄａ Ｐｏｒｔｏ 

Ｇｒｅａ  Ｂｒｉｔａｉｎ 

ｒｕｍ 

 
（15－22）では our tie が得られています。一方 右側は 
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（15－23） 

Ｂａｎｄｅｌｌａ ｄａ Ｐｏｒｔｏ Ｂｒｉｔａｉｎ 

（Ｂｒｉｔａｉｎ港 からきた義勇軍（強盗団）め！） 

 

という文法的に正しいイタリア語となります。Britain はイタリア語ではないが、Porto の後に

固有名詞が続く形なので容認します。この扱いは（６－３）の Monta Pyra の扱いと符合します。

Porto Britain は英国港であり、先のＧ字型コースの終点であるロンドンの港と考えてまず間違

いない。従って（15－23）は、pirate(英)海賊 と符合します。（15－22）の左上では、先程の

matto が、motto(伊)･洒落･格言 になっている。洒落とは、Bandello da Porto Britain と

pirate の一致であり、格言とは、our tie(英)我々の結束 です。また、大文字Ｇ字型コースの

解読結果が、Γ字型に綴られた pirate と一致したことは、 Ｇ と Γ が同じ文字の系統に

属することと符合します。左下の rum(英) には、ラム酒、変な、奇妙な、困った、危険な、

手ごわい、などの意味があり、pirate を連想させる語であることがわかります。さらに（15－

19）から（15－20）への移行に際し our tie を除いたのと同様に、（15－22）からも our tie を除

けば、 

 

（15－24） 

  Ｍｔｏ Ｂａｎｄｅｌｌａ 

  Ｌｇ  ｄａ Ｐｏｒｔｏ 

Ｇａ  Ｂｒｉｔａｉｎ 

  ｒｕｍ 

 

を得ます。さらにこの（15－24）を書き換えることを考えます。（15－24）の左側の配置は、枠

が示すように Ｃ字型です。当初我々の大文字Ｇ字型には pirate の ┓ 型が付いていました。

一方（15－24）の右側は、pirate のことです。この右側を取り除き、代替物として、次のよう

に ┓型の pirate を差し込みます。 

 

（15－25） 

  Ｍｔｏ 

Ｌｇ 

ｐｉｒａ       

Ｇａ ｔ 

  ｒｕｍｅ 

 
（15－25）の下の３行は、 
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（15－26） 

ｐｉｒａ ｇａ ｔ ｒｕｍｅ → ｐｉｒａ ｇａｔ ｒｕｍ ｅ 
                （ｐｉｒａ は奇妙な ｅ を得た） 

 
pira(伊)＝pyra(羅) であり、この文の意味は、§５で我々が経験した操作と完全に符合します。

さらに、イタリア語とラテン語の関係を示唆するｇａｔ(古英)ｇｅｔの過去形 の使用方法も、

§１２において確認された使用方法と見事に符合しています。以上で示した徹底的な符合によ

ってＧ字型コースは、その存在を完全に保証されたと言えます。（15－19）と（15－22）に現れ

た２つの our は、（12－７）の後の議論において予告されていたものです。この２つの our の出

現の一方で、我々は Luigi(da Porto)、Matteo(Bandello)、idem(Arthur Brooke)の３人の登場

を見ました。３人に対し、our tie は２つだけであり１つ不足したことは注目に値します。この

不足の意味は、（15－43）の議論において明らかになります。 

 次にこの大文字Ｇ字型コースを逆に辿りながら、このコースがイタリアの一体何処から、ど

のような国をへて、イギリスに至っているのかを究明しましょう。（15－15）を再掲します。 
 

（15－15） 

  ｉＧｉｕｌ   ｏ ｅｔｔａ 
   Ｒｏｍｅ   ｏ 
   Ｂｒｕｔ   ｏ     
   Ｐｉｒａ   ｏ  ｉｄ  ｅｍ 
 
このコースはブリテン島の北を通っています。このようなコースは北欧からイギリスへのコー

スであり、イタリアからの直行コースとは、まず考えられません。ロンドンから出発した我々

は、コースを逆に辿って北欧の何処に着くのでしょうか。このコースについての言及だった 

ｔｅｓｔ ｇ の ｇ は、Giulietta の Ｇ でもあったわけです。そして彼女は Giulio に、

つまり Caesar に「変身」しました。我々の Caesar は実在の人物というよりも、Bacon の想像

上の人物、つまり Shakespeare の戯曲中の人物でした。その特徴を決定的に示した（７－５）

の台詞を思い出しましょう。 
 
（７－５） 
 Ｅｔ ｔｕ，Ｂｒｕｔｅ？── Ｔｈｅｎ ｆａｌｌ，Ｃａｅｓａｒ． 

 
ここでのフランス語 brute と同義に、英語の brute を用いた台詞が戯曲 Hamlet 第３幕第２場に

確認できます。該当する部分を［３７］から引用します。下線および和文は原田によります。 
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（15－27） 

Ｐｏｌ．Ｉ ｄｉｄ ｅｎａｃｔ Ｊｕｌｉｕｓ Ｃａｅｓａｒ．Ｉ ｗａｓ  
ｋｉｌｌｅｄ  
ｉ‘ｔｈ’Ｃａｐｉｔｏｌ．Ｂｒｕｔｕｓ ｋｉｌｌｅｄ ｍｅ． 

Ｈａｍ．Ｉｔ ｗａｓ ａ ｂｒｕｔｅ ｐａｒｔ ｏｆ ｈｉｍ ｔｏ ｋｉｌｌ  
ｓｏ ｃａｐｉｔａｌ ａ ｃａｌｆ ｔｈｅｒｅ．Ｂｅ ｔｈｅ  
ｐｌａｙｅｒｓ ｒｅａｄｙ？ 

Ｒｏ． Ａｙ，ｍｙ ｌｏｒｄ，ｔｈｅｙ ｓｔａｙ ｕｐｏｎ ｙｏｕｒ  
ｐａｔｉｅｎｃｅ． 

 
Ｐｏｌｏｎｉｕｓ 

   Julius Caesar の役でした。カピトル神殿で Brutus に殺られたんです。 
Ｈａｍｌｅｔ 

   極上ものの子牛を神殿の生け贄なんぞに使うとは、あいつも愚かなことを。役者の用意

はできているか。 
Ｒｏｓｅｎｃｒａｎｚ 

   はい旦那、ご指示を待っています。 
 
（15－27）の下線部のみでも、（７－５）との関連は十分に確認できます。つまり『（15－27）

の brute』＝『（７－５）の Brute』です。（15－27）の Hamlet の台詞についてこの場で少し論

じておきましょう。capital が強調されていますが、これは当然 Capitol に対する洒落です。

capital(英)極上の、calf(英)子牛 つまり so capital a calf (極上ものの子牛) です。子牛を神殿

で殺すというのは、つまりは生け贄。神殿で殺害される Caesar を生け贄とみなし、calf にたと

えているのです。Caesar を生け贄にするのだから、普通の生け贄ではなく、so capital a calf 
なのです。実際この生け贄という解釈は、次に掲げる戯曲 Julius Caesar（ＡＣＴ２．ＳＣ．

１）における Caesar 暗殺計画の場面での Brutus の台詞と完全に符合します。英文は［37］か

ら、和文は［26］から、それぞれ引用します。ただし下線は原田によります。 
 
（15－28） 

Ｌｅｔ‘ｓ ｂｅ ｓａｃｒｉｆｉｃｅｒｓ ｂｕｔ ｎｏｔ ｂｕｔｃｈｅｒｓ， 
Ｃａｉｕｓ．Ｗｅ ａｌｌ ｓｔａｎｄ ｕｐ ａｇａｉｎｓｔ ｔｈｅ ｓｐｉｒｉｔ  
ｏｆ Ｃａｅｓａｒ，Ａｎｄ ｉｎ ｔｈｅ ｓｐｉｒｉｔ ｏｆ ｍｅｎ ｔｈｅｒｅ  
ｉｓ ｎｏ ｂｌｏｏｄ． 
Ｏ ｔｈａｔ ｗｅ ｔｈｅｎ ｃｏｕｌｄ ｃｏｍｅ ｂｙ Ｃａｅｓａｒ‘ｓ  
ｓｐｉｒｉｔ 
Ａｎｄ ｎｏｔ ｄｉｓｍｅｍｂｅｒ Ｃａｅｓａｒ！Ｂｕｔ，ａｌａｓ， 
Ｃａｅｓａｒ ｍｕｓｔ ｂｌｅｅｄ ｆｏｒ ｉｔ．Ａｎｄ，ｇｅｎｔｌｅ  
ｆｒｉｅｎｄｓ， 
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Ｌｅｔ‘ｓ ｋｉｌｌ ｈｉｍ ｂｏｌｄｌｙ，ｂｕｔ ｎｏｔ ｗｒａｔｈ 
－ｆｕｌｌｙ： 
Ｌｅｔ‘ｓ ｃａｒｖｅ ｈｉｍ ａｓ ａ ｄｉｓｈ ｆｉｔ ｆｏｒ ｔｈｅ 
ｇｏｄｓ， 
Ｎｏｔ ｈｅｗ ｈｉｍ ａｓ ａ ｃａｒｃａｓｓ ｆｉｔ ｆｏｒ ｈｏｕｎｄｓ． 

 
おれたちの役目は祭壇に生贄を捧げることだ、屠殺者になりたくはない、なあ、ケイアス。

立って罪をならすべきはシーザーの精神だ、その精神というやつには血がない。出来るこ

となら、シーザーの精神だけを捉えて、その肉を傷つけずにすませたいのだ！が、そうは

ゆかぬ、となれば、やむをえない、シーザーに血を流してもらわねばならぬのだ！おれは

きみたち仲間に言っておきたい、恐れることなくシーザーを殺そう、それはよい、が、憎

しみに身を委ねてははならぬ。いわば神々への捧げもの、その気持ちで手をくだすのだ。

犬に食わせる死肉なみに切りきざむ法はない。  
 
 このように（15－27）における calf の第一の語義は、生け贄の象徴としての子牛であり、戯

曲 Julius Caesar 中の Caesar の役柄について述べたものであり、それを演じたという Polonius
に対するものではありません。 
 （15－27）の brute の第一義は『愚かな』であり、『残酷な』というのは２次的な語義に過

ぎないのです。『残酷な』のは子牛を殺すことであり、それは子牛が極上であろうとなかろうと

同じ『残酷な』行為です。一方、極上の子牛を殺すことは、まさに『愚かな』浪費なのです。

つまり brute を『残酷な』とすると、so capital の語を無視した訳になってしまうのです。その

ようなわけでここでの brute の語義は第一義的には『愚かな』であり、『残酷な』は子牛を殺す

という行為一般についての２次的な含みとなっているわけです。この brute の扱い方が（７－

９）におけるフランス語 Brute のそれと完全に一致していることに留意すべきです。（７－９）

の Brute の第一義もまた『愚かな』であり、『乱暴な』というのは２次的な含みに過ぎなかった

わけです。 

 再び calf の議論に戻りましょう。Polonius は、Hamlet よりもずっと年長ではあるが、

Hamlet のように父親の復讐のために気が触れた振りをするなどという苦労の経験はなく、

Hamlet の本心が見抜けないのです。精神的な意味での calf (英)未熟者 です。これが calf の

第二の語義ですが、この解釈にはもう少し補足が必要です。 
 世間一般の目からみれば、Polonius と較べて Hamlet の方が未熟であることはいうまでもな

いのです。そして Hamlet の未熟さは、必ずしも本人の責任ではないのです。彼の人格形成は、

父親の亡霊による執拗な命令によって否定され、父親の道具としての生き方を押しつけられて

います。復讐という尺度によってしかものを見ることが出来ない Hamlet が、そのような狭い視

野で calf (英)未熟者 という語を口にするとき、我々は外的要因によって成長を阻まれた人格の

貧しさ、貧しさに対する自覚と苦悩といったものを見せつけられるのです。戯曲 Hamlet の核心

も、まさにこの点にあります。Hamlet の未熟さは、それと符合する語尾 let（英語の縮小語

尾）に気付かせ、Hamlet＝ham＋let という分解を促します。実は ham（古英）ひざの裏のく
．
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ぼみ
．．

 です。 
 Hamlet のこの分解によって、我々は遂に calf の第３の語義に至ることになります。その語

義とは『ふくらはぎ』です。calf (英)ふくらはぎ は ham のすぐ下に位置し、上部のくぼみ
．．．

と

は対照的に、ふくらんでいる、つまり『でしゃばっている』部位です。国王 Claudius に対して、

Hamlet は常に身構え、距離を保とうとする。そうした消極的な姿勢とは対照的に、Polonius は

国王に取り入ろうと、チョコマカと積極的に動き回る。つまり彼は、へこんだ小さな ham(消極

的な Hamlet)の下で、出しゃばっている目障りな『ふくらはぎ』なのです。 
 [38]p.294 の Brutus killed me の注釈では、Shakespeare の当時の劇団の Hamlet と

Polonius の役の二人の役者が、Hamlet の上演以前に、戯曲 Julius Caesar において、それぞれ

Brutus と Caesar の役を共に演じた可能性が指摘されています。我々にとっても、Hamlet の

ham は反対側の knee(英)ひざ を連想させ、それはさらに（７－７）の bootless kneel（それ

は Brutus の行為を指していました）の連想へと繋がります。ham と boot の間には、このよう

な関連もあるわけです。 
 capital(英)大文字 でもあることに注意しましょう。実際、洒落の相方となった語 Capitol は

大文字で始まっています。この洒落は、brute＝Brute と符合しているのです。 
 かくして我々は戯曲 Hamlet を引き合いに出すこととなるわけですが、実は Hamlet 導入への

布石は他にもあったのです。（11－７）を再掲して説明します。 
 
（11－７） 

①Ｗｉｌｌｉａｍ → Ｗｉｌｌｉ ａｍ  ［（８－２）］ 
↓５文字区切りの遺伝 
②ｓｐｅａｒｅ → ｓｐｅａｒ ｅ    ［（８－５）の直前の操作］ 
↓最後尾分離の遺伝 
③Ｗｉｌｌｉ → Ｗｉｌｌ ｉ      ［（８－５）の直前の操作］ 
↓４文字区切りの遺伝 
④ｓｐｅａｒ → ｓ ｐｅａｒ      ［（８－８）］ 
↓先頭分離の遺伝 
⑤Ｗｉｌｌ → Ｗ ｉｌｌ        ［（９－１）］ 
↓３文字区切りの遺伝 
⑥ｐｅａｒ → ｐ ｅａｒ 

 
この⑥と Paris の死との関連性が、Ｐのイニシャルの一致の他にあると予測して、ear に着目し

ます。ear という語と死が関連づけられるのは、まさに戯曲 Hamlet においてです。この戯曲で

は、耳に毒を流し込まれて殺された Hamlet の父が、亡霊となって息子の前に現れ、復讐と王位

の奪回を誓わせます。§１１で提示された Paris の問題（つまり⑥と Paris（の死）との符合捜

し）は、ここに至ってようやく次のように解決されます。戯曲 Hamlet では ear(英)耳 は 

poison(英)毒 とともに死と結び付けられます。我々の  ｐ ｅａｒ  は  ｐｏｉｓｏｎ  
ｅａｒ  の綴りから  ｏｉｓｏｎ(仏)お人よし  を削除することで得られます。フランス
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語で綴られた『お人よし』の語の削除は、戯曲 Romeo and Juliet の中にあって、お人よしの役

回りを演ずる、フランスの首都と同一の名の登場人物である Paris の死と符号しているのです。 
さらに Paris と  ｐｅａｒ → ｐ ｅａｒ  とをもとにして、これらとは逆の関係

を考えてみましょう。 
 

（15－29） 

 
   Ｐａｒｉｓ → Ｐａｒｉｓ  ⇒  Ｐａｒｉｓ → Ｐ ａｒｉｓ  
   ｐｅａｒ  → ｐ ｅａｒ  ⇒  ｐｅａｒ  → ｐｅａｒ 
 
 
こうして浮上した ａｒｉｓ という綴りと ｐｅａｒ を一緒にして考えます。ｐｅａｒ 

は（８－９）では ｅ の姿でした。これを ａｒｉｓ に繋げれば、ａｒｉｓｅ となりま

す。［４］によれば arise の語義は６つ。 
 
（15－30） 

arise (古英)･謀反を起こす；決起する，立ち上がる．･起床する･(死者が)よみがえる 
       ･(事が)起こる，生じる．･(太陽などが)昇る･立ち[起き]上がる． 
 
このうちの二つ、つまり『謀反を起こす；決起する，立ち上がる』、と『(死者が)よみがえる』

が戯曲 Hamlet の筋書きと一致します。この一致が偶然ではなく計画されたものであるという証

は、§14 で確認された ｅ の振る舞いにあります。そこでのｅは、よみがえった Elizabeth
の姿だったのであり、また一方では、respect を汚された Francis の決起をも意味していたので

す。 
以上のようにして、Paris と⑥とは、戯曲 Hamlet によって結びつけられていることがわかり

ます。そしてまた、そのこと自体が、我々の解読への戯曲 Hamlet 導入を正当化します。 
 北欧を通過しなければならない我々のＧ字型コースについては、Arthur Brooke 氏よりも

Hamlet 王子のほうがずっと詳しいに違いない。そのようなわけで、Ｇ字型コースをさかのぼる

我々の旅のガイド役は、Hamlet にバトンタッチされることとなるわけです。戯曲 Hamlet の終

盤では、ノルウェー王の甥 Fortinbras がポーランドとの戦いに勝利したことが言及され、

Hamlet は Fortinbras がデンマークの王位を継ぐべきであると遺言します。死に臨んでの

Hamlet の意志を尊重するならば、この後 Fortinbras はポーランドの一部とデンマークという両

地域を統治することとなります。従って Hamlet にガイドを任せた以上、Ｇ字型コースは、デン

マークとポーランドを通過するものになるはずです。(※ただし Francis の時代の二国の領土を

考えるべきでしょう。[52]世界史地図 p.33 の『十六世紀中葉のヨーロッパ(1560)』を参考に

しました。)彼のガイドによって我々は(15－15)の配置においてｏ→ｅ→ｔ→ｔ→ａ→ｍ のル

ートを進むことになるのですが、ｅ→ｔ→ｔ→ａ が隣接しているのに対し、続く ａ→ｍ 

はとても離れていて、まるでコースが消えているかのようです。これはなぜか。我々のコース
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は ｗｅｔ ｇ のコースであるから、明示されているのは水路のみなのです。従って、ｅ→

ｔ→ｔ→ａ は水路であり、ａ→ｍ は陸路であるわけです。 
 

（15－15） 

  ｉＧｉｕｌ   ｏ ｅｔｔａ 
   Ｒｏｍｅ   ｏ 
   Ｂｒｕｔ   ｏ     
   Ｐｉｒａ   ｏ  ｉｄ  ｅｍ 
 
 ４つの ｏ が大陸とブリテン島との間の海域を表しているとする解釈は自然であり、承認

できます。すると  ｅ→ｔ→ｔ→ａ  はバルト海の航路であり、バルト海から上陸し、陸

路を進むことになります。ａ→ｍ の ｍ は、イタリアの作家達である Matteo と Luigi の名

前の基点であることから、ｍ がイタリアのある地域であることがわかります。さらに ｍ 

が一続きの陸路 ａ→ｍ の終点であることから、ｍ は水際の場所であることがわかります。

その地域とはどこか。もう一度（15－15）を観察すると、ａ→ｍ の ｍ は、その左の ｅ 

と隣接しています。ａ→ｍ の ｍ から更に続けて ｅ まで進むとすれば、ｍ→ｅ つま

り ｍｅ！(英)私だ！  となるのです。この語は勿論我々が叫んでいるわけではありません。

では誰の言葉なのか。我々ではないとすれば、ガイドの Hamlet の言葉のはずです。つまりここ

はブーツ型のイタリア半島の ham（古英）ひざの裏のくぼみ
．．．

 であり、つまりは Venezia の付

近なのです。ａ→ｍ の ｍ のみではわからなかった地名が、ｅ を続けることで判明した

ことは、(15－29)の直後の arise の導かれ方と符合しています。me の ｍ は前述の通り、

我々の小説家達 Matteo と Luigi の基点という意味を有していました。ではこれに付随した ｅ 

は、それ自体では何を意味するのか。me の２文字のまとまりが Venezia の付近を表すのだから、

ｅ の１文字は、Venezia のすぐ左のあたり。この ｅ こそ Verona であり、Da Porto 以降の

Romeo and Juliet の舞台、つまりは我々にとってのイタリアの象徴の地なのです！ 
 前出の地図『十六世紀中葉のヨーロッパ(1560)』に拠ると、Venezia までの陸路ａ→ｍをポー

ランドとデンマーク両国の領土内に収めることが不可能であることがわかります。どうしても

トルコ(トルコ帝国)･ハンガリー・ドイツ(神聖ローマ帝国)の３国のいずれかの領土内を通過しな

ければらないのです。これらはどれも Fortinbras の領土ではなさそうです。どうしたらよいの

でしょうか。Ｇ字型コースの旅は、これまでの一連の他の暗号と同様に、作家の名や作品中の

登場人物等のパロディーを手がかりにして形成されてきています。陸路ａ→ｍの実現に際して

も、我々は何らかの手がかりをそのような方面から捜さねばならないわけです。 
陸路ａ→ｍは、Verona 発 London 着のコースを逆にたどる、いわば Verona へ戻るコースの一

部です。そしてａ→ｍは Matteo Bandello の名の一部分でもあります。Bandello の Romeo 物

語において、Romeo が Verona に戻るとき、ドイツ人に変装したことを思い出しましょう。この

ことから我々の陸路ａ→ｍにおいても、ドイツ人に変装した上で、ポーランド→ドイツ(神聖ロ

ーマ帝国)→Venezia と進めば良い、とわかるのです。諸国を経て旅する我々に変装を提唱する

Bandello は、(10－16)の秘密結社の活躍を思い出させます。あたかも Bandello が我々と同じ結
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社の一員であるかのようです。このことについては、後に(15－44)で符合を得ることとなります。 
 Bandello の Romeo 物語では、Romeo がドイツ人に扮するという一見奇妙な行動が、何の説

明も無く突然現れます([47]p.309)。追放された故郷にこっそりと戻るのですから変装自体は自然

なことなのですが、なぜドイツ人なのか。Romeo の追放先マントヴァ(Mantua)は地理的には

Verona に関してドイツ(神聖ローマ帝国)のトリエント(Trient)とほぼ反対側に位置します。

Romeo は明け方に馬に乗った姿で Verona の街中にいることになるのですから、姿を怪しまれ

ないように反対方向のドイツ(神聖ローマ帝国)からやってきた振りをしたのだと考えられます。

この Romeo の変装については、Masuccio にあっては巡礼、Da portp では農民、そして

Bandello ではドイツ人です。Painter と Brooke は、このような扮装については何も記してはい

ません。巡礼や農民ならば容易に理解できますが、ドイツ人というのはどうでしょう。Francis
が Bandello の原書を読んだ際に、突然登場した  tedesco(伊)ドイツ人 という語に多少とも戸

惑いを覚えたであろうことは十分に察しがつきます。前述の地理的位置関係を確認するために

イタリア半島北部の地図を拡げたかもしれません。Bandello の当時のイタリア人にとっては他

愛の無い地理であったのでしょうが、博学で有名な Francis Bacon とはいえ、遠い異国の人間

です。Francis にとって、tedesco という語は、Bandello 作品の通読に際して目立つものだった

ことでしょう。 
 振り返ればこの旅路の始まりの契機は（14－30）の配置と、そこに記された foot の語でした。 
 
（14－30） 
      ｚ  

        ｉｅｓ ｕｓ 
   ｆｏ          ｏ 
              ｔｌｉ ｅ 
 
そしてこのイタリア半島と同形の枠は、もともと Elizabeth の名が配された箇所だったわけで

す。そして今、旅を終えて、彼女を表す ｅ が、我々にとってのイタリアの象徴である

Verona なのです。これは見事な符合です。 
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（15－31） 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Hamlet がＧ字型コースのガイド役をつとめるというのは、暗号の世界の話であって、戯曲

Hamlet のストーリーには無いことのわけですが、もしもそうであるとしたら、旅のガイドが若

い世間知らずの Hamlet 王子一人だけでは心配だ、と考えて色々と画策するに違いない人物がい

ます。Polonius です。ところで Polonius は戯曲 Hamlet の Q1 においては、なぜか Corambis
という別名で登場します。Polonius と Corambis。この二つの名前には、次のような暗号が潜ん

でいるのです。 
 
（15－32） 

ＣＯＲＡＭＢＩＳ 
ＰＯＬＯＮＩＵＳ 

 
  ↓（ＣＯＲＡＭＢＩＳ の綴りを逆にする。） 

 
ＳＩＢＭＡＲＯＣ 
ＰＯＬＯＮＩＵＳ 
 

     ↓（一行に綴る） 
 
ＳＩＢＭＡＲＯＣＰＯＬＯＮＩＵＳ 
 

     ↓（ＭＡＲＯＣＰＯＬＯ≒ＭＡＲＣＯ ＰＯＬＯ 
を意識して ＯＣ→ＣＯという修正を施す。） 

 
ＳＩＢＭＡＲＣＯＰＯＬＯＮＩＵＳ 

 

 

ｉ

ｍ
ｅ

ａ
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     ↓ 
 

ＳＩＢＭＡＲＣＯ 
ＰＯＬＯＮＩＵＳ 

 
     ↓（ＯＣ→ＣＯ にならって ＵＳ→ＳＵ とする。） 
 

ＳＩＢＭＡＲＣＯ 
ＰＯＬＯＮＩＳＵ       

 
     ↓ 
 

ＳＩＢＭＡＲＣＯＰＯＬＯＮＩＳＵ 
 
     ↓ 

ＳＩＢ         ＮＩＳＵ 
ＭＡＲＣＯＰＯＬＯ 

 
     ↓ 
 

ＳＩＢ ＮＩ ＳＵ 
ＭＡＲＣＯＰＯＬＯ 
 

     ↓（ＳＩＢ ＮＩ ＳＵ のそれぞれを逆にする。） 
 
ＢＩＳ ＩＮ ＵＳ 
ＭＡＲＣＯ ＰＯＬＯ 

 
↓ 

 

ＢＩＳ ＩＮ ＵＳ，ＭＡＲＣＯ ＰＯＬＯ！ 

『我等の中に蘇れ， マルコ・ポーロ よ！』 

 
 ｂｉｓ(伊)再び，もう一度  です。 ｂｉｓ ｉｎ ｕｓ  では  ｂｉｓ  のみがイ

タリア語で異様に思うかもしれませんが、この語は、音楽の用語としては、既に英国の楽士た

ちの間に入ってきていたのでしょう。このことと符合させるかのように、Shakespeare の

Romeo and Juliet の act 4 scene 5 には、solmization を用いた二人の musician と Peter によ

る掛け合いが登場します。[35]p.215 から引用します 
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（15－32－２） 
  １ Ｍｕｓ．Ａｎｄ ｙｏｕ ｒｅ ｕｓ，ｆａ ｕｓ，ｙｏｕ ｎｏｔｅ ｕｓ． 
 
我々の ｂｉｓ ｉｎ ｕｓ に似て、solmization が ｕｓ 付きで登場しているのです。 
ｂｉｓ ｉｎ ｕｓ の『我等』とは，ＣＯＲＡＭＢＩＳ と ＰＯＬＯＮＩＵＳ という 2
人の綴りを指しています。これはさしずめ ｗｅｔ Ｇ ｃｏｕｒｓｅ の旅のガイドを，若

僧 Hamlet 1 人に託すのは無理があろうから Marco Polo の霊にも是非とも同行してもらいたい、

という Polonius の老婆心というところでしょう。（15－31）では ＢＩＳ ＩＮ ＵＳ を逆

読みによって得たのですが，この ＢＩＳ ＩＮ ＵＳ は、『我等の中に蘇れ』という他に、

『我等の中に二度』とも訳せます。確かにこの（15－31）において『二度』だけ，ＯＣ→ＣＯ 

と ＵＳ→ＳＵ という、ＢＩＳ ＩＮ ＵＳ と同様の逆読みがあったわけです。これは確

かな符合です。 

 
 ところで（14－31）ではイタリア半島のブーツ型を foot(英)足 と呼んでいました。しかしブ

ーツに覆われる部分は、foot というよりは leg です。じつはこの誤り方は、（７－６）の Speak 
hands for me! と鮮やかな対応をなしているのです。この Caska の台詞の hands は腕力もしく

は武力を意味しているわけであり、つまりは hand というよりも arm です。arm→hand と leg
→foot の対応は、身体の部位の位置関係においては、完全に符合しています。 
 次に（15－15）の id の場所を解明しましょう。id と em とが離されていることが、id と em の

間の陸地の存在、および id が水際であることを教えてくれます。id の場所についてはブリテン

島を基準に眺めるとはっきりしてくるのです。 
 

（15－33） 
ｉＧｉｕｌ   ｏ ｅｔｔａ 

   Ｒｏｍｅ   ｏ 
   Ｂｒｕｔ   ｏ     
   Ｐｉｒａ   ｏ  ｉｄ  ｅｍ 
 
 Ｇ字型コースが（15－33）の  Brｕt  の  u  の点で曲がっていることから、４つの ｏ 

がドーバー海峡であることがわかります。id の位置は、この海峡を挟んでさきほどの ｕ の

真向かいではなく、真向かいの少々下、つまりはカレーの港から大陸の海岸線に沿って少々南

下した地点です。そしてそれは先程の Venezia の me と同様、２文字で表されるのにふさわしい

地のはず。Venezia と同様に大きな港を想像するならば、結局この id はルアーブルのはずです。

そして我々にとってルアーブルは、難破した Brooke たちの船が目指した地であったわけです。

つまりこの id は Brooke を示しているのです。id をルアーブルに据えたことは、その地を目指

しながら亡くなった Brooke の意志を尊重する、という姿勢と解してよいでしょう。死者の意志

を尊重するというこの姿勢は、以前に Hamlet に対して示したのと同じ姿勢であることに注意し

ましょう。（15－15）の id はもともと ｉｄ ｅ の形で現れ、その後すぐに idem の綴りのな
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かに吸収されてしまったものでした。そして吸収した idem のほうもまた Brooke を表していた

ことは以前述べた通りです。（15－15）におけるロンドンの港の rumour(英)噂 は、Brooke た

ちの遭難に関するものでしょう。 
 戯曲 Hamlet には、気になる名前の二人が登場します。ローゼンクランツとギルデンスタ

ーンです。［57］［58］［39］によれば彼らの名は次の通り。 

 

（15－34） 
Ｑ１（1603）    ：Rossencraft Gilderstone 
Ｑ２（1604）    ：Rosencraus Guyldensterne 
first folio（1623）：Rosincrance Guildensterne 

 
これらはドイツ語の Rosenkreuz という人名と Gildenstern(独)ギルド(結社)の花形スター を

想起させます。この２語を（15－34）のＱ１と比較する(ただしの二人の人名については、原典通

りにｓではなくを使用する)と、 
 

（15－35） 
Ｒｏｓ ｅｎｋｒｅｕｚ  Ｇｉｌｄｅｎｓｔｅｒｎ   
Ｒｏｅｎｃｒａｆｔ  Ｇｉｌｄｅｒｔｏ ｎｅ 

 
craft(英)･同業者･同業組合･ギルド であり、the Craft と言えば、フリーメーソンの組合 です。

一方 Gilder については gild＝guild(英)･ギルド:中世の商人・手工業者などの同業者組合 

です。つまり craft＝gild であると見なせます。（15－35）に記した相違点のみを拾えば、 
 

（15－36） 
    ｃ ａｆｔ       ｒ  ｏ  ｅ 
 
これらから 
 

（15－37） 
    ｃａｆｔ ｒｏ ｅ 
 
という文字の３つのまとまりを意識します。この時点では ｃａｆｔ は意味不明です。二人

の名を次のように重ねてみます。 
 

（15－38） 
Ｒｏｅｎｃｒａｆｔ   
Ｇｉｌｄｅｒｔｏ ｎｅ 
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さらに craft と gild とが同義語であることから、次のように重ねてみます。 
 
（15－39） 

ｃｒａｆｔ  Ｒｏｅｎ   
Ｇｉｌｄｅｒ ｔｏ ｎｅ 

 

（15－39）では ｒｏ ｅ の の真上が  となっています。この  を下に下ろせば 

ｒｏｓｅ です。一方（15－37）においても同様な操作をすると、ｒｏｆｅ となります。 
いまこの ｆ を、 に横線を引いて  を削除した状態を表すと予測します。つまり 

ｒｏｓｅ と見なすのです。 
 
（15－40） 

ｒｏｆｅ＝ｒｏｓｅ 
 
すると ｃａｆｔ＝ｃａｓｔ＝ｃａｓｔ が派生し、 
 
（15－41） 
 ｃａｆｔ ｒｏ ｅ ＝ ｓ ｃａｓｔ ｒｏ ｅ 

              ＝ ｓ ｃａｓｔ ｒｏ ｅ  
              → ｒｏ ｅ ｃａｓｔ ｓ 
 
を得る。［４］に拠れば cast(英)･捨てる･(世間・仲間などから)見放された者･配役 です。 

つまり 
 
（15－42） 

ｒｏ ｅ ｃａｓｔ ｓ  (英)ｒｏ ｅ は ｓ を捨てる。  
 
さらに、 
 
（15－43） 

ｒｏ ｅ ｃａｓｔ ｓ   (英)ｒｏ ｅ 配役 ｓ 
 
（15－42）（15－43）の２つは（15－40）と符合し、さらに（10－12）、（13－3）の直後の解釈

において ｓ が Francis を示す文字であったこと、および彼のイニシャルである ｆ が 

ｆ＝ｓ＝ｓ となっていること、とも符合します。（10－12）は、我々が Rosicrucian を意識す

るきっかけとなった配置でした。一方、Rosicrucian にとって、そして Rosicrucian に限り、

Rosenkreuz は Gildenstern(独)ギルド(結社)の花形スター なのです。これらは徹底的に符合

しています。 
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 G 字型コースがフランスを経由せずにイタリアへ向かうルートであることと、本節で以前に

述べた順列 Da Porto → Bandello → Idem(Brooke) が フランス語版の Boaistuau を除

外した列だったこととは符合しています。しかし、Bandello→Brooke ラインの意味はそれだ

けには終わらないのです。（11－26）を再掲してこのことを説明しましょう。 
 
（11－26） 

ａＲｏｓｅ  ｏ  ｅｎｄ 
   Ｉｕｌｉ ｕｓ  ｅｔ 
   Ｂｒｕｔ         
   Ｍａｒｃ     ｈ 
   ｐｙｅａｒｐ   ｉｓ 
 
最下行の ｐｙｅａｒｐ については、以前には 
 
（11－10） 

ｐｙｅａｒｐ → ｐ ｙｅａｒ ｐ → １６ １００年 １６ 
 → １６×１００＋１６＝１６１６年 

 
という解釈がなされ、これが Shakespeare の没年を表していました。実は Rosenkreuz、
Bandello、Shakespeare の生没年、及び Brooke の Romeus 初版年と没年を順に記すと次の

（15－44）のような完全な『繋がり』を得るのです。Matteo Bandello の生没年については、

岩波書店広辞苑第四版新村出編『バンデルロ』の項が 1485～1561 とするのに対し、[６]の
Bandello の項では 1484～1561? とされます。つまり誕生年には２通りが伝えられているわけな

のですが、次のようにどちらの場合についても『繋がり』が成立するのです。 
 
（15－44） 
（ａ） 

  Cristian Rosenkreuz   （１３７８－１４８４） 

  Matteo Bandello    （１４８４－１５６１） 

  Francis Bacon         （１５６１－１６２６） 

 
（ｂ） 

  Cristian Rosenkreuz   （１３７８－１４８４） 

  Matteo Bandello    （１４８５－１５６１） 

  Arthur Brooke   （ “Romeus”出版  １５６２） 

             （   ？  －１５６３） 

  William Shakespeare   （１５６４－１６１６） 
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（ｂ）の方はさらに次のように ｐｙｅａｒｐ と関係づけられています。 
 
（15－45） 

１４８５～１６１６ → １６＋１００＋１６ → ｐｙｅａｒｐ 
 
 （15－44）（ａ）では １４８４ と １５６１ が共有され、まさに３人による ｏｕｒ 

ｔｉｅ の状態です。（15－44）（ｂ）にはこの３人の他にさらに Brooke が加わっているのです

が、年は共有されず、続くのみです。つまり『繋がり』はあるが、結束はみられない。（ａ）→

（ｂ）の推移は、まるで Brooke が４人目の仲間として加わろうとした結果、結束が壊れたよう

に見えるのです。また、（ａ）（ｂ）どちらにおいても Da Porto が除外されています。 
 ここには以下のような完璧な符号が確認されます。（７－12）の o us us us の縦列、（12－

４）の３つの we、そしてそれらに応えるように得られた（10－５）（15－19）（15－22）の３つ

の our tie を思い出しましょう。§１５の３人 idem－Matteo－Luigi の登場では、idem(Brooke

を意味する)と Matteo がｍを共有し、これらに対して our tie が２つしかあてがわれませんで

した。このことは上述の Da Porto の除外と符合しています。Da Porto とは対照的なのが

Bandello であり、彼は（ａ）（ｂ）のどちらにも含まれています。このことは先のＧ字型コース

の陸路ａ→ｍに際して Bandello が秘密結社の同志のような振る舞いをしたことと符合していま

す。一方（12－１）においては、Shakespeare が o us us us の縦列を形成する一方で、Brooke

の縦列は us us us us でしたが、このことは Brooke を含まない（15－44）（ａ）が３人組なの

に対して、Brooke を含む（15－44）（ｂ）が４人組であることと符号します。そして（11－19）

において Brooke が us を嫌い、すべて追い払ったこと（O, me? Out us!）を思い出しましょう。

Brooke のこの非協力的な姿勢は、上述の（ａ）→（ｂ）における『結束の崩壊』という解釈と

符合しています。また（14－22－２）において Brooke の Romeus による指示（12－１）によっ

てｕｓが追い出され、（10－13）で ｏ ｕｓ ｕｓ ｕｓ となっていたものに対応するよう

に ｏ ｔｒｉ ｔｒｉ ｔｒｉ を得たことも、ｔｒｉ つまり（15－44）（ａ）の３人によ

る結束と符合します。（15－44）（ａ）（ｂ）においては、Brooke を含まない（ａ）では Francis 

Bacon となっている名が、Brooke を含む（ｂ）では Shakespeare となっているのです。この符

合は Francis が劇作家になったきっかけが Brooke の作品 Romeus との出会いにあったというこ

とを示しているに違いありません。 

 Francis はこのような抱腹絶倒の手段によって、Rosenkreuz から自分に至るまでの『絶えざ

る系譜（？）』を明かしていたのです。 

 ところで§４でも述べた通り、[44] p.284 に拠れば Brooke の Romeus の、1562 年版の

正式な表題は、 
 
（15－46） 

THE TRAGICALL HISTORYE OF / ROMEUS AND JULIET  
/ written in Italian by Bandello, and nowe in / Englishe by Ar. Br.  
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でした。（15－46）を適切に並べたとき、 
 
（10－４） 

Ｒｏｍｅ  ｏ ａｎｄ 
Ｉｕｌｉ  ｕｓ  ｅｔ 
Ｂｒｕｔ  ｕｓ  ｅ 

 
のような our tie は現れるのでしょうか。 
 
（15－47） 

ＴＨＥ  
ＴＲＡＧＩＣＡＬＬ 
ＨＩＳＴＯＲＹＥ   ＯＦ 
ＲＯＭＥＵＳ     ＡＮＤ 
ＩＵＬＩＥＴ 
ｗｒｉｔｔｅｎ    ｉｎ 
Ｉｔａｌｉａｎ    ｂｙ 
Ｂａｎｄｅｌｌｏ，  ａｎｄ 
ｎｏｗｅ       ｉｎ 
Ｅｎｇｌｉｓｈｅ   ｂｙ 
Ａｒ．Ｂｒ． 

 
 （15－47）では（10－４）と同様な our tie と、それにもう一つ tie が出現しています。  
２行目と３行目の語尾には、all(英)すべて と ye(古英)汝ら とが見受けられます。その左隣

りを縦にたどれば、 
 
（15－48） 

ＴＨＥ  
ＴＲＡＧＩＣＡＬＬ 
ＨＩＳＴＯＲＹＥ   ＯＦ 
ＲＯＭＥＵＳ     ＡＮＤ 
ＩＵＬＩＥＴ 
ｗｒｉｔｔｅｎ    ｉｎ 
Ｉｔａｌｉａｎ    ｂｙ 
Ｂａｎｄｅｌｌｏ，  ａｎｄ 
ｎｏｗｅ       ｉｎ 
Ｅｎｇｌｉｓｈｅ   ｂｙ 
Ａｒ．Ｂｒ． 
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（15－48）の枠内の最上部は CR です。(10－16)でみた 
 
（15－49） 

Ｒ・Ｃなる文字が、われわれの唯一の証印であり、紋章である。 
 
という薔薇十字団の同志会規約の一つを思い出しましょう。つまり（15－47）の枠内は、次の

ようになります。 
 
（15－50） 

C R steals＝Cristian Rosenkreuz steals (英) ローゼンクロイツは盗む。 
 
この先に、先程の  all  ye  を繋げることで、 
 
（15－51） 

CR steals all. Ye＝Cristian Rosenkreuz steals all. Ye,  
(英)Cristian Rosenkreuz は全てを盗む。汝らよ、 

 
（15－48）の枠の縦列の左隣の列は、 
 
（15－52） 

I oue tie. (英)私には結束の義務がある。 
 
です。oue(中英)～の義務がある としましたが、この oue は現代英語の owe の前身です。現代

英語の owe とは違い、(中英)の oue にはこのような語義も含まれているのです。oue が現代英語

の owe の前身であることから、（15－48）において oue→owe とします。すると以下のよう

な符合を得ることになります。 
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（15－53） 
ＴＨＥ  
ＴＲＡＧＩＣＡＬＬ 
ＨＩＳＴＯＲＹＥ   ＯＦ 
ＲＯＭＥＷＳ     ＡＮＤ 
ＩＵＬＩＥＴ 
ｗｒｉｔｔｅｎ    ｉｎ 
Ｉｔａｌｉａｎ    ｂｙ 
Ｂａｎｄｅｌｌｏ，  ａｎｄ 
ｎｏｗｅ       ｉｎ 
Ｅｎｇｌｉｓｈｅ   ｂｙ 
Ａｒ．Ｂｒ． 

 
ＯＷＥで始まる（15－53）の新たな枠内は、 
 
（15－54） 
    ＯＷＥｔｉｅｉｒ．Ｇ 
  →O  wet  i.e.  Ir.,  G 
    →O  wet  id  est  Ireland, G. 

(英) O(の縦列)、wet、すなわちアイルランド(のｉ)とＧ(字型コース). 
 
となります。（15－15）を振り返ると、 
 
（15－15） 

ｉＧｉｕｌ   ｏ ｅｔｔａ 
 Ｒｏｍｅ   ｏ 
 Ｂｒｕｔ   ｏ            
 Ｐｉｒａ   ｏ  ｉｄ  ｅｍ 
 
（15－15）では O(の縦列)、wet G と呼ばれた G 字型コースが登場し、そしてそのうちの左上に

は、Ireland を示すｉが現れていました。（15－54）はこのことと、見事に符合します。 
 
さらに（15－54）の区切り方を変えれば、 
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（15－55） 
    ＯＷＥｔｉｅｉｒ．Ｇ 
  →O  we  tie  Ir.  G 
    →O  we  tie  Ireland, G. 

(英)おお、我々はアイルランド(のｉ)とＧ(字型コース)を繋ぐ 
 
であり、これもまた、（15－15）と符合します。（15－51）（15－52）に、最初の our tie を続け

ると、古めかしい文になっていることがわかります。 

 
（15－56） 
Cristian Rosenkreuz steals all. Ye ,  (英) Cristian Rosenkreuz は全てを盗む。汝らよ、 
I oue tie,                         私には結束の義務があるのだ、 
Our tie.                                  我々の結束（という義務があるのだ）。 
 
これはどういうことでしょう。（15－44）の二つのつながりのうち、結束のみられた（ａ）の方

を、思い出してください。 
 
（15－44） 

（ａ） 

  Cristian Rosenkreuz   （１３７８－１４８４） 

  Matteo Bandello    （１４８４－１５６１） 

  Francis Bacon         （１５６１－１６２６） 

 
この３人組みには、Brooke は含まれていませんでした。そして Cristian Rosenkreuz と

Francis は結束しています。このことを念頭において、（15－56）の意味を追うと、（15－56）
は結局、Francis が全てを盗む、ということを言っていることがわかります。『全てを

．．．
盗む』と

いうのはまさにその通りです。我々が原典だと思って関わってきた 1562 年版の Romeus は、

Romeus の姓のみならず、表題までも盗まれていたのですから。 
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第３章 
 
§１６ 第２章の解読のまとめ 
 
 まず、 
 
（Ａ）William Shakespeare＝Francis Bacon 

（Ｂ）Francis Bacon が Elizabeth Tudor の（自称）子息である 

（Ｃ）Francis Bacon は Rosicrucian である 

 
の３点は解読を通じて得られた主要な結果です。（Ｃ）については、（10－16）に拠れば薔薇十

字団の存在が公表されたのが１６１４年以降である一方、我々が（15－35）を得たのは、１６

０３年と記された HamletＱ１に拠ったわけであり、つまり１６０３年当時に Rosenkreuz がギ

ルドのスターだと主張することは、Rosicrucian 以外には不可能であるはずなのです。このこと

が（Ｃ）の証明となるわけです。そして（15－35）から展開される一連の暗号の存在は 
 
（Ｄ）HamletＱ１の出版には、Francis Bacon が意図的に関わっていた 

 
ことの証明でもあるわけです。§１４の議論は 
 
（Ｅ）William Shakespeare の First Folio の『１６２３』年という出版年偽装のアイデアもし

くは First Folio の出版が、Novum Organum の４つのイドラの命名以前に完成していた 

 
ということを示しています。つまり Francis Bacon の暗号は、彼が４３才であった１６０３年

の HamletＱ１出版時点では終わらずに、５９才になっていた１６２０年にも続けられていたも

のだったわけです。このように 
 
（Ｆ）Francis Bacon の暗号は、Brooke の Romeus の他、Romeo and Juliet，Midsummer Night’s 

Dream，Julius Caesar，Hamlet，Novum Organum といった作品の中に、半生をかけて仕掛

けられたものである 

 
わけです。ただしこれらの暗号設定のうち、時代的制約が無いものについては、実際に該当作

品を世に出すよりもずっと以前に行っておくことができたでしょう。 
 （14－30）によって消去されたものは、ｓｐｅｃｔｒｉ と ｅｌｉｚａｂｅｔｈ だけで

はありませんでした。決起の位置にある Francis を表す ｅ も消去されていたのです。つま

り１６２０年の彼はもう王位継承を考えてはいません。このことを初期の内部矛盾の色合いの

濃い暗号と対比させるとき、Francis は大きな自己矛盾を克服したのだ、といって良いはずです。

１６０１年の Essex 伯 Robert の謀反事件に際しての彼の行動は、彼自身の立場からすれば当然
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のことで、誰にも咎められる筋合いなどなかったのです。その結果自分の身に降りかかった極

端な精神的疎外に対して、彼は誇り高く耐え忍んだのでしょう。Elizabeth Tudor の死後にも続

いた半生にわたるその葛藤の真の姿は誰にも打ち明けることの出来ないものだったのかもしれ

ません。 
 
（４－１）では「ある共通の題材についての彼の根深いこだわりと関係があるように思えます。

それら５つの作品はどれも『結婚の破綻と、その社会的理性的和解』に関する中編小説に基づ

いているのです。」とされています。この 
 

（Ｇ）『結婚の破綻』は、Francis の実の父母が正式には結婚しなかった（もしくは結婚を認め 

られなかった）ということ、そして一方、『社会的理性的和解』は、その結婚の破綻の結

果である Francis の強烈な内部矛盾、そしてその克服という大課題と、密接な関係があ

る 

 
に違いありません。 
 Francis の Brooke に対する思い入れは、尋常ではありません。Brooke は（11－26）のかた

ちで、Romeo の言うところの triumphant grave に手厚く葬られており、また、Ｇ字型コース

によって、水難に遭った場所も記されています。Francis は Romeus において、大変豊かな暗号

を展開していたわけですが、それらが皆どれも Romeus の苗字の綴りだけから得られたという

のは驚くべきことです。一方、１５６２年の Brooke の初版本が、当時の法律関係の出版を独占

していた Richard Tottel によって出されたという事は注目に値します。§１でみたように

Francis Bacon は法律家だったのです。（15－56）の『Cristian Rosenkreuz は全てを盗む』と

いう句もまた、注目に値するものです。『盗む』という以上は、『盗まれた』作品が実在したは

ずです。つまりこの句を信ずるならば、Brooke の手になる Romeus は、確かに何らかの形で世

に出ていたはずだ、ということになります。一方 Romeus をお読みになった方はお気づきと思

いますが、この作品は無骨さが目立つだけではなく、実に懇切丁寧に作られた物語詩です。そ

のような作品を残す人が、たとえ詩のリズムや韻のためであったとしても、主人公の苗字の綴

りを、あれほど支離滅裂にしたまま出版するはずはありません。また１５６２年には Francis
はまだ１才であり、彼が１５６２年の時点で Romeus に暗号を潜ませることは無理なはずです。

つまり 
 

（Ｈ）Romeus 物語は、実際に Brooke によって著され、何らかの形で世に出たが、その後

Francis によって細工が施されたものが、１５６２年版と銘打って流布された 

 

ことは確実です。Romeus については、当時の書籍出版業組合登録簿（Stationer's Register）
により、Richard Tottel が １５８２年に Romeus の再販申請をし、その許可が出たことが知

られていますが、１５８２年版はなぜか残存してはおらず、実際の再販は１５８７年の Robert 
Robinson によるもので、５年ほど遅れてなされたようです。このあたりの不可解さにも
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Francis の細工が無かったとは言い切れません。こうして Brooke の Romeus は Francis によっ

て細工されたものだけが後世に受け継がれることとなってしまったのでしょう。 

 一方 Francis の Brooke に対する丁重さは、勝手に細工を施した挙げ句に『仲間外れにした』

ことへの罪悪感にのみ由来するものでもなさそうです。 次に掲げるのは［44］ｐ．278 からの

拙訳です。 

 

   辛抱強く Brooke を読んでみると、彼がどんなに多くの事項を紹介しなければならなかっ

たかがわかってきます。上流階級の生活の背景、教会の習慣、抗争と暴動、話の展開に際

しての多くの細々とした事項、たとえば Romeo の友人の助言、舞踏会での Mercutio、
Juliet が乳母と女中と共に教会へ行くこと、修道士 Lawrence、Tybalt、乳母(彼らを一緒

にすることを助け、Juliet を気絶から回復させ、少女の死は自分の死を意味することだと脅

す乳母です)；母親の説く Paris 像、彼との結婚を拒否する Juliet に対する父親の怒り、彼

女の合意にあたっての両親の喜ぶさま、乳母の態度の豹変、一人で眠るための Juliet の口

実、などなど話の終焉に至るまで色々あります。Shakespeare は誇張された感情表出と退

屈な反復によって綴られた Brooke の作品の中に、自分が採るべき主題がよく設定されてお

り、すぐに劇化できる手はずが整っているということを見いだしました。 

 

  これについては Francis 自身、（15－56）において『すべてを盗』んだことを認めていました。

さらに（15－56）は、 

 

（Ｉ）当時の薔薇十字団のメンバー（らしき者）が、偽 Romeus 本の流布に暗躍した。そして彼 

（もしくは彼ら）にはそのような実力があったのだ 

 
ということを（胸を張って）告白してもいます。偽 Romeus 本の流布もさることながら、真

Romeus の回収も行わなければならないことを考えると、これは恐るべき実行力です。 

ここで（4－1）のある箇所を振り返ってみましょう。 
 
（16－1） 

Brooke は 1562 年の翻訳の序文において、「私はこれと同じ題材が、最近上演され、私が受

けうるよりも多い賞賛を得たことを知っている。」と記しています。ですが実際に以前の

Romeo and Juliet の劇があったとしても、その痕跡は残存せず、Brooke もその劇が英語だ

ったのか、それともフランス語、またはラテン語だったのかという指摘を全然与えてはい

ないのです。 
 
  もしかすると、この序文で語られている劇というのは、Shakespeare の芝居のことなのかもし

れません。Shakespeare の Romeo and Juliet が大ヒットした時期に、偽 Romeus を出版すれば、

たいへんよく売れることは間違いないでしょう。人々は元祖 Romeo and Juliet をむさぼり読ん

で、やっぱり Shakespeare のほうがずっといいな、などと口々に言い合っていたのでは……。
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そして、用心深い読者であれば、「私はこれと同じ題材が、最近上演され」と記されていること

に、おや？ と思うわけで、それが長い長い解読の端緒となる……。Francis にはそんな目論見

があったのかもしれません。そうだとしたら、Francis は自分の芝居をベタ誉めしていることに

なり、大した自信家だということになりますが……。この件については§１８で再考すること

にします。 

 ところで一連の Francis の暗号は、単なる罪のない悪戯ということなのでしょうか。このよ

うに手の込んだことを単なる悪戯の目的で行うというのは、まず考えられません。何らかの強

い動機があるはずです。 
 前述の内部矛盾の克服についてもう一度考えてみましょう。(15－41) からも解るように、

Francis は、血筋を無視されたわけです。§１の年表からも一目瞭然のことてすが、母親が女王

として活躍している時代、彼には出世のチャンスが巡ってきませんでした。１５９８年（３７

歳）には、債務で逮捕されまでしているのです。Romeo and Juliet  Midsummer Night’s 
Dream  Julius Caesar  Hamlet という暗号にかかわる一連の戯曲の創作は、この、Elizabeth
朝の時期に集中しています。Francis の内的葛藤の一方で、対外的な彼の立場はどのようなもの

だったのでしょうか。まず考えられることは、彼は王室から血筋を無視されただけではなく、

王室にマークされていたはずだ、ということです。王室にとって、秘密を握っている彼の存在

が邪魔であることは疑う余地がありません。つまり彼は、へたをすれば暗殺すらされかねない、

というとても危険な立場にあったはずです。微妙な、そして危険な立場にあった Francis にと

って、劇作家であり続けることは大変有力な武器であったに違いありません。一つにはそれは

万一職を追われた場合の重要な収入源になったでしょう。また当時の事情を考えると、芝居は

出版と並ぶ重要なマスメディアであったはずです。芝居というマスメディアの天才である彼を、

敵に回すことには、王室といえども二の足を踏むことになったでしょう。 
 鋭い内部矛盾、王室との冷戦、母親との独特の関係、という状態で王室と関わっていた彼の

姿は、まさに Hamlet そのものです。無論 Hamlet の原話は他者によるものとされていますが、

この戯曲の主人公の独特の境遇と精神状態は、Francis の生活と、ほぼ完全に重なります。つま

り 
 
（Ｊ）Francis は自分の内外に進行した矛盾を戯曲 Hamlet によって暗に告発した 

 

のです。戯曲 Hamlet の主人公は、文書の書き換えによって暗殺の危機を逃れるわけですが、

Francis の場合は、Romeus の苗字の綴りを書き換えています。 
 第２章で示されたこれら一連の暗号によって、彼はあまりに特殊だった自分の立場の真相を

後世に伝えたかったのでしょう。肝心の暗号が解読されなければそうした努力も無駄になって

しまうわけですが、（10－15）の our tie, your time, rose, slur, T I am. という文からは、

Francis 自身、この暗号が１００年以内に解読されるはずだと信じていたことがうかがえます。 
 暗号の動機としてもう一つ忘れてはならないのは、 
 
 



   makio harada    - １３３ -    薔薇の封印『数学のいずみ』版 改定第３版    
最終印刷日時：3/31/2003 10:41 PM 

（Ｋ）自分の暗号を解読させることで、真実に到達するための手法としての帰納法の絶大なる

威力を、後世の人々に再認識させたいという啓蒙的姿勢 
 
です。Francis の精神の後継者として因習に捉われずに真理を追究していった Royal Academy
の姿勢と同様の科学的な精神を、より広範な人々の間にも定着させたい、という強い信念が一

見するとパロディーの羅列とも言えそうなこれらの暗号の流れのなかに、確かに存在すること 
を見逃してはなりません。 
帰納法の絶大なる威力を最も端的に表しているのは medilla です。medilla という名の存在は、

(9－12)によって確実なものとなりました。そして medilla の機能については、§12 の多くの符

合によって確実なものとなりました。しかし medilla は、cedilla のような記号で表される存在

でははなく、姿が見えない純粋な『機能』であったわけです。帰納法の絶大なる威力は、この

ような抽象的な対象をも捉えることを可能にしたのです。２０世紀の物理学を思い起こさせる

このような思考方法の認識が、１６世紀生まれの人間の意識の中にすでに存在したということ

は科学史を考える上で大変重要なことです。 
一連の発展型暗号の解読において我々が得た符合が、単なる直線的な繋がりではなく、網状

の繋がりを形成していたことにも重要な意味があります。符合が単に直線的である場合、どこ

か一箇所でも誤った解読が生じるならば続く解読はすべて誤ったものとなるでしょう。網状の

符合であるおかげで、我々の解読は多少の誤りにもぐらつくことのない安定性を獲得している

のです。これは今日の科学の理論体系が網状の整合性を有しているのと同様です。網は数箇所

が切れても繋がっているものです。そして繋がっているおかげで、切断された箇所をまた繋ぎ

直して修復することができるのです。 
このようにして Francis は、劇作家としての彼の偉大な業績のパロディーを用いて、思想家

としての彼の偉大な理念のシミュレーション版を展開しているのです。以上の意味においてこ

の一連の暗号は、単なる暗号にとどまらず、Francis が残した後の世への大いなる遺産なのです。 
 
§１７ 解読 Ｍｏｎｔａｇｕｅ と Ｃａｐｕｌｅｔ 
 
 Shakespeare の暗号は、これまでに紹介したものの他にも、まだまだあるのかもしれません。

そして、そういった暗号の全てが Francis Bacon とその同時代の同志たちによって成し遂げら

れたものなのかというと、あながちそうともいえないのです。この節では、Francis Bacon の暗

号が、ずっと後になってからもさらに『補強』されたのでは、と思わせる絶妙な『改訂』をお

目にかけましょう。 
 §４の終わりに述べた［53］の Mountague と Juliet、および［54］の Montague と Juliet
の改訂について考察します。時は流れ、ヒロインの名を Iuliet と記した時代は終わり、かわり

に Juliet ばかりが用いられるようになったわけですが、そうなると、（５－４）の Ｍｏｕｎｔ

ａｇｕｅ→Ｍｏｎｔａｇｎｅ の変形は成り立たなくなってきました。Ｉ ｕ ｌｉｅ ｔ 

の指示が無くなるため、Mountague の最初の ｕ の除去が不可能になってしまったのです。

Ｉ ｕ ｌｉｅ ｔ という指示なしで Montagne を得るには、Romeo の苗字はどうしても最
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初から Montague である必要があるのです。そして Montague であれば、§５の冒頭部分の解

読は、次のように実にスマートになるのです。 
 
《Ｍｏｎｔａｇｕｅ と Ｃａｐｕｌｅｔによる解読》 
 
 イタリア語の辞書で Montague の語を引こうとすると、よく似た綴り montagna(伊)山 に出

会います。この２語の綴りの比較が語尾 ｕｅ と ｎａ の相違への関心を生じさせ、 
 
（17－１） 
  Ｖｅｒｏｎａ(伊)ヴェロナ ＝ ｖｅｒｏ(伊)･真実･事実 ＋ ｎａ 
 
に気付かせます。これを、Romeo の苗字 Montague の語の背後に何か隠れていることの示唆と

解して、Iuliet の苗字 Capulet に着目。いま次のような変形を試みます。 
 
（17－２）  

Ｃａｐｕｌｅｔ → Ｃａｐ ｕ ｌｅｔ → ｌｅｔ ｕ ｃａｐ 
(英)ｕに帽子をかぶせさせよ 

 
これを Ｍｏｎｔａｇｕｅ への指示と解して、次のような操作を試みます。 
 
（17－３） 
 Ｍｏｎｔａｇｕｅ → ｍｏｎｔａｇｎｅ 

 
 実は、montagne(仏)山 です。もう一方の Capulet についても同じくフランス語で意味を捜

すと、 
 
（17－４） 

capulet(仏)ピレネー地方の婦人用頭巾 
 
です。この capulet(仏) の意味に含まれる３つの要素すべてについて 
 
（17－５）  

「ピレネー」は montagne(仏)山，  「婦人」は Iuliet，  「頭巾」は cap 
 
という対応が得られます。この整合性は、ここまでの我々の解釈が作者の意図通りであること、

すなわち、これが暗号であり、かつここまでの暗号解読が正しいこと、を示しています。 
 ｕ→ｎ という１８０度の回転による変形で、正しい解読に至ったことに注目しましょう。

ｎ が正解であったことは 
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（17－１） 
  Ｖｅｒｏｎａ(伊)ヴェロナ ＝ ｖｅｒｏ(伊)･真実･事実 ＋ ｎａ 
 
に符合しています。従って他にも、『何かに１８０度の回転を施して ａ  を得る』という変

形で解読される箇所があるはずです。 今までの解読における使用言語の推移に注目しましょう。 
 
（５－７） 

Ｍｏｎｔａｇｕｅ      Ｃａｐｕｌｅｔ 

               ｌｅｔ ｕ ｃａｐ(英) 

ｍｏｎｔａｇｎｅ(仏)     ｃａｐｕｌｅｔ(仏) 

 
 これ以降の展開には ｍｏｎｔａｎａ(羅)山、Ｐｙｒｅｎｅ(羅)ピレネー山脈 と符合させる

べき（５－２）が得られない、という不都合が生ずることを除けば、§５と同様になります。

しかしそうした欠点の一方で、解読対象は Verona, Montague, Capulet のグループと、Romeo 
and Juliet とにきちんと別れる、という美点も得られます。我々が以前解読したのは Verona, 
Mountague, Iuliet Capulet のグループと、Romeo and Iuliet でした。どちらにも Iuliet が現れ、

少々わずらわしく感じたことでしょう。 
 Montague という綴りはＱ１には見られず、Ｑ２には一度、First Folio には２度だけ登場しま

す。これらの Montague が単なる誤植であるのかどうかはわかりません。一方で、Ｑ１には 

Mountagew という Brooke を彷彿とさせる綴りが２度登場します。これらを誤植として無視し

てよいとも、簡単にはいえないでしょう。［54］の編者である J.P.Kemple が Francis の暗号を

知っていたかどうかは、結局のところわかりません。ですが、絶妙な『改訂』の例は他にもあ

るのです。それは Hamlet のローゼンクランツです。［56］p.70 では、彼の名前が今日の綴り

Rosencrantz に定着したのは１８世紀以降であるとされます。この Rosencrantz という綴りは

Rosenkrantz (独)･ロザリオ･薔薇の花輪 を連想させます。つまり Rosenkrantz は、薔薇と十

字架という意味を含むことによって薔薇十字団を連想させるものであり、Rosencrantz はそうい

った語と一字違いなのです。ところで Rosencrantz は Verona 発のＧ字型コースの途上、デンマ

ーク（の Hamlet の戯曲）で登場するのだ、と見なせば、綴り Rosencrantz は vero の変換後の

姿だということになります。そして変換前の姿はどのようなはずかといえば、Rosencreutz のは

ずなわけです。そしてこの Rosencreutz というのは、Rosenkreuz のラテン名なのです。 
 
§１８ 補足 
 
 最後に、以上の議論の中で紹介できなかった六つの事項について述べたいと思います。一つ

目は§１４の Novum Organum についてです。我々は４つのイドラのみ扱いましたが、この著

作にはこれらのイドラと並ぶキーワードとでも言うべき概念が登場します。［８］の『ベーコン 

フランシス』の項から引用します。ただし下線は原田によります。 
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（18－１） 
……かくして自然はベーコンの精神にとって、現象の巨大な集積、事物そのものの複雑さ

のために隠されている、単純で根源的な性質の表現として現れる。世界は巨大な迷官てあ

り、これを解決する手掛りが新しい帰納的方法である。しかしこの新しい方法は事物が観

察され収集されなければ適用できない。求める原因あるいは形相は感覚に現れる事実のな

かに隠れているから、問題は確実に、しかも機械的な容易さをもって真の結論に到達する

ように経験を分析することである。このためにべ－コンは三つの事例表 tables of 
comparative instances を作成することを提案する。所与の物性が現存する事例の表、その

物性が現存しない事例の表、その物性が異なった程度で現存している事例の表がそれであ

る。 
 
 この３つの表の性質は、（７－12）（10－12）（10－17）において段階を追って ｍｅｄｉｌ

ｌａ を適用した事、および（14－11）（14－14）（14－18）において段階を追ってｒ→ｌとし

た事と、符合しています。 
 二つ目は、符合によって解読の確証を与える、というこれまで見てきた暗号の手法について

です。この優れた手法は一見異様に思えますが、Francis Bacon の当時の事情を考えると、さほ

ど不自然な着想ではないことがわかるのです。当時は Renaissance の波による文明の急速な進

歩があり、情報量が急速に増大していった時代です。新しい概念や着想とともに語彙について

も急速な増大がみられました。辞書などろくに無かった当時にあって、Francis Bacon の様な思

想家は執筆に際して、まだ辞書には登場してはいない新語の綴りの正しさをチェックする必要

があったことでしょう。綴りチェックの際の参考物は、他の人の著した文献以外にはなかった

はずです。ですが、頼りにした肝心な文献の綴りが誤っている可能性もあるわけです。正しい

綴りの基準は、まったく無関係な複数の人が著した別個の文献の同一語の綴りの一致にしか、

あり得ないわけです。つまりこのような状況下では、正しさは、複数の互いに独立した情報の

符合によってのみ確認されるのです。彼の暗号の方法である『符合によって解読の確証を与え

る』ということには、このことが影響しているに違いありません。 
 三つ目は、§１５に Rossencraft と共に登場した Gilderstone という綴りについてです。craft
＝gild については前述の通りですが、gild(英)･…に金（ぱく）をきせる,金めっきする という

意味もあるのです。さらに gilder(英)･めっき師,箔（はく）置き師 です。つまり 

 
（18－２） 

Ｇｉｌｄｅｒｓｔｏｎｅ＝ｇｉｌｄｅｒ＋ｓｔｏｎｅ 
              (英)メッキ師 (英)石 
 
です。一方では、この Gilderstone という語は、Rosenkreuz の名に関係があったわけですが、

薔薇十字団と錬金術の関わりは有名（な噂）です。(14－13)においては、specere electri(羅)･合
金の観察 という語が登場しました。このようなことから、薔薇十字団の行っていた錬金術は、

アマルガムによる金メッキの実験ではなかろうかと思われます。［10］p.63－71 に拠れば、アマ
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ルガム法による精錬法が、銀の精錬については遅くとも 1571 年までにはメキシコで、そして金

の精錬については 1582 年にはストラスブルグから遠くないゼルツ(Selz)で、行われていた、と

されます。彼がゼルツの鉱山で行われていた方法を、おおまかな形で知り得た可能性は、無い

とはいえないでしょう。 
 四つ目は（８－14）についてです。ここで Francis は自分の姓の Bacon を古フランス語で解

釈させています。フランス語といえば、第２章の解読中、最初に登場したフランス語は 

montagne(仏 )山 でした。 [４ ]の mountain の項に拠れば、古フランス語ではこの語は

montaigne という綴りです。これはモンテーニュ（Michel Eyquem de Montaigne 1533-
1592）と同じ綴りです。彼は Essays というジャンルにおいては、Francis の直接の先輩にあた

り、その他の領域においても Francis に少なからず影響を与えた人物として有名です。 
 戯曲 Hamlet の Act４ Scene４の、Fortinbras のポーランド領の攻略の件の初出における

Captain の台詞については、Montaigne の著作との関係が指摘されています（[38]p.527）。この

ポーランド攻略がポーランド領のどの部分なのかについては、結局不詳なままだったわけであ

り、そのことが（15－31）のコースを描くに際しての我々の弱みでもあったわけです。そのよ

うな気になる箇所の台詞に Montaigne と関係の深いものを用いているのです。これもまた符合

の一つといって良いかもしれません。 
 五つ目は§７で議論された Et tu, Brute? についてです。この台詞の難解さは、初演当時から

ずっとラテン語の発音で『叫ばれて』きた可能性を考えさせずにはおきません。戯曲 Hamlet の
主人公の台詞には、そういった『叫び』に対する劇作家の嘆きを彷彿とさせるくだりがありま

す。次に掲げる Hamlet の台詞は、（15－27）の台詞と同じ第３幕第２場の、しかも冒頭に現れ

ます。英文は[38]からの、和文は[22]からの引用です。 
 
（18－３） 

Ｈａｍ．Ｓｐｅａｋ ｔｈｅ ｓｐｅｅｃｈ，Ｉ ｐｒａｙ ｙｏｕ，ａｓ Ｉ  

ｐｒｏｎｏｕｎｃｅｄ ｉｔ ｔｏ ｙｏｕ，ｔｒｉｐｐｉｎｇｌｙ ｏｎ ｔｈｅ 

ｔｏｎｇｕｅ；ｂｕｔ ｉｆ ｙｏｕ ｍｏｕｔｈ ｉｔ ａｓ ｍａｎｙ ｏｆ  

ｙｏｕｒ ｐｌａｙｅｒｓ ｄｏ，Ｉ ｈａｄ ａｓ ｌｉｅｆ ｔｈｅ ｔｏｗｎ 

－ｃｒｉｅｒ ｓｐｏｋｅ ｍｙ ｌｉｎｅｓ．Ｎｏｒ ｄｏ ｎｏｔ ｓｏ ｔｈｅ 

ａｉｒ ｔｏｏ ｍｕｃｈ ｗｉｔｈ ｙｏｕｒ ｈａｎｄ，ｔｈｕｓ，ｂｕｔ， 

ｕｓｅ ａｌｌ ｇｅｎｔｌｙ；ｆｏｒ ｉｎ ｔｈｅ ｖｅｒｙ ｔｏｒｒｅｎｔ，

ｔｅｍｐｅｓｔ，ａｎｄ，ａｓ Ｉ ｍａｙ ｓａｙ，ｗｈｉｒｌｗｉｎｄ ｏｆ  

ｙｏｕｒ ｐａｓｓｉｏｎ，ｙｏｕ ｍｕｓｔ ａｃｑｕｉｒｅ ａｎｄ ｂｅｇａｔ 

ａ ｔｅｍｐｅｒａｎｃｅ ｔｈａｔ ｍａｙ ｇｉｖｅ ｉｔ ｓｍｏｏｔｈ 

－ｎｅｓｓ．Ｏ，ｉｔ ｏｆｆｅｎｄｓ ｍｅ ｔｏ ｔｈｅ ｓｏｕｌ ｔｏ  

ｈｅａｒ ａ ｒｏｂｕｓｔｉｏｕｓ ｐｅｒｗｉｇ－ｐａｔｅｄ ｆｅｌｌｏｗ  

ｔｅａｒ ａ ｐａｓｓｉｏｎ ｔｏ ｔａｔｔｅｒｓ，ｔｏ ｖｅｒｙ  

ｒａｇｓ，．．．．．． 
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ハムレット さあ、今の台詞をやってくれ。俺が言ってみせたようにさりげなく自然にな。

大抵の役者がやるようにやたらにがなり立てるくらいなら、布告をふれ回る

町役人のほうがまだましだ。また、こんなふうに大げさに手で空を切ったり

せず、すべて穏やかにやるんだぞ。気持ちが高揚して奔流となり、嵐となり、

あるいは竜巻のようになるときこそ、むしろ静かに表現する抑制が必要だ。

ああ、聞いているだけで腹が立ってくる、かつら頭の連中が激情に身をまか

せ、せっかくの台詞をぼろ切れみたいにずたずたにしてしまうんだからな。

…… 
 
 ところで Francis は何故このように手の込んだ台詞を設定したのでしょうか。[37]p.237 の Et 
tu, Brute? の注釈に拠れば、Plutarch、Suetonius、Appian といった３人の高名な歴史家が、

Brutus は Caesar の息子であるとしているそうです。Suetonius の著作に於いては、Et tu, 
Brute? に該当する箇所は、and thou,child ? (そしておまえもか、我が子よ) もしくは and 
thou,son ? (そしておまえもか、息子よ) という意味のギリシア語だそうです。つまり Francis

の当時の古典の常識からみれば、Caesar 殺害は最高権力者が息子に殺される事件でもあるわけ

です。時の女王の子息 Francis がそのような題材で戯曲を書くことは、女王への挑戦とも解さ

れるだいそれた行いのはずです。彼の戯曲 Julius Caesar には、Brutus は Caesar の息子であ

るなどという言葉は一切でてきません。見事に避けられているのです。そして息子もしくは子

供という語を含むべき肝心な台詞は難解な Et tu, Brute? だったわけです。Et tu, までは and 
thou,son ? の最初の二語と同意なわけですが、肝心の son に該当する第三語は、少々謎めいた

フランス語 Brute です。初演当時（その初演で Et tu, Brute? がまともにフランス語で発せら

れていたらの話ですが）、この第三語にどのような意味が隠されているのかに最も関心を抱くは

ずの人物は芝居好きでも有名だった女王 Elizabeth です。Brute の第一義は§７に示したように

『（理性を欠いた女のように）愚かな』です。わざわざ女性単数形で現れた
．．．．．．．．．．．．．

語 Brute が、息子

Francis の彼女に対する誹謗であることを Elizabeth はすぐに見抜くはずです。しかしこれはあ

くまで Julius Caesar の台詞であり、公にはこれを不敬罪と見なすことはできません。Francis

は、自分が王位継承に関して味わった「個人的には十分にわかっているにもかかわらず公に認

められないことの悔しさ」を、Elizabeth にも身を以て体験させようとしたのです。女王は、こ

こまでやり遂げてしまう息子の聡明さにたいそう感心し、今までの仕打ちを反省することに…

…。Francis は以上のような筋書きによって、母親が自分の存在にもっと配慮すべきである旨を

訴えようと、台詞 Et tu, Brute? を設定したのでしょう。結果的に彼は、出世を女王の死後ま

で待たねばなりませんでした。ということは、初演当時から Caesar 役者はラテン語で怒鳴って

いたのかもしれません。だとするとやはり『ああ、聞いているだけで腹が立ってくる』という

ことになるのでしょうね。 
 この点についてもう少し考えてみましょう。仮に、台詞 Et tu, Brute? が初演当時からラテ

ン語で怒鳴られていたと仮定すると、Francis にそれを止められなかったのは何故か、という疑

問が沸きます。Francis 自身が Shakespeare として周囲の劇団関係者に認められていたとした

ら、劇の初演のための稽古に顔を出して指示することは自然なことでしょう。そうしなかった
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のは何故か。彼が劇作家に徹し、Shakespeare という名の代理人を介して戯曲を提供していた

のであれば、このことは説明がつきます。つまり戯曲創作は Francis が Shakespeare の筆名で

行い、原稿を Shakespeare を名乗る代理人に託していたのではないか、ということです。そう

して Francis 自身は観客に紛れてこっそりと specere theatri（舞台の観察）をしていたのです。

おまけにこの代理人が Stratford-upon-Avon から London に仕事を探しにやってきた William 

Shakspere（or Shagspere, Shaxpere）さんで、Francis が彼の氏名の綴りを見て、§８のよう

な暗号を思いつき（Romeus の姓の暗号のことを思えば、それが絶対不可能とも言えないでしょ

う）、「キミは今日から William Shakespeare だ」などと言っていたとしたら．．．．．．。 

 こうして我々は Shakespeare という名の代理人が実在したかどうかを問題にすることになり

ます。つまり我々は、アン・ハザウェイ(Anne Hathaway)の夫について考えねばならないのです。

次に掲げるのは Shakespeare の Romeo and Juliet のＱ１からＱ４までの表題です。

[40][41][42][43]から引用します。 
 
（18－4） 

Ｑ１(1597)：ＡＮ／ＥＸＣＥＬＬＥＮＴ／ｃｏｎｃｅｉｔｅｄ Ｔｒａｇｅｄｉｅ／ＯＦ 
         ／Ｒｏｍｅｏ ａｎｄ Ｉｕｌｉｅｔ, 
Ｑ２(1599)：ＴＨＥ／ＭＯＳＴ ＥＸ,,／ｃｅｌｌｅｎｔ ａｎｄ ｌａｍｅｎｔａｂｌｅ 
         ／Ｔｒａｇｅｄｉｅ，ｏｆ Ｒｏｍｅｏ／ａｎｄ Ｉｕｌｉｅｔ． 

Ｑ３(1609)：ＴＨＥ／ＭＯＳＴ ＥＸ／ＣＥＬＬＥＮＴ ＡＮＤ／Ｌａｍｅｎｔａｂｌｅ 
         Ｔｒａｇｅｄｉｅ，ｏｆ／Ｒｏｍｅｏ ａｎｄ Ｊｕｌｉｅｔ． 

Ｑ４      ：ＴＨＥ  ＭＯＳＴ／ ＥＸＣＥＬＬＥＮＴ／Ａｎｄ Ｌａｍｅｎｔａｂｌｅ 
         Ｔｒａｇｅｄｉｅ，／ｏｆ Ｒｏｍｅｏ ａｎｄ／ＩＶＬＩＥＴ． 

 
Ｑ２,Ｑ３,Ｑ４の３つがどれも  excellent  and  lamentable(英)素晴らしくそして痛ましい と

なっているのに対し、Ｑ１のみが excellent conceited(英)素晴らしく奇抜な となっています。

つまりＱ１のみが conceited(英)奇抜な という語を含み、その語の通りに奇抜な表題なのです。

そして Shakespeare の Romeo and Juliet においては、Ｑ１のみが bad quarto（§２参照）であ

り、つまり表題のみならず内容もまた奇抜なのです。この洒落ともとれそうな語 conceited に注

目しましょう。実は conceited には『奇抜な』の他にも『うぬぼれた』とか『思い上がった』

という意味があるのです。前述の通りＱ１は bad quarto と見なされてはいますが、それが first 
quarto であること、つまりは Shakespeare の Romeo and Juliet の初版本であるということに

は、間違いありません。ここで Brooke の Romeus の初版本とされていたあの版、つまり 1562 年

版と銘打たれた偽 Romeus 版を思い出しましょう。§１６で述べた通り、あの版の序文には

Francis が自作の Romeo and Juliet についてたいそう自信をもっていた、とも解せそうな記述

が見受けられました。この Francis の自信ということと、conceited(英)･うめぼれた･思い上が

った は確かに符合しています。実は以下に示されるように、偽 Romeus 版と同様、Ｑ１の表題

にも暗号が潜んでおり、それが何とも Francis のうぬぼれに満ちた内容のものなのです。 

 意識的にうぬぼれた暗号を潜ませてあるということは、Ｑ１の表題の語 conceited の別の語義 
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conceited(英)･うめぼれた･思い上がった に気付かせる働きをします。そしてわざわざそのよ

うに設定したことは、偽 Romeus 版の序文に Francis のうぬぼれが記されていることの告白であ

る可能性、つまりは 

 
（16－1） 

Brooke は 1562 年の翻訳の序文において、「私はこれと同じ題材が、最近上演され、私が受

けうるよりも多い賞賛を得たことを知っている。」と記しています。ですが実際に以前の

Romeo and Juliet の劇があったとしても、その痕跡は残存せず、Brooke もその劇が英語だ

ったのか、それともフランス語、またはラテン語だったのかという指摘を全然与えてはい

ないのです。 
 

とされた劇というものが、実際は Shakespeare 自身の Romeo and Juliet であったのだ、という

ことの告白である可能性を考えさせます。それではＱ１の表題を解読してみましょう。 
 まずＱ１の表題は 
 
（18－5） 

ＡＮ／ＥＸＣＥＬＬＥＮＴ／ｃｏｎｃｅｉｔｅｄ Ｔｒａｇｅｄｉｅ／ＯＦ／Ｒｏｍｅｏ 

ａｎｄ Ｉｕｌｉｅｔ 
 
でした。次にこの表題に現れる２文字に注目しましょう。２文字とは、Ｔｕｄｏｒを表す Ｔ 

と、Elizabeth と Francis の親子の絆を表す ｅ です。まず文字Ｔが縦に並ぶようにこの表題

を並べると 
 
（18－6） 
              ＡＮ 
        ＥＸＣＥＬＬＥＮＴ 
           ｃｏｎｃｅｉｔｅｄ 
                 Ｔｒａｇｅｄｉｅ ＯＦ Ｒｏｍｅｏ ａｎｄ 
           Ｉｕｌｉｅｔ 
 
このように ＡＮ をうまく配置すると T の縦列のすぐ左隣に、ＡＮＮｉｅ＝Annie の配列を

得ます。ただしこの時点ではＡＮの配置は作為的であり、また、得られる配列もはなはだ不完

全です。Annie は Anne のことで、つまりはアン・ハザウェイ(Anne Hathaway)の別称に一致し

ます。 

今度は文字 ｅ が縦に並ぶように表題を並べてみましょう。 
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（18－7）  

       ＡＮ     ＥＸＣＥＬＬＥＮＴ 
           ｃｏｎｃｅｉｔｅｄ 
           Ｔｒａｇｅｄｉｅ      ＯＦ 
              Ｒｏｍｅｏ        ａｎｄ 
          Ｉｕｌｉｅｔ 
 
こうすることで ｅ が綺麗に並びます。一番長いｅの縦列のすぐ右隣に、図のように 

idiot(英)･ばか者･まぬけ が現れます。この奇妙な idiot の配列の反対側、つまり一番長い５個

のｅの縦列の左には何があるのでしょう。５個のｅの縦列から一列だけ離れて、上下逆さまの

形で loan(英)･借金 という語が見つかります。（18－7）の idiot は３個のｅの縦列と５個のｅ

の縦列との間に位置しています。つまりこの idiot の場所には、４個の同一文字の縦列こそがふ

さわしい。そしてその事に呼応するかのように、（18－6）の Annie は４個のｔの縦列に沿って

います。idiot のほうのｅの縦列がいずれも上から生えている配置なのに対し、Annie のほうの

ｔの縦列は下から生えている配置です。これらのことを考慮した上で、Annie と idiot を並べる

と、この２人、次のように見事にかみ合うのです。 
 
（18－8） 
  ＡＮ 
  ｔＮ 

ｏｉ 
ｄｉ 
ｉｅ 

 
これはどうみてもカップルとしか言いようがありません。このカップルの配置では idiot は逆さ

まです。なぜでしょう。かみ合わせるときに、先程の loan も idiot と共に逆さまにしましょう。

すると 
 
（18－9） 
     ＡＮ 
  ｌ  ｔＮ 

ｏ  ｏｉ 
ａ  ｄｉ 
ｎ  ｉｅ 

 
今度は上から下への正しい順に loan が現れました。つまりこの時点で loan の語が以前より一層

現実的なものになっているのです。loan の回転によるこの技法は、（12－10）の前に述べた we 
gat no M の手法と一致します。要するに（18－9）の配列は、Annie と idiot のカップルが一緒
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にいる以上、借金がつきまとうのだ、ということを意味しているのです。これはアン・ハザウ

ェイ(Anne Hathaway)の夫が都会へ出稼ぎに来た理由の説明に違いありません。つまり Francis

はこの暗号において、自分の分身となって働いてくれている男を idiot と呼び、しかもその男

の生活苦を笑っているのです。これほど不愉快な暗号は他にはないでしょう。これは間違いな

く Francis の conceited(英)･うぬぼれた･思い上がった な態度です。ともあれこの解読結果

は、偽 Romeus 版の序文で言及された劇が Shakespeare 自身の Romeo and Juliet であったとい

う可能性ばかりではなく、Francis には確かにアン・ハザウェイ(Anne Hathaway)の夫という代

理人がいたのだ、ということまでも我々に教えてくれます。 

 補足の六つ目の事項として、§14 の暗号について再考しましょう。(14－15)では Francis の

決起した ｅ が ｉｅｓｕｓ＝Jesus よりも高い位置にあります。 
 
（14－15） 

ｔｒｉｂｅ          ｕｓ 
ｓｐｅｃｔｒｉｉｅｓ ｕｓ 
ｆｏｌｉ       (ｏ) 
ｔｈ ａ       ｔｒｉ ｅ 

 
この位置は神を冒涜する行為を表しています。事実この(14－15)から得られた(14－19)で、that 
lie Iesus の句が得られたのです。 
 
（14－19） 

①ｔｒｉ ｂｅ  
②ｓｐｅｃｔｒｉ 
③ｆｏｌｉｏ 
④ｔｈａｔ  
⑤ｌｉｅ 
⑥Ｉｅｓｕｓ！ 

（３は幻影だ。folio、あれはウソだ、イエスよ！） 
 
こうして神を冒涜する文字配置と、嘘をつくという行為が繋がりを得ます。(14－11)で落下させ

られる前の Elizabeth の ｅ もまた、神を冒涜する位置に居ました。 
 
（14－11） 
  ｔｒｉｂ            ｕｓ 

ｓｐｅｃｔｒｉｉｅｓ ｕｓ 
ｆｏｒｉ       (ｏ) 
ｔｈｅａ       ｔｒｉ ｅ 
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つまりこれは Elizabeth が嘘をついている、ということになります。この Elizabeth の嘘とは、

生涯 Francis との親子関係について知らぬ振りをし続けたという嘘に違いありません。しかし

これは単なる嘘ではありません。落下前の ｅ の位置は tribe(英)大家族  の綴りの一部で

す。つまり神を冒涜する ｅ のこの位置は、Tudor 一族の繁栄を一身に担う位置でもあったわ

けです。そのような解釈は、決起した Francis の ｅ がやはりこの位置に来たこととも符合

します。もう一度 Jesus の高さを基準に(14－11)を眺めると、respect の綴りが形成しているＴ

字型(これは Tudor を表すものでした)の横棒が Iesus と同じ高さに位置し、これもやはり神を冒

涜する文字配置といえます。しかしこれに対しては、(14－11)の配置のうち(14－26)に該当する

箇所を眺めると iesus o t lie＝Jesus, O T lie!(英)イエスよ、ああ(この)Ｔ(字型)は嘘です！とな

っているのです。 

 Elizabeth の ｅ の落下先は、theatri つまり specere theatri(羅)舞台の観察 の最下行。

庶民に混じっての演劇鑑賞です。芝居好きだったという女王。生前の劇場での女王は日々の重

責を忘れ、束の間の休息を楽しんだことでしょう。そんな Elizabeth の和らいだ表情に、

Francis は母親の顔を見たような気持ちを抱いていたのかもしれません。Elizabeth の嘘は、こ

の母親と子供が Tudor 家の繁栄を支えるための、もっと大きく言えば国家を支えるための犠牲

となったことを表しているのです。iesus o t lie は、Elizabeth の綴りが全貌を現し、さらに(14
－30)で全てのイドラが消去された後にも残っていました。 
 
（14－30） 
      ｚ  

        ｉｅｓ ｕｓ 
   ｆｏ          ｏ 
              ｔｌｉ ｅ 
 
これは人生の大半を家柄と国家に翻弄された Francis の心情です。そしてイドラを除去した後

の真のあるべき姿として登場するイタリア半島。ここに描かれたイタリアは Bandello の時代の

イタリア、つまりは Renaissance が若さに満ち溢れていた時代のイタリアです。Francis は

Renaissance の息吹にこそ人間の未来を見出し、心の拠り所を求めたのです。 
Romeo and Juliet や Julius Caesar において出会った若き日の天才的職人芸とでもいうべき

暗号に対して、Novum Organum の暗号は Francis が自分の人生を振り返る、芸術的深みのあ

るレベルにまで到達していたのです。 
 最後に我々が冒頭に掲げた文章の解読を行ってみましょう。Francis Bacon の Advancement 
of Learning の暗号について述べられた箇所でしたが、この文の中で特に注目すべきは 
 

（18－10） 
The highest degree whereof is to write omnia per omnia ; 

 
でしょう。解読の導入部分は先程の Annie& idiot と同様です。ラテン語 omnia per omnia は
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除いて考えます。 
 
（18－11） 

Ｔｈｅ   

ｈｉｇｈｅｓｔ 

ｄｅｇｒｅｅ 

ｗｈｅｒｅｏｆ ｉｓ ｔｏ 

ｗｒｉｔｅ 

 
すでにこの配置で、４つのｅの縦列が形成されていますが、この縦列はｄｅｇｒｅｅの語だけ

左に１文字ずらしても保たれます。 
 
（18－12） 
   Ｔｈｅ   

   ｈｉｇｈｅｓｔ 

ｄｅｇｒｅｅ 

   ｗｈｅｒｅｏｆ ｉｓ ｔｏ 

   ｗｒｉｔｅ 

 
（18－12）の配置では、縦と横に同じ配置で同じ句がみられます。 
 
（18－13） 

 Ｔｈｅ   

 ｈｉｇｈｅｓｔ 

ｄｅｇｒｅｅ 

 ｗｈｅｒｅｏｆ ｉｓ ｔｏ 

 ｗｒｉｔｅ 

 

どちらも The high her(英)高貴な彼女の  です。いま縦に得られた The high her の語群にｅ

の縦列も含めてみると、The high と her eeee は同じ形の配置です。 

 
（18－14） 

 Ｔｈｅ   

 ｈｉｇｈｅｓｔ 

ｄｅｇｒｅｅ 

 ｗｈｅｒｅｏｆ ｉｓ ｔｏ 

 ｗｒｉｔｅ 
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The high her eeee(英)高貴な彼女の eeee です。わざわざｅを４つも、しかも整列した状態で

記すのはなぜでしょう。同様に横列でも４行の語群を見ると 
 
（18－15） 
   Ｔｈｅ   

   ｈｉｇｈｅｓｔ 

ｄｅｇｒｅｅ 

   ｗｈｅｒｅｏｆ ｉｓ ｔｏ 

   ｗｒｉｔｅ 

 
The high her rite(英)高貴な彼女の儀式 ですので、her＝Elizabeth 一世 であり、しかも４つ

の整列した ｅ が女王の配下の人々の整列を表していることがわかります。では今までに注

目した縦横すべてを太文字で表してみましょう。 
 
（18－16） 

 Ｔｈｅ   

   ｈｉｇｈｅｓｔ 

ｄｅｇｒｅｅ 

   ｗｈｅｒｅｏｆ ｉｓ ｔｏ 

   ｗｒｉｔｅ 

 
中央の ｒ だけが仲間外れになっています。ｄ の隣の縦列には thew(英)鍛え抜かれた体力 

という語が見えます。この語の語源は古英語 theaw(英)習慣 であり、rite とほぼ同義です。

ｄ は鍛え抜かれた体力 thew によって、閉め出されています。中では Elizabeth の習慣的儀式

が、彼女の配下の人々が整列した形で執り行われているのです。しかしこの儀式の中央には、

ｒ が孤立しています。じつは先程の ｄ は、初版本では大文字で記されています。 
 
（18－17） 

 Ｔｈｅ   

 ｈｉｇｈｅｓｔ 

Ｄｅｇｒｅｅ 

 ｗｈｅｒｅｏｆ ｉｓ ｔｏ 

 ｗｒｉｔｅ 

 
孤立している ｒ を取り囲む文字を、回転するように辿ると、 
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（18－18） 
ｉｇｈ 

ｇ  ｅ    h gig here(英)h、独楽、ここ 

ｈｅｒ 

 
つまり ｈ が ｒ の周りを独楽のようにくるぐると回るのです。この ｈ が何者である

かは後に述べることとして、つまりは ｒ は Elizabeth の儀式の真ん中で孤立しているだけで

はなく、ｈ（この ｈ も太文字であり、Elizabeth に加勢しています）に自分の周りをぐるぐ

ると回られている、ということです。これは被告人 ｒ の裁判に違いありません。ｈ は 

ｒ の罪状を読み上げているのです。そして ｒ の正体は誰か。外の Ｄ を意識すれば、

この ｒ は Essex house から引きずり出された Robert Devereux に違いありません。

Devereux 家の他の人々は近衛兵の thew によって外に閉め出されているのです。 h が彼の

周りを回りながら罪状を読み上げています。どのような罪かは、すでに（18－14）において示

されています。 
 
（18－19） 

 Ｔｈｅ   

   ｈｉｇｈｅｓｔ 

Ｄｅｇｒｅｅ 

   ｗｈｅｒｅｏｆ ｉｓ ｔｏ 

   ｗｒｉｔｅ 

 
枠でかこまれた文字のうち上の二つは eg=e.g.=for example(英)たとえば です。たとえばどの

ような罪かは、残りの枠の文字の配置が語っています。 
 
（18－20） 

Ｄｅｇｒｅｅ 

   ｗｈｅｒｅｏｆ ｉｓ ｔｏ 

   ｗｒｉｔｅ 

 

一番下には、writ(古英)書かれた が現れています。すると writ の上の Ｄ ｒ ｗ ｅ の

配置は、§１３の最後に述べた事項、すなわち Francis と Elizabeth の親子関係につけ込んで

Elizabeth を軽視しようとした Robert の行い、に違いない。ではいよいよｈの割り出しです。

（18－16）を再掲します。 
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（18－16） 
   Ｔｈｅ   

   ｈｉｇｈｅｓｔ 

ｄｅｇｒｅｅ 

   ｗｈｅｒｅｏｆ ｉｓ ｔｏ  

   ｗｒｉｔｅ 

 

この配列において、（18－18）以外の箇所のｈは、縦横の Ｔｈｅ に含まれています。この配

列は縦横に対称、つまりは次のラインに関して互いが鏡に映されたような配置であることが最

大の特徴だったわけです。 
 
（18－21） 
   Ｔｈｅ   

   ｈｉｇｈｅｓｔ 

ｄｅｇｒｅｅ 

   ｗｈｅｒｅｏｆ ｉｓ ｔｏ 

   ｗｒｉｔｅ 

 
ところが縦列の Ｔｈｅｗｗ だけは 横では Ｔｈｅ のみとなっていて、対称性が損なわ

れているのです。 
この不完全な箇所も対称にしてみましょう。つまり ｗｗ を１行目にも付加するのです。た

だしｗｗを単に書き添えるのでは進展は見られません。ｗｗの形が先程の斜線に関して完全に

対称になるようにするのです。つまり 
 

（18－22） 
   Ｔｈｅ 

   ｈｉｇｈｅｓｔ 

ｄｅｇｒｅｅ 

   ｗｈｅｒｅｏｆ ｉｓ ｔｏ 

   ｗｒｉｔｅ 

 
すると１行目は ｈｅ＝ｈｅ３３(英)彼 33 となります。33 が男性だというのです。じつ

は以前から 33 は Francis Bacon を表す数だと主張している方々がいます。なぜ彼が 33 なのか、

については[67]p.249-251 によれば次の通りです。まず古い英語のアルファベットに番号をつけ

ます。ここで古い英語というのは、現代のアルファベットのｉとｊそしてｕとｖとを同一とみ

なす計２４文字です。つまり次の通りです 
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（18－23） 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｋ Ｌ Ｍ  

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10  11  12   

 

Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ 

13  14  15  16  17  18  19  20  21  22  23  24 

 
この対応によって、ＢＡＣＯＮ＝２＋１＋３＋14＋13＝33 だというのです。he33、つまりは

この ｈｅ が Bacon であり、ｈｅ のうち文字 ｅ が親子の絆であるわけで、Bacon 独自

の存在は、ｈｅ から ｅ を除いた ｈ で表されているわけです。このように he に

Francis と Elizabeth の二人の意味を含ませていることは、縦列の ｈｅｗｗ からもわかりま

す。§１２で見たように、ｗ は Francis と Elizabeth の共有文字でした。つまり ｗｗ はこ

の二人を意味しているわけであり、ｈｅｗｗ というのは h と e の２文字がこの二人を表すと

いうことを意味しているものとも解せるわけです。 
  Robert の周りを回りながら Francis が罪状を読み上げる、というこの暗号の情景は、§１の

年表の 1600 年および 1601 年の項と符合します。つまり実際の出来事と符合しているのです。 
 33 という数には既に以前に出会っていることを忘れてはいけません。Romeo and Juliet の物

語が、初めて本になったのは Masuccio の小説集 Cinquante Novelle でしたね。Mariotto と

Giannozza というあの不運のカップルの物語は、小説集の第 33 話だったのです。 
 こうして 
  海図も持たない 
  符合だけが頼りだった 
          長い長い船旅は 
          物語の故郷に帰ることで 
                 幕を閉じるのです。 
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            ついに『薔薇の封印』は解かれました。 
 
 
 ブリテン島とアイルランド島との狭間にあるマン島(Isle of Man)。このマン島に隣接する小

島 Calf of the Man は野鳥の楽園でもある美しい島です。夏の日の麗しい姿がマリンブルーの空

を漂う蝶をおもわせるこの島は、戯曲 Tempest の舞台の島のモデルではないか、と注目されて

います。そんな神秘的な島 Calf of the Man……私たちはこの風変わりな名に、どこかで出会っ

てはいなかったでしょうか。Calf of the Man……人間のふくらはぎ……？そうです、Hamlet の
Polonius です！そう考えただけでも、まだまだ色々潜んでいそうです。私たちはまだ鍵箱の鍵

を開けたに過ぎないのだと思います。 
 新たなる探索がこの『薔薇の封印』から始まることでしょう。そして無論このことで

Shakespeare 研究の伝統が色褪せるなどということは決してないでしょうし、あってはならな

いと思います。巻末の references をご覧になっただけでも、『薔薇の封印』がこれまで積み上げ

られてきた数々の素晴らしい研究にどれほど依存しているかが、お分かり頂けるかと思います。

Stratford-upon-Avon は、今後も Shakespeare を研究する上で、たとえ今までとは別な形にな

るにせよ、重要な意味を持ち続けることでしょう。そして何よりも、英国の天才が一人減って

しまった、などとと嘆く必要もないのです。なぜなら私たちは次のように語ることを許されて

いるのですから。 
 
 
            その昔、英国には偉大な思想家がいた。 
                彼は偉大な劇作家でもあった。 
            そして、英国には偉大な劇作家がいた。 
                彼は偉大な思想家でもあった。 
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